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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ　「レポート・暴イ君ド」







　誰だれもが寝ね静しずまった夜。

　そこに一つとして人ひと影かげはなく、薄うす墨ずみを流しこんだような闇やみと、そして冷たい静せい寂じやくだけが場に深々と広がっていく。




　第三衛星都市『碧へき陽よう』・生体保安管理局本部──

　百人規模のテーブルと通信機器がずらりと配置されたオペレータールームに、しかし人の姿は見あたらない。

　手動の通信機器は過去の名残なごり。

　現在では情報のやりとりは完全に自動化され、通信音声もメールのやりとりも、最小限の人的チェックをのぞき、すべて情報管理室の巨きよ大だい演算器によって行われ、大規模集積回路にデータとして蓄ちく積せきされていく。

　そんな暗い一室で。

　たった一台だけ、煌こう々こうと光をはなつ端たん末まつがあった。




『情報レベルＡ（機密文書）

　中セ央ン統ト合ラ樹ルより、第三衛星都市へ指令。

　大陸政府においてバイオテスタ『暴イ君ド』による暴走再発生。

　施し設せつ損傷レベルＢ、大陸制圧機動隊に被ひ害がい甚じん大だい。暴走原因不明かつその脅きよう威い度を鑑かんがみ、ＳＩＲＥＮサイレンにて再調整の必要ありと判断（以下、これを「本件」と呼ぶ）。

　本件につき、その再調整を第三衛星都市に指定する。

　輸送は三日後の正午を指定』




『情報レベルＢ（情報制限）

　第三衛星都市・生体保安管理局より返答。

　本件につき受じゆ諾だく。

　輸送先は別べつ途と連れん絡らくします』




　オペレータールームに連結された百台を超こえる数の情報端末。

　その端末が次々と起動しはじめ、その液えき晶しよう画面に、三つの頭を持つ巨大な獅し子しのかたちをした次バ世イ代オ新テ生ス物タが映しだされる。




『情報レベルＡ（機密文書）

　中セ央ン統ト合ラ樹ルより、当とう該がいバイオテスタの画像データおよび設計データを送付。

　輸送にそなえ、制圧機動隊およびⅠ級以上の理装執行者シミユレーターの配備を推すい奨しよう。

　なお、暴走時の鎮ちん圧あつに際しては「破は壊かい」を許可する』




『情報レベルＢ（情報制限）

　第三衛星都市・生体保安管理局より返答。

　本件につき、制圧機動隊へ現場配備の命令完かん了りよう。

　……特命。

　無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターエリス・アーセナル・舞まい花かへの伝達完了。

　学園研究機関アカデミー所属の理装執行者シミユレーターに全指揮権を委任して対応します』







　フェーズ１　「天使のいる日常」







　　　　１




　深夜二時。

　大昔の書物では「草木も眠ねむる」と喩たとえられた時間帯。カーテンの隙すき間まに映る住居の多くから明かりも消えて、遠くにうっすらと見せる巨大研究所だけが、夜行性バイオテスタの稼か動どう実験をしている程度のものだろう。

　薄く引きのばされた暗い雲。

　風に千切れるように浮ふ遊ゆうする雲に隠かくれ、星明かりはおろか月明かりさえない漆しつ黒こくの夜。

　そんな光景をぼんやりとソファーベッドから見上げて──

「痛つつ、いてて……！」

　仰あお向むけに横たわった恰かつ好こうで、少年・ミソラは小さく悲鳴を上げた。

　紺こん色いろに近い髪かみに黒の双そう眸ぼう。十代の少年らしい細身の身体からだつきで、そこそこにととのった目鼻立ちというのがわかる。ただしその表情は、全身を襲おそう筋肉痛と、そして今も包帯を巻いた左ひだり腕うでの激痛とで苦しそうに歪ゆがんでいた。

　全身の筋肉痛は、限界をこえて自分の身体を酷こく使ししたため。

　包帯の下の左腕にいたっては、ようやくギプスが外れたばかり。何しろ数日前までは半分千切れかけたような状じよう況きようだったのだ。

　──キッカケは一週間前の激戦。

　──神性幻げん想そう種フィオラミリスを止める戦いで。

　正しよう真しん正しよう銘めい、本物の天使。

　そしてその天使が従える何万体という幻げん獣じゆうにたった一人で戦いを挑いどんだ。

　ここＳＩＲＥＮサイレンという大規模研究エリアにおいても、いや、この世界全体でも、本物の天使に刃は向むかった人間というのは歴史上で自分一人に違ちがいない。

　その時の負傷が現在の状況というわけだ。

「……でも自分で選んだことだし、しょうがないか」

　じわりと疼うずく左腕を押さえながら、仰向けの体勢のまま、ミソラはぼんやりとつぶやいた。

　……すっげぇ疲つかれたし痛い思いもしたけど。

　……フィオラミリスもわかってくれたし、何よりフィアを助けられたから。

　意味はあった。天使型バイオテスタの少女と、その精神世界の中に棲すまう『本物の天使』の両方を助けられたのだから。なら、こんな負傷の一つや二つ問題ない。

「よし寝る！　とにかく筋肉痛だろうが何だろうが、寝ないと疲れも傷も回復しないし。ていうか明日あしただって学校なんだから」

　ソファーベッドからずり落ちた毛布ブランケツトを引っ張り上げようとして。

「あー。いいなぁ、わたしも一いつ緒しよに寝たいです……」

　おっとりした口調の、寝間着姿の少女がリビングに現れたのはその時だった。

「フィア？」

「はーい。わたしフィアですよー？」

　寝ぼけ気味のとろんとした微び笑しようでうなずく金きん髪ぱつの少女。

　フィア・ネスフェリア・Ｃ４・アナスタシア。

　ＳＩＲＥＮサイレンでは珍めずらしい金髪。それも光が透すけるような白銀めいた黄金プラチナブロンドで、陽光の触ふれた箇か所しよがそのまま光と同化するような、見たこともないほど美しい色合いだ。

　さらには神秘的な蒼あおめいた大おお粒つぶの瞳ひとみに、儚はかなさのなかにも愛らしさを湛たたえた面おも立だち。

　外見年ねん齢れいは、まさに自分と同じ十七くらいに見えるだろう。

　童話に出てくる妖よう精せいのように可か憐れんといっても何ら差しつかえないほどの美少女。

　──だが、その正体は人間ではない。

　──次世代生命工学によって生みだされた次バ世イ代オ新テ生ス物タ。

　世界最高権けん威いのバイオテスタ研究者であり、ミソラの師であるアナスタシアが三年前に創りあげた「天使型バイオテスタ」の少女だ。今は隠しているが、その背中には海よりも天上の蒼そう穹きゆうよりも深く美しい蒼そう碧へき色の翼つばさがあり、空を飛ひ翔しようすることもできる。

　そう説明すればいかにも幻想的ではあるのだが……

「フィア、もしかして寝ぼけてる？」

「……へー？　わたし、寝ぼけて……なんか、ないですよー？」

　どう見ても寝ぼけた口調と微笑で応こたえるフィア。

　そもそも別の部屋で寝ていたはずの彼女が、この真夜中、リビングに現れること自体、彼女が戻もどる場所を間違えている証しよう拠このはず。

「ただぁ、喉のどがかわいたのでぇ、ちょっとお水を飲みに来ただけですぅ」

「お、おう。じゃあダイニングは向こうだぞ」

　リビングに直結している台所を指さしてやる。

　けれど金髪の少女の方は、そんなミソラを見てにっこり笑っているだけで。

「あ、あの……フィア？……」

「……ねえお母さん、わたしも一緒に寝たいよぅ……」

　たった一言そう呟つぶやいて。

　ミソラが反応するより先、ミソラの寝ているソファーベッドに潜もぐりこんできた。

「わぁ。お母さん、あったかい……」

「～～～～～～っ!?　お、おいちょっと待て!?」

　もぞもぞと毛布ブランケツトの中に頭までくるまったかと思いきや、毛布ブランケツトのなかで彼女が自分に抱だきついて密着してくる。

　彼女の体温。

　フリルつきの薄地の寝間着ごしに、彼女のほのかな体温と、そして年とし頃ごろの女の子らしいやわらかい身体つきの感かん触しよくがありありと伝わってきて。

　……これは。

　……ひょっとしてよろしくない状況じゃないか？

　フィアという天使型バイオテスタの特とく徴ちよう。

　それは外見も肉体的特徴も、十代の人間の少女と何ら変わらないということだ。

　抱き枕まくらに抱きつくように密着する彼女。

　ゆえに、どうしても女の子らしい身体的特徴というか、肩かた先さきに押しあてられた彼女のやわらかな胸の双そう丘きゆうの感覚が気にならずにはいられない。ミソラにとってはあまりに不慣れな感覚だ。

「お母さん、大好きぃ」

「完全に寝ぼけてんじゃねえか!?」

　人間が飼っているペットと一緒に寝る話はよく聞くが、これはさすがにまずい気がする。だがフィアをどうにかしようと思っても全身筋肉痛のせいで身体を動かすこともできず、ほぼ彼女に抱きつかれるまま無む抵てい抗こうな状態だ。

「…………やばいって」

　睡すい眠みん妨ぼう害がい的な意味はもちろん、道徳的にというか、男女の健全な仲という面でよろしくない状況な気がする。さあどうする？　ここは心を鬼おににしてフィアを無理やりにでもたたき起こすか。それとも自分が心を無にして、明鏡止水の境地で寝ね入いるよう心がけるか。

　その答えが出る前に──

「……お母さん、あつい」

　密着していたフィアが、毛布ブランケツトの下で何やらもぞもぞと動きだした。

　もしや出ていってくれるのか？

　そんな淡あわい期待をミソラが思い描えがいた直後。

「ふぅ……」

　甘い吐と息いきがこぼれ、同時に、ソファーベッドから薄地の寝間着がすとんと落ちていった。

「…………はい？」

　たった今まで金髪の少女が身につけていた寝間着。それが、「あつい」という言葉の直後に、なぜかソファーベッドの下に脱ぬぎ捨てられているのだ。

　それが意味するものは、すなわち。

「わぁ、すずしい……」

「ってやっぱりかよぉぉぉっっっっっ!?」

　毛布ブランケツトがはがれて。

　自分の真横に寝転がるのは、寝間着も何もかも脱ぎさった一いつ糸しまとわぬ少女の姿。

　いやかろうじて下着だけは身につけている。

　身につけているのだが、逆に下手をすれば素すっ裸ぱだかよりも扇せん情じよう的かもわからない。

　なにしろ白磁のように真白くきめ細かい肌はだの太ふと股ももや、折れそうなほど華きや奢しやな肩から鎖さ骨こつのラインが丸わかり。それに何より、その胸むな元もとの下着からは、細身の身体から想像できないくらい豊かな胸のふくらみと谷間が覗のぞいていて──

「お母さん、だいすき……」

　そんな彼女が、さらにぴったりと抱きついてきた。

　シャンプーの香こう料りようか、あるいは年頃の少女ゆえか。何ともいえない甘い匂においが彼女の白銀めいた黄金プラチナブロンドの髪からもただよってきて。

「フィア!?　だから待て、目を覚ませ！　いいか、こんなところを奈な々なに見られたら──」




「あたしに見られたら、何かな？」




　パチン、と音を立てて深夜のリビングに明かりが灯ともる。

「あ……あれ……奈々……？」

「なーんかリビングの方が騒さわがしいなって思って起きてきたら……」

　可愛らしい猫ねこの着ぐるみを模した寝間着姿の少女が、眉まゆを引きつらせた表情で自分たちを見下ろしていた。

　三み咲さき奈々、十七歳。

　ミソラと同年ねん齢れいでありながらも身長１４７センチという小こ柄がらさと童顔。そしてまだまだ平らな自分の胸元を気にしはじめた年頃なクラスメイトだ。

「や、やあ奈々？　その着ぐるみ可愛いな？」

「着ぐるみじゃなくて寝間着だもん。で、ミソラ？　その状況はどういうこと？」

　腕うで組ぐみしてこちらを睨にらみつける奈々。

　学園研究機関アカデミーのクラスメイトである彼女がなぜミソラ家に寝ね泊とまりしているかというと、フィアの看病のために泊まってもらっていたからだ。

　バイオテスタ専門の獣じゆう医い志望の奈々。

　フィアが人間ではなく天使型バイオテスタであることを知る数少ない友人で、一週間前の『真天使フイオラミリス』事件で困こん憊ぱいしたフィアの看病を自分から申し出てくれた。

　奈々にとってはバイオテスタの診しん察さつ練習ができるし、フィアは自分の容態を看みてもらう。双方にとっての希望が実現したかたちになる。

　今日はその看病で遅おそくなったので泊まってもらっていたのだが、それがまずかった。

「うーん……」

　いまだ寝ぼけて自分に抱きついている半はん裸らのフィア。

　一方のミソラ自身も、一週間前の激戦による疲ひ労ろうと激痛とで、身体からだを動かしたくてもまともに動かせない状態で。

　いうならば、奈々の前で、ミソラはフィアと完全に密着した状態だった。

「ミソラ？」

「は、はい！」

　寝転んだ姿ながらも思わず勢いよく返事してしまう。あくまで静かな奈々の声には、ミソラが恐きよう怖ふに引きつるほどの冷たい怒ど気きがまじっていて。

「あたし、ミソラがすごく重傷だってこと知ってるよ？　左手だって切断寸前の大ケガで、身体痛くて寝つけないって聞いてたし」

「お、おう……？」

「だからこそあたしとフィアちゃんと二人で、廊ろう下かに予備の布ふ団とんしいて寝るから、ミソラは自分のソファーベッドで寝ていいよって話してたんだよね？」

「あ、ああ。それはマジで助かった……で、この状じよう況きようは、その……」

「なのに──」

　腕組みをほどいた奈々。

　その両手が拳こぶしをつくって、さらにその拳がプルプルとふるえているのがわかる。

「あ、あの。奈々、違ちがうんだこれは……」

「ミソラのばか、えっち！　こんな夜ふけにフィアちゃんと何してるのよ！」

「だから誤解だって！　痛いたっ、ま、待て！　だから枕投げるなって。そんな大声出したらご近所迷めい惑わくになるってば！」

「悪いのはミソラだもん。ミソラのばか────────っ！」

　顔を真っ赤にさせた奈々の叫さけびが、深夜のマンションに響ひびきわたった。




　　　　２




　地平線の先で輝かがやく朝あさ陽ひ。

　第二衛星都市と第三衛星都市の境にあたる川と平行してのびる、学園研究機関アカデミーへと続く通学路をのんびりと歩きながら。

「ほら見ろ、やっぱりマンションの管理人さんから苦情来たじゃねえか」

　通学鞄かばんを右みぎ肩かたに下げ、ミソラは小さく肩をすくめてみせた。

「ウチただでさえ、バイオテスタ六体もいるから騒がしいって注意されてんだぞ。しかもいまはフィアもいるんだし」

「……あたしは悪くないもん」

　ぷぅっと頰ほおをふくらませるのは奈々。

　いまは学園研究機関アカデミー指定の女子制服で、教本の詰つまったリュックをかついでいる。

「ミソラとフィアちゃんのあんな光景見たら、あたしじゃなくたって普ふ通つうは動どう揺ようするに決まってるじゃない。もうどうしようかと」

「だから誤解だって」

「誤解されるようなことするのが悪いんだもん」

「それを言われると返しようがないけどさ。まあ悪かったよ……」

　眠ねむ気けの残るまぶたをこすってミソラは溜ため息いきをついた。

　ちなみにフィアは、いまもミソラ家のソファーベッドで熟じゆく睡すい中。そちらはさておくとして、とにかく大変だったのは奈々の誤解をとくための弁解だ。何時間という説明に追われ、気づけば登校時間になっていた。

「あ、ねえミソラ見て！　川のなか、海獣クラーケンがうかんでる！」

「ん？」

　歩道のガードレールを下った先に流れる清流。朝陽をきらきらと反射する水面に、半はん透とう明めいの身体をした巨きよ大だいな『クラゲのようなもの』がただよっていた。

「ああ、そういや量産実験中だって言ってたな。あれもそのテストだろ」

　水すい棲せい型バイオテスタ『海獣クラーケン』。

　まだ航海学が発達していない時代に海の魔ま物ものとして恐おそれられていた空想生物が、現代の次世代生物工学によって実在の生物として創つくられたものだ。

　水面上からはクラゲのように見えるが、その全身像はイカとタコの中間のような姿で、成長すれば人語を理解するほどの知性を有し、人間が潜もぐれないような深海調査や水中での作業に力を発揮する。

「あれはまだ幼生かな」

「へぇ。もう一メートルくらいあるのにね」

　ふよふよと水面上を泳ぐバイオテスタを楽しげに見つめる奈々。

　そして、周りを見ればそれだけではない。

　通学路を歩く小学生の集団の先頭には、道案内と警備を任された宝石獣カーバンクル。

　空を見上げれば、小柄な風シ精ル霊フたちが両手に速達の手紙を抱かかえ、踊おどるような軌き跡せきを描いて空をわたる光景がある。

　次世代新生物『バイオテスタ』──

　海獣クラーケンや宝石獣カーバンクルそれに風シ精ル霊フもすべてそう。お伽とぎ話ばなしや童話に出てくる空想生物たちを原存在モチーフに、次世代生命工学によって本物の生物として現代に再現したものだ。

　そのバイオテスタ工学の最さい先せん端たんであり、研究と量産化をめざすために大陸政府の採さい択たくをへて設立されたものが──




　次世代新生物統合研究特区。

【the Special Integrative Research Enclosure of Novel-world-life 】

　略りやく称しよう『ＳＩＲＥＮサイレン』。




　はるかなる古代、果てしない時間をへて誕生した生命は、その後、何十億年という年月のあいだ進化を続けてきた。

　現代生物学においては、各おの々おのの種に固有の情報は、ＤＮＡを構成する四種類の「塩基」、すなわち『Ａアデニン』、『Ｇグアニン』、『Ｔチミン』、『Ｃシトシン』の配列順序シークエンスによって保存され、ＤＮＡ分子に刻みこまれていることが判明している。この塩基の数を増減させ、また配列を変えることで、生命は自らを変化させていった。

　原始的な原げん核かく生物から真核生物へ。

　ついで単たん細さい胞ぼう生物から多細胞生物が。さらには葉緑体を備えた植物、ミトコンドリアを有する動物たちが誕生し、そして現代の多様な生物の繁はん栄えいにいたる。

　しかし生命の『進化』は止まらない。全すべての生物、いや生命が、今もなお無限の進化の可能性を持つ存在であるとされる現代において。

　その進化の終点に、何があるのか。

　そんな永遠の真理こたえを求めることこそＳＩＲＥＮサイレンの目的であり、その鍵かぎを握にぎると言われているのが次世代新生物バイオテスタだと言われている。

「そういや学園研究機関ウチにも新しいバイオテスタが入ってくるんだっけ」

「へえ？　何だろ。あたし一角馬ユニコーンがいいなぁ。前に研修で試ためし乗りさせてもらったんだけどすごいんだよ！　本当に利口だし、それに恰かつ好こういいんだから！」

　軽くスキップしながら奈々が声を弾はずませる。

「獣医学の研修で？」

「うん。バイオテスタも動物だし、定期観察とかワクチン接種しなくちゃいけないから。ていっても、そういうのはミソラの方があたしより詳くわしい？」

「いや、さすがに俺もバイオテスタにワクチン接種の経験はないなぁ。大方の知識は先生から教わったけど、そういう研修はやっぱ学園研究機関アカデミーならではだろうし」

　ことバイオテスタ工学において。

　ミソラの知識は学園研究機関アカデミーのあらゆる教授、いやＳＩＲＥＮサイレン全域のあらゆる研究者と比べてもひけは取らない。だがミソラがそれを理由に天才と呼ばれるかといえば、それは違ちがうと自分でも思っている。

　──本物の天才を知っている。

　──バイオテスタ工学の世界最高権けん威いアナスタシア。

　七年前から四年前までの三年間。

　彼女が行方ゆくえをくらまして自分の前から消えるまでに、ミソラはバイオテスタ工学のあらゆる知識をアナスタシアから教わった。その中には、現代の最新学説でさえいまだ明らかにされていない分野の知識まである。




〝さよならミソラ、あなたは私の最高の教え子だったわ〟




　四年前に姿を消した師。

　そんな彼女の手がかりを求めてＳＩＲＥＮサイレンにたどりついたのが、思えば学園研究機関アカデミーに入学して奈々をはじめとしたクラスメイト、それにフィアと出会うキッカケだった。

　……先生の場所、俺も気になるし、また探し始めないとな。

　……フィアも会いたがってるはずだから。

「って、まずは今日の講義に耐たえることか。ねむくてヤバ……」

「だめだよ。今日の講義一時間目からカレン教授の培ばい養よう学なんだから。寝ねてたら油性マジック投げつけられるよ」

「あー、そうだった。じゃあ俺がウトウトしかけてたら起こしてくれ」

「うん。じゃあ鉛えん筆ぴつで背中つついてあげる」

「……そこは、背中をやさしく叩たたくくらいで頼たのむよ」

　通学鞄をかつぎ直しながら、ミソラは奈々の歩調にあわせて通学路を進んでいった。

　目の前にも、そして後ろにも自分たちと同じ制服姿の学生たち。

「すごいね！　通勤ラッシュならぬ通学ラッシュ？」

「そりゃ四学年で二〇〇〇人いるんだから通学路だって混むって。ああ、奈々はいつもだともう少し早い時間帯に登校してるからか」

「そそ。だからちょっとビックリ。普通の登校時間だとこんなになるんだね」

　まわりを歩く生徒を眺ながめて小声でつぶやく奈々。

　全権統とう括かつ機関『中セ央ン統ト合ラ樹ル』と、それをとりまく四大都市──第一衛星都市『紅こう楼ろう』、第二衛星都市『蒼そう河が』、第三衛星都市『碧へき陽よう』、第四衛星都市『黄おう蓮れん』。

　ＳＩＲＥＮサイレンとは、この五エリアの総そう称しようである。エリア全域が巨大な鋼鉄の壁かべで取り囲まれ、大そ陸ととの繫つながりは上空を除けば東西南北に四つの扉とびらしか存在しない。

　このうち第三衛星都市『碧陽』がミソラたちの居住地であり、二人が在ざい籍せきしているのが『学園研究機関アカデミー』と呼ばれる、各都市に一つ設置された大規模教育機関だ。

　四学年計二〇〇〇人。

　在籍する学生たちがしのぎを削けずり、分子生物学、次世代生物学、発生学、培養学、遺伝学に動物心療法アニマルセラピーにいたるまでバイオテスタ工学に関連する様々な分野を学びながら、教授の指導のもと新たなバイオテスタの開発にとり組んでいる。

　そんな学園研究機関アカデミーの正門前で。

「おはよガルル、今日も元気？」

『────』

　手をふる奈々に首をふって応こたえるのは、校門の上にとまった怪かい鳥ちようだ。

　飛ひ翔しよう型バイオテスタ『金翅鳥ガルーダ』

　この黄土色の翼つばさをもったバイオテスタが学園研究機関アカデミーの門番だ。

　所属する生徒と教師全員の顔と声を記き憶おくし、人間の十倍近い視力でもって数百メートル離はなれた地点から不ふ審しん人物の接近を探知することができる。

　金翅鳥ガルーダの見張る校門を通過して敷しき地ち内へ。

「あれ？　ねねミソラ、あれどうしたんだろ」

「……やけに人だかりができてるな」

　学生棟とうへとつづく中庭で。

　上級生も下級生も関係なく何十人という生徒が集まって、ぐるりとドーナツ型の人だかりを形成していたのだ。しかも中には喚かん声せいを上げている生徒まで。

「なんだろね、珍めずらしいバイオテスタでも来たのかな？」

「こんな朝っぱらからか？　それにこの喚声も、バイオテスタへの反応にしちゃずいぶん荒あらっぽいっていうか……」




「ぜったい許さない！　エリス、こっち向きなさい！」




　人だかりの中心から。

　聞き覚えのある少女の叫さけび声ごえが響ひびきわたったのは、その時だった。

「京きよう花かちゃん!?」

「しかも相手は……ああ、いつもの小こ競ぜり合いか」

「ど、どどどどうしようミソラ!?　いつもの喧けん嘩か始まっちゃうよ！」

「それでこの見物人だってわけか」

　溜ため息いきとも苦く笑しようともつかない息をこぼし、ミソラは人だかりの方へとつま先を向けた。

　──学校の名物みたいなもんだしな。

　──あの姉妹喧嘩は。

「あー、すみません。ちょっと前通るんで」

「ご、ごめんなさい！　前行かせてください、京花あのこのクラスメイトなので！」

　奈々とともに人だかりをかきわけ、集団の最前列へ。

　何十人という観客の中心に──

「……また貴女あなたですか」

　青みがかった銀ぎん髪ぱつの長身少女。

　こちらは溜息をつきながら、冷たく、吐はき捨てるような抑よく揚ようのない口調。

「何かにつけ、本当に懲こりない性格ですね」

「それはこっちの台詞せりふよエリス！　その人を小バカにした態度と口調。いつもいつも私に突つっかかってくるのはあなたでしょ！」

　対し、眉まゆをつり上げて怒ど声せいを発するのは天然の赤毛をなびかせる少女だ。

　目鼻立ちのととのった端たん整せいな顔だちで、身長こそ平均程度ではあるもののスレンダーな体型は美しく均整がとれていて、すらりと伸のびた足は抜ばつ群ぐんの脚きやく線せん美びをほこっている。

　アリスベル・イア・京花──ミソラや奈々のクラスメイトである二年生だ。

「許せないことが二つあるわ！」
















「……というと？」

「一つ、私が大好きで大好きで、一日の最大の楽しみにしてる朝の購こう買ばい限定三十個の焼きカレーパン！　その最後の一個を私の前で奪うばいとったこと！」

「早い者勝ちです。貴女は遅おそすぎたのですよ」

　そう告げる銀髪の少女の左手に握られたビニール袋ぶくろ。

「そもそもにして、自分の好物は他人の好物にもなり得るとは思いませんか？　悔くやしかったら早起きして余よ裕ゆうをもって登校すればいいのです」

「……っ！　昨日は遅くまでバイオテスタ鎮ちん圧あつの任務があったの！」

「それを寝ね坊ぼうの理由にすると？　暴走バイオテスタ一体の鎮圧に手間取りすぎたのは貴女の力量不足です。だからいつまでもⅡ級理装執行者シミユレーターどまりなのですよ」

「…………っ」

　奥歯を嚙かみしめて、京花が握にぎる拳こぶしをふるわせる。

「二つ目よ！　こっちが本題なんだから！」

　観客である何十人という生徒たちの視線が注目するなか。目の前の銀髪の四年生に向けて前に出る京花。

「エリス、あなたはレイ様を馬ば鹿かにした！」

「蔑さげすんでいるわけではありません。ただ、あの男、レイベルト・レイ・ラクシズ。旧型である一次世代の理装執行者シミユレーターに対し、妾わたしと同じ二次世代型の理装執行者シミユレーターである貴女が、なぜこうも熱を上げるか理解できないだけです」

「尊敬するしないは私の勝手でしょ！　レイ様は本当にすごいんだから！」

「たしかに、あの『ネームレス』を退けたという噂うわさも聞いてはいます。が、真しん偽ぎは不明。逆にそれ以外で特筆すべき事じ項こうは見あたりません」

　声を荒あららげる京花に対し、エリスという銀髪の長身少女の反応はあくまで冷静で、いっそ冷ややかとも言うべきものだった。

「しょせんはⅠ級どまりの男です」

「────エリスッッッ！」

　ぼんっ、と小さな火花が京花の握る拳のなかで破は裂れつした。

　何らかの火薬や暗器、銃じゆうの薬やつ莢きよう一つ握っていない。

　いまの火花は、京花の激げき怒どによって発動した彼女の能力によって、ほぼ無意識のうちに体内で生成された『ある有機化合物』によるものだ。

「ミ、ミソラ。京花ちゃん怒おこってるよ……みんな避ひ難なんさせないと」

「まだ平気だって。京花が我忘れたらあんな小さな爆ばく発はつじゃすまないからな」

　制服の肘ひじをおそるおそる引っぱる奈々。

　そんな彼女の仕草に、ミソラは飄ひよう々ひようと肩かたをすくめて返事してみせた。

　──あの程度の火花ならば、まだ京花が理性を保っている証しよう拠こ。

　──つまり安心して見物していられる。

　まわりの生徒もそれを知っているのだ。逆にいえば、本気で京花が能力を発動した場合、ただちにこの場から退たい避ひしなくてはならないことも。

「でもほら、京花ちゃん、レイレイさんの話だと夢中になっちゃうから」

「……うーん。ていうか、別に本人がいまの話聞いたって何とも思わないのにな。アイツが自分の階級気にしてるの見たことないし」

　レイベルト・レイ・ラクシズ。

　ミソラともなじみの深い理装執行者シミユレーター──対暴走バイオテスタに特化したＳＩＲＥＮサイレンの特務戦せん闘とう者だ。

　新型バイオテスタの研究には、バイオテスタの暴走という問題がつきまとう。

　ＳＩＲＥＮサイレンにおいてもソレを想定した公的警備の制圧機動隊が各所に配置されているのだが、暴走バイオテスタがＡ級（都市全域警けい戒かいレベル）通つう称しよう『序列入り』である場合か、あるいはＢ級（エリア内緊きん急きゆう対応）個体の上位であった場合、制圧機動隊をもってしても鎮圧は極きわめて難しい。

　その事態に招集命令が下るのが、暴走バイオテスタの鎮圧能力に秀ひいでた者だけに与あたえられる『認証ライセンス』所有者だ。そして認証ライセンス所有者の大半が、ミソラのような例外をのぞけば理装執行者シミユレーターで占しめられている。

「レイレイさんてⅠ級だっけ？」

「そそ。で、京花はⅡ級な。それでも十分すごいっちゃすごいんだけど」

　理装執行者シミユレーターはⅢ級からその称しよう号ごうを授じゆ与よされる。

　バイオテスタを鎮圧するための人並み外れた戦闘技量はもちろん、教養面でも学園研究機関アカデミーの教授級に匹ひつ敵てきする知識が必ひつ須すとされている。

　さらにいえば京花はまだ十代の少女だ。

　学生のうちから理装執行者シミユレーターとして認にん定ていされた者は、第三都市の学園研究機関アカデミーでもわずか八名。京花はその一人で、将来有望とされる逸いつ材ざいであることに疑いはない。

「ただ、ちょっと比べる相手がな……」

「エリス先せん輩ぱいのこと？」

「比べる相手が悪すぎるんだよ」

　怜れい悧りなまなざしを崩くずさない銀髪長身の少女。京花の怒ど気きを受けても眉一つ崩さないその理由をミソラは知っている。

　恐おそるるに足らない。ただただ圧あつ倒とう的てきな実力差がそこにあるからだ。

「妾わたしには理解できません。重反応加速アクセルと可逆生成パラダイムしかできない一次世代型のあの男になぜそれほどこだわるのか」

「その他人を見下す姿が大っ嫌きらいだって言ってるのよ！　無ゼロ級きゆう！」

　エリス・アーセナル・舞まい花か。

　無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーター──全ての理装執行者シミユレーターの頂点に立つ五人。ＳＩＲＥＮサイレンにおける絶対者。Ⅰ級を超ちよう人じんとするなら、無ゼロ級は人の姿をした怪かい物ぶつとさえ喩たとえられる。

「今日こそ痛い目見せてやるんだから、覚かく悟ごしなさい！」

「……無む駄だなあがきを。まるで反省しない」

「反省しないんじゃないわ。諦あきらめないだけよ！　エリス、あなたに勝つまで！」

「…………愚おろかな。自分を見失っていることもわかっていないのですね」

　とさっ、とエリスの手からビニール袋が地に落ちる。

　エリス・アーセナル。

　青みを帯びた銀髪に鋭するどい灰色の双そう眸ぼう。目鼻立ちのくっきりした面おも立だちと、それに似合う長身。さらには身体からだにぴたりとそった制服がグラマラスな体型を際きわだたせている。

　京花がアイドル的な雰ふん囲い気きの美少女なら、エリスはいわば「近寄りがたい美女」だろう。

　髪かみの色も瞳ひとみも、性格も体型も何一つ類るい似じする点がない。

　それでも彼女たちは──

「いいでしょう、来なさい義妹キヨウカ。現実を痛感するまで」

「それはこっちの台詞よ義姉エリス！」

　一人の資産家に預けられた義ぎ姉しと義ぎ妹まい。

　血の繫つながりはないものの、それでも一つの家系図に名を連ねる姉し妹まいなのだ。




「重反応加速アクセル」




　姉妹の声が美しいまでに唱和して──

　刹せつ那な、そんな二人の姉妹の衝しよう突とつを見物していた何十人という生徒たちは、エリスと京花の姿を捉とらえることはできなかっただろう。

　一いつ瞬しゆんの旋せん風ぷうを残してかき消えた二人の少女。

　地を蹴ける跳ちよう躍やくの足音が響ひびきわたったその直後、最初に生徒たちが発見したのは自分たちのはるか頭上に飛びあがった京花だ。

　その両手に収まっているのは計三個のビリヤードボール。

「自じ慢まんの銀ぎん髪ぱつ、黒コゲになっても知らないんだから！」

「いらぬ心配というものです」

　地に顔をつけるほど身を低く屈かがめたエリス。

　その手に握られているのは短刀を模した文ぶん房ぼう具ぐ、ペーパーナイフだ。

「どうせ擦かすりもしないのだから。爆風、火の粉の一つとして」

「言ってくれるじゃない！」

　ビリヤードボールを握る京花の手が一瞬ブレた。

　投とう擲てき。

　わずかな手首の動作だけで投じられたボールの速度、実に二百メートル毎秒。

　放たれると同時に着ちやく弾だんしていると言っても過言ではない超速のボールが、甲かん高だかい風切り音をたててエリスへと迫せまる。

「お遊ゆう戯ぎですね」

　ただ一言つぶやくエリスが、たった一度右手で虚こ空くうを薙ないだ。

　その一いつ閃せんで、京花の投じたボールが三つ、すべて真っ二つに切断されてあらぬ方向へとはじき飛ばされていく。

　真っ二つにされたボールが地上に落下。

　と同時に、轟ごうという爆ばく音おんとともに強きよう烈れつな火柱が空高くそびえ立った。

「ほら、当たらない」

「……っ！」

「どうせなら本物の機き関かん銃じゆうでも用意すればいいのに」

「機関銃？　ソレですむなら苦労しないわよ、機関銃の弾たまだって避よけるくせに！」

　吼ほえる京花。

　照明灯の先せん端たんを蹴りつけ、さらに上空へと舞まい上がる。

「今度こそ覚悟しなさいってば！」

　右手に三個。一挙動で投じられたボールの速度は先をさらに上回る。常人ならボールの軌き跡せきはおろかボールを投げる動作すら視認できないほどの超速の投擲。

「切るまでもない」

　だがそれすら、エリスはたった一歩、わずかに身をそらしただけでかわしてしまった。

　ふたたび燃え上がる爆ばく炎えん。

　それを背にするエリスの余よ裕ゆうは変わらない。

　常人をはるかに凌りよう駕がする知覚反応速度。そしてその知覚から、瞬またたきにも満たぬ刹那の所作を可能にする運動能力。これが、エリスや京花たち理装執行者シミユレーターが有する能力だ。

　重反応加速アクセル。

　──ＡＴＰの極大生成による運動能力向上。

　──全神経系における神経衝撃インパルスの伝導加速による認識・対応能力向上。

　仕組みを解かい析せきするならば、この能力はこれら二つで説明できる。

　第一原理は『ＡＴＰアデノシン三リン酸』の極大生成。

　あらゆる動物は細さい胞ぼう呼吸という名の異化代謝を通じて有機物を分解、ＡＴＰを生成し、その生化学エネルギーを運動エネルギーに変へん換かんして行動している。

　有機物を完全に酸化分解する好気呼吸であれば、酸素を用いない嫌けん気き呼吸に比べて実に19倍ものＡＴＰ生成効率をほこる一方、その反応最終段階にあたるミトコンドリア内部での電子伝達系においては酸素利用が不可欠であると同時に、瞬しゆん間かん的な運動に対しては反応が遅すぎるという特徴をもつ。

　そこで酸素結合体ヘモグロビンによる細胞への酸素運うん搬ぱん機能を上じよう昇しようさせ、かつ好気呼吸の反応過程そのものを加速させることで、膨ぼう大だいなＡＴＰを瞬間生成。その莫ばく大だいなエネルギーをもとに超ちよう絶ぜつなる運動能力向上と筋力増強を実現する。

　第二原理として神経衝撃インパルスの伝導高速化。

　人間の外界認識・対応システムは、ケーブル状の神経細胞ニユーロンにおいて、局所的な陽イオンの流入と「＋プラス・[image: まいなす]マイナス」電位の逆転によって生じた神経衝撃インパルスが、次々に隣りん接せつ部へと伝導していくことで成立する。外界の情報は感覚神経における伝導を通じて脳によって把は握あくされ、脳からの命令は運動神経における伝導を通じて筋肉へと伝えられる。だがこの伝導に費ついやされる時間は、知覚から対応までに不ふ可か避ひのタイムラグを発生させてしまう。

　これに対して神経細胞ニユーロン内外の陽イオン流入を加速させ、神経衝撃インパルスの伝導時間を短縮することに成功すれば、人間の反応速度は重反応加速アクセルの名のとおり「反応加速」し、超速の反応速度と空間認識能力を得るにいたる。

　化学反応としては、いずれも人間の体内で生じているものだ。

　それを、バイオテスタの素体構成に用いられる『Ｎ因子』適合施せ術じゆつを人体に施ほどこすことで、本人の脳波──生化学反応の両者を同期し、随ずい意い的な反応加速を実現した。

　これを極限まで加速させたものが重反応加速アクセルであり、人間をはるかに上回る敏びん捷しよう性と機動力をほこるバイオテスタへの対たい抗こうを可能にする。

「ねえミソラ、あたしいつも思うんだけどさ、周りに集まってる生徒ひとたちって京花ちゃんたちが何してるかわかってるの？」

「ていうと？」

「……速すぎてよくわからないんだもん」

　目をこすりながら、奈々。

「なんかね、見てるだけで感覚がおかしくなりそう。京花ちゃんたちが消えたり現れたりして、急に地面が爆ばく発はつしてるくらいしかわからないんだもん……」

「みんなそうじゃないか？」

　ミソラという例外は別にして、何十人という生徒の集団のなか、京花たちの動きを正確に認識できている者はいないだろう。

　さらに言えば、先の爆発も理装執行者シミユレーターとしての京花による現象だ。

　──『99パーセントの水』

　二次世代型理装執行者シミユレーターである京花だけが有する固有能力であり、その識別名だ。

　学術名『[image: しーさん][image: えぬさん][image: えいちご][image: おーきゅう]ニトログリセリン』。わずかな衝撃に対しても大爆発を引き起こすこの有機化合物を、体内にて炭素（Ｃ）、窒ちつ素そ（Ｎ）、水素（Ｈ）、酸素（Ｏ）から生成。

　これを体内の水分に溶とけこませて体外に排はい出しゆつさせることで、「水にしか見えない無色透とう明めいの液状爆ばく弾だん」を作りだす。

　これを可能にするのが可逆生成パラダイム──Ｎ因子施術によってもたらされた恩おん恵けいであり、重反応加速アクセルも含ふくめ、体内の化学反応を使用者の意志で支配する力である。

　そして当然に、エリスも可逆生成パラダイムにおける彼女だけの固有能力を持っている。

　選ばれし者。理装執行者シミユレーターとは、そうしたＮ因子耐たい性せいテストを通過し、中セ央ン統ト合ラ樹ルで施術を受けることで強力な能力を有した特務戦せん闘とう者の総そう称しようだ。

「ねね、それで京花ちゃんどうなってるの？　ミソラ解説してってば」

「さっきから変化なしだよ。いろいろ攻こう撃げきしかけてるけど、一度もあたってない」

　制服をひっぱってくる奈々に、ミソラは肩かたをすくめてみせた。

「まあ、相手がエリス先輩だし」

　学園研究機関アカデミーに在ざい籍せきする学生理装執行者シミユレーターは八人いるが、こうも真正面からエリスに挑いどむのは京花だけだろう。

　──無ゼロ級きゆうに目をつけられたくない。

　──普ふ段だんから目を合わせることすら恐おそれるほど、エリスの実力は群を抜ぬいている。

　とはいえ一いつ般ぱん人である他の生徒は違ちがう。

　よくわからない「何だかすごい戦い」がくり広げられていることに対して興味を持ち、一種のスポーツ観戦にも似た心境で集まっているのだろう。

「そろそろ弾ボールも尽つきたでしょう」

「まだよ！……これが最後の一個っ！」

　大気をふるわせる京花の声。

　そして投じられる最後のビリヤードボール。

「最後まで代わり映ばえのない技術ですね」

　呆あきれまじりのまなざしでペーパーナイフを握にぎるエリス。

　ナイフという名前がついているものの、本来は手紙の開かい封ふうに使われる文房具に過ぎないものを構えている時点で、エリスがどれほど京花を見下しているかがわかるだろう。

「あなたのその愚かさが──」

「なんてね」

　上空にいる京花の左手が、動いた。

　何かを投げた。だがその軌跡はおろか、何を投げたのかも視し認にんすることはできなくて。

「っ！　硝子ガラス製のビリヤードボール？」

　エリスが初めて片かた眉まゆをつりあげる。

　無色透明。見えざるボールが京花の左手から投擲され、カツッ、と右手で投げた「最後の一個」のボールの真後ろに衝突したのだ。

「『99パーセントの水』、発動。燃え上がりなさい！」

　京花の宣告。

　直後、触ふれあった二つのボールが空中で大爆発を巻き起こした。

「なるほど、煙えん幕まくのつもりと」

「気づくのが遅いのよ！　この脳筋！」

　濛もう々もうとたちこめる黒こく煙えんのなか着地する京花。

　重反応加速アクセルによって超強化された脚きやく力りよくでもって舗ほ装そう路ろを蹴りつけ、エリスへと迫る。

「……ですが、それでも遅い」

「っ!?」

　──カラン、と音を立てて地に落ちるペーパーナイフ。

　エリスの姿が消失。京花の反応速度をもってしても捉えられない超速でもって地を蹴り、たった一度の跳躍でその眼前にまで迫っていた。

「拳こぶしと張り手はどちらが好きですか」

「っ、ふざけないで！」

「では張り手にしましょう。妾わたしが拳で殴なぐったら顔面を粉々にしてしまいますから」

　京花の拳とエリスの掌てが同時にふりあげられて──




「はい待った、今日はここまでな」




　そのどちらもが、同時に虚空で受けとめられていた。

「……ミソラっ!?」

「お前な。こっちは全身筋肉痛だってのに、無む駄だな運動させんなよ」

　左ひだり腕うでで京花の手首を摑つかんだまま。

　こちらを見上げる彼女に向け、ミソラは溜ため息いきで応こたえた。

「ていうことで今日は勘かん弁べんしてくれよ先せん輩ぱい」

「──なぜ邪じや魔まをしたのです。ミソラ」

　こちらの手を強ごう引いんに振ふりほどくや、冷たい視線で睨にらみつけてくるエリス。

「貴方あなたには関係のない話のはず。『方程式オムニス』と言いましたか。すこしばかり珍めずらしいバイオテスタを使し役えきし、理わ装た執し行た者ちと同じ重反応加速アクセルが使えるからといって図ずう々ずうしい」

「時間見ろよ先輩」

「？」

「朝のホームルーム開始まであと四分。四年生棟とうはここから一番遠い奥にあるんだから。急がないと間に合わないぜ」

　ミソラの一言にざわつく周りの生徒たち。

　超ちよう人じん的な姉し妹まい喧げん嘩かに見とれるあまり失念しきっていた朝のホームルーム。その開始時間を思いだし、数十人という生徒があわてて校舎へと走っていく。

「ほら先輩も」

「バカバカしい。たかだか四百メートル、二十秒あれば間に合う時間です」

　そう言いながらも背を向ける最上級生。地に落ちていた焼きカレーパン入りのビニール袋ぶくろ、そして銀色のペーパーナイフを拾って。

「……ですが、せっかくの戦利品パンが冷めるのも癪しやくですね。特命任務の準備もありますし、今日はここらで失礼します」

「特命？」

「貴方に教える理由はありません」

　銀ぎん髪ぱつをなびかせて去っていく無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーター。

　あくまで優ゆう雅がさと気品にあふれたその後ろ姿をしばらく見送って──

「さ、行こうぜ奈々。ほら京花も来いって」

「……わかったわよ」

　頰ほおをふくらませて、渋しぶ々しぶながら鞄かばんをかつぎ上げる赤あか髪がみのクラスメイト。

「でもミソラ見てたでしょ、私、もうちょっとだったんだから！」

「いや、それは判断が難しいって」

「なんでよ？　あと少しだったじゃない」

「先輩、右手一本しか使ってないんだぜ。利きき腕うでじゃない方な。ペーパーナイフ握るのも、ビンタするのも右手だけ」

「……っ！」

「気づいてなかったのかよ」

「き、気づいてたわよ！　気づいてたに決まってるでしょ！」

　あわてて声を張り上げる京花。

　けれど、それも一いつ瞬しゆんのこと。すぐに赤髪の少女はぐっと何かをこらえるように口を閉じ、そして顔を下に向けた。

「……わたしが、エリス義ね姉えさんの相手にならないことくらい」

「気にすんなよ」

「気にするに決まってるでしょ、ばか！　ミソラのばか、少しは気を遣つかってよ！」

「痛っ!?　なんで俺が蹴けられなくちゃいけないんだよ！」

　ぷいっと顔をそむける京花。

　そんなクラスメイトの仕草に、ミソラはやれやれと溜息をついたのだった。
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　ＳＩＲＥＮサイレン中央エリア。

　四つの衛星都市に囲まれた位置にあるその区画。

　敷しき地ち面積としては最小であり、たとえばもっとも巨きよ大だいな第三衛星都市と比べれば面積はその五分の一にもならない。

　だがそんな矮わい小しようなエリアに、この特区のすべてを統とう括かつする組織が存在する。

　全権統括機関『中セ央ン統ト合ラ樹ル』。

　大陸政府からの特別採さい択たくをへて成立した組織だが、ここ十数年の目まぐるしいバイオテスタ工学の発展により、大陸政府からもなかば独立した権力を持ちつつある。

　天を衝つく大樹。

　巨大な塔とうである建造物が、そのまま中セ央ン統ト合ラ樹ルの組織そのものでもある。

　その北ブロック『統合研究府』。

　ＳＩＲＥＮサイレンにおける最高頭脳たる研究者たちが集められ、四大衛星都市すべてのバイオテスタ開発研究を支し援えんしつつ、また自らも新たなバイオテスタの創造にとり組んでいる。

　そんな巨大建造物の十八階で──

「……カフェインが切れた」

　誰だれにともなくそう呟つぶやき、レイベルトは眠ねむ気けにまどろむ目で天てん井じようを見上げた。

　レイベルト・レイ・ラクシズ。

　黒のロングコートを羽織ったⅠ級理装執行者シミユレーター。

　光を反射しない黒の長ちよう髪はつに、強い意志を感じさせる切れ長の双そう眸ぼう。

　目鼻立ちは凜り々りしく逞たくましく、細身ながらも鍛きたえあげられた長身もあいまって、同じ理装執行者シミユレーターはもちろん、一般人の女性ファンを多く抱かかえる男でもある。

「遅おそい……」

　レイベルトが立っているのは中セ央ン統ト合ラ樹ルの北ブロック十八階。

　制圧機動隊の統括組織でもある生体保安管理局、その受付前だ。

　バイオテスタの暴走情報に放ほう浪ろうバイオテスタの一いつ括かつ管理、四大都市におけるＡ級『序列入り』の指定まで。都市の保安に関する、バイオテスタのあらゆる情報を統括する部署。

　そこへレイベルトがわざわざ足を運んだ理由は──

「杏樹アンジユを待っているのかい？」

　コツッ、と硬こう質しつな足音が受付前のホールにこだました。

「あいにく生体保安管理局の緊きん急きゆう会議中でね。副局長の杏樹は資料作りに昨日まで大おお忙いそがしだったようで、今は会議の真っ最中。もうしばらくかかるだろうね」

「……お前は」

「初めましてレイベルト・レイ・ラクシズ。第三衛星都市のⅠ級理装執行者シミユレーター」

「俺を知っているのか？」

「知らないことなどないよ。このＳＩＲＥＮサイレンの全すべてにおいて、ね」

　くすっと、どこか子供めいた笑えみをうかべる研究者。

　まだ若い。二十代なかばか、まだ前半かもわからない。背せ丈たけは成人男性のちょうど平均ほどだろう。レイベルトのように鍛えぬいた体格というわけでなく、かといって研究室に籠こもりがちな研究者によくある貧ひん相そうな体型というわけでもない。

　そんな彼の──

　たった一つ際きわだった外見的な特とく徴ちようこそが、その煌きらめく蒼そう髪はつだった。

　瑠る璃りのように蒼あおめいた輝かがやきをはなつ髪。天上の蒼そう穹きゆうよりも深く、あらゆる大海の色よりも瑞みず々みずしい色味。

「……研究主任エルベルト」

「あれ？　そちらこそ、僕の名前を知っているんだ」

「中セ央ン統ト合ラ樹ルがほこる天才研究者の名を、まして理装執行者シミユレーターの俺が知らぬわけがない」

　研究主任エルベルト。

　その出身、過去の素す性じようの一いつ切さいが不明。ただ一つ明白であることは、この若き研究者が紛まぎれもなく中セ央ン統ト合ラ樹ルを代表する最高頭脳であるということのみ。

　──『Ｎ因子』施せ術じゆつの安定化技法の発見。

　すべての理装執行者シミユレーターはＮ因子施術を受けている。つまり目の前の男こそが、その発見者であり最大の貢こう献けん者であるというわけだ。

「腑ふに落ちないな。なぜ、こんなところにお前がいる？　同じ北ブロックでも、お前の研究室は中セ央ン統ト合ラ樹ルの最上階に近いはず。こんな低階層をなぜふらついている」

「単に、一度キミに会ってみたかったから」

「なに？」

「四年前に福音機関イスカリオテを抜ぬけた裏切り者であり、かつ理装執行者シミユレーターとしてＮ因子施術を受けた変わり者である男。どんな人間か興味があったからね」

「──っ！」

　エルベルトと名乗る研究者。その彼がごくごく自然に発した言葉には、安易に見過ごせぬ内容がこめられていた。

「貴様、何者だ……」
















「だから言っただろう。このＳＩＲＥＮサイレンで知らないことはないと。ま、ＳＩＲＥＮここにかぎったわけではないんだけれど」

　無む警けい戒かいともいうべき仕草で、白衣のポケットに手をいれたままの男。

「ここに来た理由は、天使フィオラミリスと福音機関についての報告かな？　もちろん天使も福音機関の存在も公おおやけには明かせない。だから天使型バイオテスタを狙ねらう研究機関の報告という口実で、ＳＩＲＥＮサイレン全域での警備態勢の強化をうながす。そんなところか」

「……エルベルト、お前はいったい」

「ああ、あとその名前も偽ぎ名めいだから」

「なにっ!?」

　あまりに飄ひよう々ひようと告げられた言葉に、レイベルトは反射的に警戒の姿勢をとっていた。

　得体が知れない。いままで出会ってきたあらゆるバイオテスタ、幻げん獣じゆう、そして理装執行者シミユレーター。そのどれにもあてはまらない異質な存在感がこの男にはあった。

　胸むな元もとについている職員証も、エルベルトという名前が中セ央ン統ト合ラ樹ルにおいても本名として登録され、誰だれ一ひと人り疑ってはいないというのに。

「……偽名だと。そんな重大な情報をなぜ俺に教える」

「ん？　単純だよ。キミの名前がレイベルトで、僕の偽名がエルベルト。語感が似てるから間ま違ちがえやすいかなと思って。僕の方は『貴様』とか『お前』でいいよ。あとは、そうだな。中央統合樹ここで『研究主任』といえば部署問わず僕を指すから、それでもいい」

「…………」

「なんてね。ホントのことを言えば、少しキミの反応に興味があった。実験みたいなものだよ。そして僕の方はその目的を果たしたから、もう用はない」

　そして背を向ける研究主任。

「待──」

「こんなところで時間を食うより、第三衛星都市の心配をした方がいい」

　背を向けたまま、一瞬その場に立ち止まる蒼髪の男。

「面おも白しろいバイオテスタが逆輸入されてくる。例の三頭獣キマイラの調合体ハイブリツドと言えばわかるかな」

「っ、まさか暴イ君ド……！」

「忠告はした。止めるのならば早めに手を打つことだ」

　こちらを試ためすような口ぶりでそう告げて、白衣の研究者が昇しよう降こう機の方へと去っていく。

「…………」

　たった一人ホールに残されて。

　黒の理装執行者シミユレーターはしばし、その研究者の背を無言で見つめていた。







　フェーズ２　「禁断の獣けもの」
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　おだやかな陽光。ベランダに干した洗せん濯たく物ものがまぶしい陽ひにさらされて、そして心地ここちよい薫くん風ぷうになびく光景を暢のん気きに見つめながら。

「……やること、なくなりました」

　リビングのテーブルに向かい。

　手元のホットケーキを口に運びながら、フィアはぼんやりとつぶやいた。

『フィア、チョウダイ』

『……ハチミツ、チョウダイ！』

　テーブルの上をふよふよとただよう花精フエアリー二体。

　ホットケーキにかかったメイプルシロップを、つまりエネルギー源であるブドウ糖をおねだりする姿がなんとも愛らしい。

　妖よう精せい型バイオテスタ『花精フエアリー』、羽の生えた小人の姿をしたバイオテスタだ。

『フィア、ゴハン』

「ほしい？　うん、いいよ」

　ホットケーキにかかったシロップをスプーンですくいとり、別の小皿にわけてやる。

『ワァ！』

『フィア、ダイスキ！』

　嬉うれしそうに小皿へと集まる花精フエアリーたち。その光景を微び笑しようで見守っていたものの、しばらくして、やはりフィアはふぅと溜ため息いきをこぼした。

「仲間バイオテスタのご飯やりも終わっちゃいましたし、どうしよ……」

　ベランダの前で気持ちよさそうに日光浴しているのは踊花アルラウネ。

　ダイニングチェアに留まる黄土色の怪かい鳥ちよう・金翅鳥ガルーダは翼つばさを傷めて休養中だし、ソファーベッドの物もの陰かげにいる妖精猫ケツト・シーも、いまは爪つめ研とぎに大忙しだ。

　ミソラが管理しているバイオテスタ六体。

　……ああ、でもわたしをいれれば七体になるのかな？

『ヒマ、って感じの表情してるわねぇ』

「そう。そうなんですよディーネさん！」

　リビングに現れたバイオテスタに向かって、フィアは勢いよく立ち上がった。その相手は、ディーネと名付けられた「透すきとおった青い肌はだをした女の子」。

　精せい霊れい型バイオテスタ『水精霊ウンデイーネ』。

　高分子化合物である形状記き憶おく液体ジェルに高度プログラム化された電子神経と判断中ちゆう枢すうを組みこみ、高度知性を宿すことに成功させた次バ世イ代オ新テ生ス物タ。構成要素のほとんどが水分であるのが特徴で、透きとおった身体からだは触さわるとほんのり湿しめったゼリー状だ。

『寝ねてれば？』

「もうたっぷり寝ました」

『じゃあご飯たべる？』

「ちょうど食べたところです」

　空になった自分の皿をまっすぐ差しだしてみせる。そんなフィアに、ディーネの応こたえは驚おどろきまじりの微苦笑だった。

『しっかしすごいね。一日七食？　よくそんなに食べて消化がおいつくわね』

「お母さんと一いつ緒しよにいた時は一日八食でした」

　睡すい眠みん時間をのぞけば、ほぼ二時間に一度の割合で食事をしていた気がする。だがそれは、そうする必要があるだけのエネルギー消費があったからだ。

「……その時は、空飛ぶ訓練とかもしてましたから」

　天使型バイオテスタである自分。

　背中にある翼は小さく折りたたんで収納することができる。これは人前で隠かくすために設計した機能だと、自分を創つくった母から教わった。

「いまはご飯だけ頂いている状態ですし、なんだか申し訳なくて」

『ふむふむ。なるほど』

　真っ青な素す肌はだのうえにエプロンを羽織ったディーネが腕うで組ぐみ。

　掃そう除じに洗せん濯たく、食事に家計簿ぼまでこなしてしまう万ばん能のうなディーネがいることもあり、こと家の中でフィアの活かつ躍やく場面が見あたらないのが弱ったところだ。

『外には行けないの？　今日は天気もいいし、散歩で都市めぐりも楽しいんじゃない？　もう制圧機動隊に捕つかまる心配もないんだからさ』

「そ、それはそうなんですけど……」

　フィアがＳＩＲＥＮサイレンを訪おとずれたのは、行方ゆくえ不明となった母親アナスタシアを捜さがすためだった。

　しかしそれは管理者不在の状態であり、ＳＩＲＥＮサイレンに登録されていない正体不明の放ほう浪ろうバイオテスタとして、制圧機動隊に追つい跡せきされるはめになってしまった。

『あん時はビックリしたよね。いきなりフィアが鎮ちん圧あつ弾だんで撃うたれてさ』

「すごく痛かったし、怖こわかったです……」

　今はその心配もない。自分の管理者としてミソラが名乗りを上げてくれたから。

　おかげでフィアは天使型バイオテスタとして正式登録され、制圧機動隊に追跡されるような放浪バイオテスタではなくなったということになる。

　……ううん、それだけじゃない。

　……フィオラが暴れるのさえ、ミソラはたった一人で鎮しずめてくれた。

　神性幻げん想そう種フィオラミリス。

　次バ世イ代オ新テ生ス物タである自分に宿った別世界の『本物の天使』。

　それは多重人格や憑ひよう依いといった概がい念ねんでなく、むしろ調和や融ゆう和わといった概念に近い。しかしフィア本人ですらフィオラミリスの目的はおろか、何の意図で自分の身体に宿ったのかわかっていない。

　そしてその強大すぎる力。バイオテスタという概念をはるかに凌りよう駕がする真天使フイオラミリスの力は、自分を制圧機動隊から守るためとはいえ、神の暴ぼう虐ぎやくと言えるほどに強すぎた。

　そんなフィオラミリスの力を止めてくれたのがミソラだ。自分の身体をぼろぼろにしてまでも、哮たける天使の昂たかぶりを鎮めてくれた。

「…………はぁ」

『どうしたのよ、急に惚ほうけた顔になっちゃって』

「え？」

『頰ほおも赤いし、表情もデレっとしてゆるみきった感じになってるし』

「そ、そそ、そんなことはありません！」

　背筋を正して表情を引きしめる。

　けれど、ほのかに染まった頰の赤みだけは隠しきれなくて。

「ただ……そ、その、ミソラに何とお礼を言えばいいか」

『へえ。つまりそういう場面シーンの妄もう想そうでデレっとしてたと』

「違ちがいます！　ちょ、ちょっと思いだしてただけです！　ってなんですかディーネさん、その含ふくみ笑い!?」

『いやぁ。別にぃ。管理者にバイオテスタが懐なつくのはいいことだしねぇ』

　にやにや笑え顔がおのディーネ。

『とまあそれはさておき、はじめの話に戻もどるけどさ、少しくらいなら外に行ったって平気だと思うのよね』

「……でも」

　光のさしこむベランダを見つめ、フィアは表情を曇くもらせた。

　──福音機関。

　──天使フィオラミリスを狙ねらう『向こう側』の世界の人たち。

　フィアは知っている。

　この世界のお伽とぎ話ばなしや童話をもとに創られたとされる次バ世イ代オ新テ生ス物タが、すべて、この世界と連結した高波動世界の幻げん獣じゆうを原存在モチーフとして創られていることを。

　バイオテスタの力を凌駕する幻獣。そして自分に宿っている天使フィオラミリスが、その中でも伝説的な存在にあたる神性幻想種だということを。

　ゆえに、その力を欲ほつする者たちが存在する。

『もしかして例の、天使型バイオテスタを狙ってる研究グループってやつ？』

「……は、はい。そうです」

　自分に宿ったフィオラミリスのことも福音機関のことも迂う闊かつには話せない。話せば、福音機関の狙いが誰だれに向かうかわからないからだ。

　だから、あくまでフィア本人を狙う研究組織がいることにする。そうすれば真天使フイオラミリスや福音機関の名を出さずとも、フィアが誰かに狙われていると説明できる。

　ディーネがミソラから聞かされているのもそんな説明だ。

「いまはレイレイさんていう人とミソラで、わたしのこと相談中らしいんです」

『あー、レイレイね。理装執行者シミユレーターの人でしょ。あたしも会ったことあるよ。てか、そうだったわね。うーん……ならさ、あたしもついていってあげよっか』

「え？」

『二人でミソラのお迎むかえにいかない？　一人で外に行くのが危ないっていうなら、家事も終わったしあたしもついていってあげるよ』

　言って、さっそくエプロンを外すディーネ。

　衣服をすべて脱ぬいだグラマラスな女性体型があらわになるが、真っ青で透きとおった身体は、淫みだらというよりも宝石のような美しささえ感じさせる。

『あたし思うんだけど、フィアね、もしかしたら家ウチに隠れてるよりミソラと一緒に学園研究機関アカデミーにいた方が安全じゃない？』

「そうなんですか？」

『うん。学園研究機関アカデミーって貴重なバイオテスタたくさん管理してるし、そもそも警備が厳重なの。門番がわりのバイオテスタがいるし、二十四時間体制で監かん視しカメラがついてて、何かあればすぐ制圧機動隊が飛んでくるもん』

「……そういえばミソラさんもそんなこと言ってた気が」

　自分を匿かくまう方法をリビングで悩なやんでいた時だ。「いっそ学園研究機関アカデミーって方法もあるな」というのをボソボソつぶやいたのはフィアも聞き覚えがある。

『フィアは見た目も人間そっくりだし、生徒にまじっちゃえばわからないわよ。生徒の中には理装執行者シミユレーターの資格もってる子もいて、なかには無ゼロ級きゆうだっているんだから』

「無ゼロ級きゆう？」

『理装執行者シミユレーターのエライ称しよう号ごう。ＳＩＲＥＮサイレン全域でも五人しかいないんじゃなかったっけかな。ま、あと何よりミソラがいるしね』

　器用に片目をつむってみせるディーネ。

　この水精霊ウンデイーネが好んで使用する仕草で、快活な彼女によく似合っている。

『あたしから見ても、やっぱりミソラと一緒にいるのが一番安全だと思うけど』

「で、でもわたしバイオテスタですし……」

『そのバイオテスタを研究するのが学園研究機関アカデミーだもん。全然へいきだよ？　通学で一角馬ユニコーンに乗ってきてるお嬢じよう様さまもいるくらいだし』

「……う？　うぅ、そう言われると」

　正直、フィアも気になって仕方ないのだ。

　ミソラの通う学園研究機関アカデミーにはたくさんバイオテスタがいるという話だし、どんな仲間がいるのか見てみたい。それにミソラのクラスメイトである三み咲さき奈な々なも、フィアにとっては数少ない貴重な友だちだ。

『ていうか興味ない？　ミソラが昼間なにしてるか』

「興味あります！」

　そばの花精フエアリーがビクッと驚くほどの勢いで、フィアは大きく手をふりあげた。

『よし決まり。んじゃ、我が家の管理者サマをお迎えにいこっか』

「はい！」

　さっきまでの逡しゆん巡じゆんをふりきって、フィアはディーネの後を追いかけた。




　　　　２




　学園研究機関アカデミー・二年生棟とう──

　放課後をしらせる鐘かねが校舎を伝い、そして外の校庭へと響ひびきわたる。

　学生の多くは部活や同好会、委員会といったそれぞれの所属で青春を謳おう歌かするというのが一いつ般ぱん的で、それは学園研究機関アカデミーでも変わらない。そんななか──

「じゃあ、お先に」

「あれ、ミソラ早いね。また暴走バイオテスタの鎮ちん圧あつのお仕事？」

　クラスの女子と歓かん談だん中の奈々がふり返る。

　そんな彼女に、ミソラは鞄かばんをかついで首を横にふってみせた。

「んー。まあ別件だけど似たようなもん。レイレイからいつ連れん絡らくくるかわからないし」

　自宅でフィアを待たせている。

　問題なのは、そんな彼女を狙う福音機関の存在だ。自分がこうして学園研究機関アカデミーにいる間も、いつ家を襲しゆう撃げきしてフィアを強ごう奪だつしに現れるか予測できない。

　今日一日、そんなことを考えていたせいで講義がまるで頭に入らなかった。

　……今はレイレイからの連絡待ちだけど。

　……俺も、早く家に帰ってフィアの安全だけは確かく認にんしておかないといけないもんな。

「そんなわけで──」

　言いかけた矢先。




「ミソラ！」




　教室の扉とびらが開き、鈴すずを鳴らすような少女の声が響きわたった。

　クラスメイトたちが一いつ斉せいにふり向くその先に。

「……よかった、ここにいたんですね」

　世にも美しい白銀めいた黄金プラチナブロンドをなびかせる、白のワンピース姿の少女が立っていた。

　神秘的な蒼あおめいた大おお粒つぶの瞳ひとみに、儚はかなさと愛らしさをともなった相そう貌ぼう。

　幻想的とも言えるその姿に、男子生徒の目が一斉に集中する。けれど彼女本人はそうした視線には気づいた様子もないままに──

「もう、ここ広くて捜したんですから！」

「フィア？」

　飼い主に向かう子犬のように、一直線にミソラの真横まで走りよってきた。

「あれ、フィアちゃんだ。もしかして家からここまで来たの？」

「はい。ミソラのお迎えにあがりました！」

　ぽかんと目を丸くする奈々に、こくんとうなずいてみせる金きん髪ぱつの少女。

「あと、奈々さんにも会いたかったですし」

「え？　あたし？　そ、そうかな？……そう言われると嬉うれしいけど」

　無む垢くな笑顔でそう言われ、はにかみ顔で奈々が照れ笑い。

　一方で、その後ろでは水精霊ウンデイーネのディーネがクラスメイトの女子に囲まれていて。

『やーお久しぶり。みんな元気？』

「あれ、ディーネじゃない！　すっごい久しぶり、変わらないわね！」

『精霊型バイオテスタだからね。それよりウチのミソラがお世話になってまして。大だい丈じよう夫ぶ？　なにかと迷めい惑わくかけてない？』

「それが聞いてよディーネ。ミソラったらまた最近、遅ち刻こくが増えてるの」

「そうそう。そのせいでグループ実験で人手が足りなくて」

『あー、ごめんね。それバイオテスタの暴走鎮圧に呼ばれてるからなのよ。あたしからも謝るから』

「ううん、ディーネのせいじゃないもん」

「ね。ディーネはいい子だし」

　数多いバイオテスタのなかでも、愛あい嬌きようと人なつこさにかけてディーネの右に出る個体はそうそう存在しないだろう。十代の少女に合わせた思考回路を持つだけあって、ディーネはミソラの教室の女子生徒とも仲がいい。

　しかし問題は……

「おいミソラ、あのめちゃくちゃ可愛い金髪の子どういうことだ」

「お前、俺らが日々部活で汗あせを流してる時に一人さっさと帰宅してたのは、もしやそういう理由だったのか？　あんな清純そうな子をしっかり確保か？」

「男子おれらを完全に裏切ってくれたな。今日も真っ先に帰ろうとしてたのは、もしやデート」

「ちょ、ちょっと待てって！　お前らフィアのこと、なんか誤解してないか!?」

　教室の男子から一斉に取り囲まれ、ミソラはあわてて首を横にふった。

「へえ、フィアっていうのかあの子」

「どういう関係かはっきりさせてもらいたいよな？　な？」

「う……その、ええと……」

　保護したバイオテスタだと言うのは簡単だ。

　しかしそうすると一体どんなバイオテスタなのかという話になる。奈々だけはフィアの正体が天使型バイオテスタということまで話しているが、それはミソラの自宅で、しかも奈々ならば誰にも話さないだろうと確信があったからだ。

　──こんな教室で話したら。

　──それこそ学園研究機関アカデミー全体に噂うわさが広がるに決まってる。

　福音機関の情じよう報ほう網もうに引っかかるのが何より危険。さらにいえば、稀き少しような天使型バイオテスタを奪うばおうとする研究組織だって本当に存在しないともかぎらない。

　つまり、フィアは人間だと言いきった方がいい。

　……でもどうすんだよ。

　……そんなこと言ったら、完全にフィアが俺の彼女認定されるに決まってる。

　八やつ裂ざきにされる。殺気に満ちた彼女いない男子同盟たちに校舎裏に連れ去られ、地中深くに埋うめられる気がしてならない。

「ミソラ？」

「さあ話してもらおうか」

「……わかった。この子はだな」

　奈々と楽しげに話すフィアを指さして、ミソラはきっぱりと断言した。

「俺の親しん戚せきだ」

「ウソつけ!?」

「髪かみの色も目の色も違ちがうだろうが！」

「いや、それは隔かく世せい遺伝だから。フィアの髪も目も昔の先祖ゆずりだし」

　先祖がえりという言葉がある。

　子供の特とく徴ちようが親と似ていないかわりに、祖父母やそれ以前の先祖に似ているというものだ。その一因は遺伝学における基き礎そ知識、「優性の法則」によって説明できる。対立する遺伝子が個体に内在する場合には、優性遺伝子の形質が発現するという法則である。対し、劣れつ性せい遺伝子が対ついとなってごく稀まれに発現したものが『先祖がえり』の現象だ。

「……隔世遺伝だと？」

「うーん……だが、いやどうだ？　可能性的にはゼロとは言いがたいけど」

　腕うで組ぐみして渋しぶい顔をする男子たち。その隙すきに、ミソラはフィアとディーネに向かってこっそり手招きしてみせた。

「とにかく帰ろうぜ二人とも。いきなりココに来たのは驚おどろいたけど、何事もなくて──」




『連絡──二年生棟Ｂ教室、生徒番号18番ミソラ。

　ソナ教授から招集要よう請せいが下っています。すみやかに研究室へ向かってください』




「俺？」

　鞄の取っ手を握にぎりしめたまま、ミソラは突とつ然ぜんの校内放送に目を丸くした。

「ディーネさん、ソナ教授ってどなたですか？」

『ミソラが学校で一番お世話になってる先生。言っちゃえば保健室の校医さん。いつもお世話になってるから行かないと』

　疑ぎ問もん符ふをうかべるフィアに答えるディーネ。

『でしょ、ミソラ』

「ああ。でも何だろ用事って。……ま、とにかくそういうわけで。じゃあな！」

「あ、こら待てミソラ！　フィアちゃんの件はまだ容疑が──」

「逃にげるな裏切り者！」

「教授に呼ばれてるだけだって。ほら、行くぞフィア。お前とにかく目立つんだから」

　声を上げる男子一同に背を向けて、ミソラは教室をさっそうと逃げだした。
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　二年生棟・一階。

　部活動や委員会に急ぐ生徒たちが行きかう玄げん関かん口ぐちを横目に──

「へえ、ソナ教授って校医だけじゃなくて培ばい養よう学の先生なんですね」

「そうそう。先週、フィアを運んだ時に手当てしてくれた先生だよ。培養学の教授で、あと外科医の資格ももってる先生」

　あたりを見回すフィアへ、ミソラはふり返ってみせた。

　知能が未発達のバイオテスタは、暴走していなくても何かのはずみに爪つめが人を傷つけてしまうことがある。その際に、すぐ縫ほう合ごう処置を施ほどこせる外科医が必要になるわけだ。

「ちなみに保健室の先生ってのは別にいるんだけど、保健室の先生は養護教きよう諭ゆだから医師じゃない。消毒とか包帯巻くくらいならできるけど」

「そういう仕組みになってるんですね。……あ、ここの保健室ですか？」

　感心した面おも持もちのフィアが、『保健室』と表示された部屋を指さしてみせる。

『おしい。隣となりのコッチ』

　ディーネが指さすのは、フィアが指さした部屋の一つ先の部屋だった。

『だよねミソラ？』

「そ。養護教諭の先生がいるのがフィアの指さした第一保健室で、それでも手に負えないケガした生徒が出たら、隣の第二保健室に移されて校医が治ち療りようするってわけ」

「……そのソナ教授がですか？」

「そういうこと。でも重傷の生徒って実際はそんな多くない。俺とか京花とか、暴走バイオテスタの鎮圧でケガした時に運ばれるくらいじゃないかな。だから普ふ段だんもヒマしてて、そのヒマ潰つぶしが培養学の研究だから、保健室がソナ教授の研究室でもあるってわけ」

　第二保健室。

　電光板にそう表示された機械扉がミソラの体温を検出し、自動的に開いていく。

「先生、いる？」

「いるぞ。ヒマな教授で悪かったな」

　机に頰ほお杖づえをついた小こ柄がらな女性教授がふりかえる。

　ショートに切りそろえた茶ちや髪ぱつに黒の双そう眸ぼう。三十代にさしかかった年ねん齢れいでありながら、その小柄な背せ丈たけと童顔ゆえ、場合によっては自分たちと同じ学生にも見える女性だ。

　しかしそれは本人の望むところではないらしく、小柄な背丈をロングヒールのブーツでおぎなったうえで、服装は色気のある薄うすピンクのシャツと膝ひざ上うえまでしかないミニスカート、さらには網あみタイツという恰かつ好こう。その上から白衣を肩かたにひっかけることで、本人いわく「大人の女性」を演出しているらしい。

「ん？　ディーネと、それに面白い顔ぶれだな」

　不敵な笑えみをうかべる女教授。

「元放ほう浪ろうバイオテスタ。第だい弐にγガンマ種63─Ｄの個体も一いつ緒しよか」

「っ！」

　ビクッ、と反射的にフィアが自分の背に隠かくれようとする。

「心配しなくていいって。さっきも言ったろ、この先生がフィアのこと手当てしてくれた人なんだから」

「で、でも……」

　声をふるわせる金髪の少女。

　第弐γガンマ種63─Ｄは、制圧機動隊から放浪バイオテスタとしてフィアが指名手配された時の呼こ称しようだ。なぜ自分を一目見ただけでそう看破したのか不安なのだろう。

「先生、あんま驚かすようなこと言わないでください。フィアが怯おびえてるんで」

「む？　これは失敬」

　黒の口紅ルージユをぬった口元をつりあげる女教授。

「悪かった。驚かすのが目的でなく、単にそう言った方が、私がどういう人間であるか伝わりやすいかと思っただけだ。なあフィアとやら」

「……は、はい？」

　狐きつねに抓つままれたような面持ちで瞬まばたきをくり返すフィア。

「この先生、学園の校医やる前は制圧機動隊にいたんだよ。医い療りよう部隊だっけ？」

「そう。当時の情報経路コネクシヨンはいまも有効でな。ＳＩＲＥＮサイレン全域とまではいかないが、第三衛星都市に関するバイオテスタの情報は大方手に入る」

　小柄な背丈からは想像できないほどすらりと伸のびた足を組みかえる校医。

　艶なまめかしい脚きやく線せん美びというのが大たい抵ていの男子生徒の第一印象だが、彼女と出会ったミソラだけは、瞬しゆん間かん的にまったく異なる印象を思いうかべた。




〝意外だな。先生、身体からだ鍛きたえるのが趣しゆ味みなんですか？〟




　太ふと股ももから足首にいたるまで一いつ切さいの無む駄だなく絞しぼりあげられ、鍛えられている。

　単に足を細くみせるためのダイエットであったり、片手間に運動スポーツをしていた程度ではない。何か特とく殊しゆな訓練で鍛えあげた下肢筋肉群ハムストレングス。

　それが制圧機動隊で鍛えたものだと教わったのはその時で、ミソラがソナ教授から興味をもたれたのもその時からだ。

「あとはバイオテスタ暴走の鎮ちん圧あつ依い頼らいだな。その仕事の仲ちゆう介かいも片手間にやっているから、そこの貧びん乏ぼう生徒に話を流してやっている」

「……持ちつ持たれつでしょ。先生だって仲介手数料とってるくせに」

　頭をかきながら、ミソラは保健室の壁かべ際ぎわにあるパイプ椅い子すを二つ手元に引きよせた。

　そこにフィアとディーネを座らせて。

「で、今日もその仕事の依い頼らい？　にしちゃずいぶん急な感じがしましたけど」

　ミソラの保有する認証ライセンスは通信機能もそなえている。普段ならそちらに教授から一報があって、それからミソラが第二保健室に立ちよるといった流れだ。

「仕事だ。が、ちょっと変わった案件だ。鎮圧部類は依頼でありながら、その依頼の出所が第三衛星都市そのものというな」

「へえ？」

　暴走バイオテスタにおける鎮ちん圧あつ要よう請せいは二パターンある。

　命令──想定外の暴走バイオテスタが発生した状態で、一刻の猶ゆう予よも許されない場合。

　依頼──バイオテスタの暴走実験にあたり、事前に認証ライセンス保有者に待機を求める場合。

　前者は都市からの緊きん急きゆう指令であり、拒きよ否ひ権けんがない。

　いわゆる緊サ急イ警レ報ンが都市に鳴りひびくのがこちらの事態だ。

　後者はバイオテスタ研究施し設せつが要請する依頼であり、その報ほう酬しゆう額や任務内容が気にくわなければ、依頼される側に拒否権がある。

「……珍めずらしいですね。依頼っていうと依頼者がどっかの研究施設で、任務もバイオテスタの実験暴走を取り押さえるやつかとばかり」

「だから変わった案件だ。そしてその任務は、輸送バイオテスタの監かん視しになる」

　椅子の背に身体をあずける小柄な女校医。

「第四衛星都市で製造された獣型バイオテスタ、通つう称しよう『暴イ君ド』。三頭獣キマイラを原存在モチーフにして創つくられたバイオテスタだ。外見は……送られた資料を見るかぎり、頭が三つある黒色の獅し子しというのが一番伝わりやすい表現だろうな。大きさは体高二メートル」

「っ、体高で二メートル!?　相当デカくないですか」

　体高と体長は違ちがう。体高とは動物が四つ足で立っている時の高さだ。

　全長三メートル超ちよう、体重一〇〇〇キログラムに達する地上最大級肉食動物の白しろ熊くまでさえ体高は一メートル五〇センチ。つまり人間の大人より低い。

　この体高ですでに二メートル。

　となれば、実際にソレが立ち上がればどれほどの巨きよ体たいであることか。

「で、ソイツの何が問題っていうと？」

「一度はＳＩＲＥＮサイレンの外、つまり大陸向けに輸出されたんだが、原因不明の暴走をくり返して手がつけられなくなっているらしい。大陸政府も困りはてたようで、話し合いのすえ、ソイツを第三衛星都市で預かって再調整する計画が決まった」

「原因不明？」

「そう、暴走時にＯＦＦオフ化合物が検出されないという奇き妙みような現象だ」

　Over Fight or Flight matter──通称ＯＦＦオフ化合物。

　生物学用語『Fight or Flight response（闘とう争そう・逃とう走そう反応）』を語源とした特殊生成物であり、バイオテスタを製造する際に必ず発生・蓄ちく積せきされていく。これが限界値を超こえた時にバイオテスタの自律神経系の神経衝撃インパルスに支障をきたし暴走といわれる現象が起きる。

　……バイオテスタ暴走はＯＦＦオフ化合物が蓄積しないと起きない。

　……なのに暴走？

「先生、変なこと聞くけど、そいつ本当にバイオテスタだよな？」

「質問の意図がわからんが、その製造設計図ならここにある」

　机の上。

　何十枚という束の報告用紙を顎あご先さきでしめすソナ教授。

「お前用にコピーした分だ。部外秘だから、読み終わったらすぐに裁断シユレツダーしろ」

「読みますけど、もう先生も見たんですよね？」

　レポートにある製造過程を確かく認にんしたうえで、学園研究機関アカデミーで教きよう鞭べんを執とるソナ教授がバイオテスタと断定したのであれば疑いようはない。

　──だとしたら幻げん獣じゆうの可能性は無し、か？

　原因不明の暴走。

　その言葉に、真っ先にミソラが思いうかべたのは幻獣の存在だ。

　自分たちの世界と連結した並行世界の『新約召しよう喚かん』で呼びだされた伝説上の獣たち。これを大陸政府がバイオテスタと混同した可能性も思いうかべたのだが。

「とはいえ大陸側のバイオテスタ工学は正直あてにならん。ＯＦＦ化合物の検知技術も、ＳＩＲＥＮサイレンの技術と比べれば二世代前といったところだ」

「……たとえばＯＦＦ化合物の検知もれとか？」

「というのが制圧機動隊の友人の話だ。私もそれに特段の異論はない。問題は……」

　元制圧機動隊隊員である教授の目が鋭えい利りなものになる。

　童顔ともとれる面立ちが一転、知的かつ憂うれいをまじえたまなざしへ。

「ただ純じゆん粋すいに、暴イ君ドの強さを懸け念ねんしている。公おおやけの報告ではないが、暴イ君ドを止めようと出動した大陸政府側の『序列入り』バイオテスタが返り討うちにあったらしい」

「っ!?　あの序列入りを!?」

　もれる声が思わず昂たかぶった。

　Ａ級バイオテスタ。通称、序列入り。

　その暴走脅きよう威い度は「都市全域警けい戒かい級」。制圧機動隊は人民の避ひ難なん誘ゆう導どうに徹てつし、選えりすぐりの理装執行者シミユレーターだけが鎮圧にのぞむような相手だ。

「……あ、いやでも大陸側のＡ級か？　だったらまだわかんないか」

「そのとおり。お前も知ってのとおり、大陸側とＳＩＲＥＮサイレンではバイオテスタ工学の進展に大きな差がある。技術も、そしてバイオテスタそのものもだ。大陸側のＡ級がそのままＳＩＲＥＮサイレンのＡ級に相当するとはかぎらない」

　椅子の上で膝ひざをくみながら、ソナ教授。

　バイオテスタの暴走脅威度の数値化は難しい。ゆえに個体間での性能比ひ較かくという相対評価が基本になる。たとえばの話として、第四衛星都市のＡ級バイオテスタが第三衛星都市ではＡ級と認定されないこともある。

「ともあれ暴走原因が不明である以上、いつ暴走が再開するかもわからず、暴走を始めれば手がつけられない。それが大陸政府側の見解だ」

「……で、ソイツが逆輸入されてくるから輸送車を警備しろってことか」

　机き上じようのぶあついレポート紙の束。

　それに向かってミソラは手を伸ばして──

「まあとにかく了りよう解かい。せっかく頼たのまれたんだし、受けない理由は──」

『はい待ったー。お待ちなさいってば』

「受けない理由、ありますです」

　伸ばしかけた腕うでをがっしりとディーネに摑つかまれて、さらに反対側の手をフィアにぎゅっと握にぎられてしまった。

『ミソラね、自分の状じよう況きようわかってる？』

「……え」

『こういうこと』

　左腕を摑んだディーネが力をこめる。

　一週間前にほぼ切断しかかった状態で、ようやくギプスを外したばかりの左腕を。

「痛いってぇっっっ!?」

『だからこういうことよ。しかもまだ全身筋肉痛で、学校から帰ってきたらすぐ疲つかれはててソファーに倒たおれこんでるくせに』

「そ、そうですよ！……わたしのせいなので大きな声じゃ言えないけど……」

　呆あきれかえった顔のディーネと、こちらはやや複雑そうな口調のフィア。

「ああ、そういえばお前大ケガしてたな。さすがにまだ治ってないか」

「治ってはないけど警備の任務くらいは……痛っ、だから痛いってディーネ!?」

　可逆生成パラダイムによる組成修復で神経や骨の接合は早められるものの、それでもすぐに完治するものではない。むしろ過度な修復加速は身体に負担をかけるだけ。

『今回は諦あきらめなさい。そういうことで先生、ミソラは残念だけど辞退です』

「……身体、休めさせてあげたいので」

　口々に告げる精せい霊れい系バイオテスタと天使型バイオテスタ。

「いやでも──」

「「ダメ！」」
















「うっ……？」

　少女二人に両りよう脇わきからじっと睨にらみつけられ、ミソラはがっくりと肩かたを落とした。

「なるほど。さすがのお前も満まん身しん創そう痍いではな」

　ふたたび足をくみかえながらも微び苦く笑しようで応こたえるソナ教授。

「しかし弱った。制圧機動隊から、使えそうな奴やつを何人か融ゆう通ずうしてくれと頼まれていたんだが。あとめぼしいのは──」

「なーに怖おじ気けづいてんのよミソラ！」

　第二保健室の扉とびらが、自動で開く前に問答無用でこじ開けられた。

　天然の鮮あざやかな赤毛が印象的な少女。

「暴イ君ドだか何だか知らないけど、バイオテスタの輸送一体に何よ、弱気になっちゃって！」

「……あれ？　その話知ってんのか？」

「現役の理装執行者シミユレーターをなめないでほしいわね。私にだって情じよう報ほう網もうくらいあるわよ」

　胸を張って自信満々にうなずく京花。

「で、ソナ先生がアンタを校内放送で呼ぶんだもん。そりゃ今回の件だなってピンときたわよ。ねね先生、私がその話引き受けてあげよっか？」

「つまりお前には依い頼らいがこなかったと」

「う、うるさいわねっ！　そういう時だってあるのよ！　普ふ段だんはそれはそれは、もう依頼で大おお忙いそがしなんだから……」

「へえ？」

「ほ、本当よ！　何よその反応……と、ともかく、ねえソナ先生、私どう？」

　営業用の笑え顔がおでにっこり挨あい拶さつする赤毛の理装執行者シミユレーター。そんな女子生徒に、教授は珍めずらしくも迷ったような微苦笑で。

「斡あつ旋せんしてやらんこともないが、お前、現場に行ってまで喧けん嘩かするんじゃないぞ？」

「ケンカ？」

「今回の輸送計画だが、暴イ君ドの暴走脅威度が不確かであるため、第三衛星都市から直じき々じきに、警備の総指揮を一人の無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターに依頼した。制圧機動隊はその援えん護ごにあたる」

「無ゼロ級きゆう……」

　その一言で何かを察したのか、京花の表情が露ろ骨こつに強こわばった。

「え。もしかしてそれってあの脳筋冷れい酷こく無表情女の……」

「エリス・アーセナル。お前の義あ姉ねだ」

「うわっ！　ちょっと待ってそれは私も聞いてないってば!?」

　悲鳴を上げて頭を抱かかえるⅡ級理装執行者シミユレーター。

　この学園で、京花に依頼が回ってこない理由の一つがこれだ。エリスという優ゆう秀しゆうすぎる義姉がいるゆえに依頼がほとんどそちらへと流れてしまう。

「しかも作戦総指揮？　依頼を受ければ私がエリスの下働きってことじゃない……」

「だからミソラに先に声をかけた。お前ら姉し妹まい、本当に仲が悪いからな」

　溜ため息いきを隠かくそうともしないソナ教授。

「理装執行者シミユレーターは階級ごとに明確な優ゆう劣れつがあるからな。義姉と比べられるのは好かないだろうと思って、その上でのミソラという選せん択たくだったわけだ」

「……あ、なるほど」

　両脇をフィアとディーネにがっしり押さえられながらミソラはうなずいた。

「俺は理装執行者シミユレーターじゃないから、エリス先せん輩ぱいが総指揮だというのはさておき、同じ警備班にいても露骨に周りから比べられることないと」

「そういうことだ。で、京花？」

　こちらも淡たん々たんとうなずき返す女校医。

「……いいわよ。やるわよ。ここまで恰かつ好こうつけといて退ひくのも癪しやくだし。私の活かつ躍やくでエリスに一ひと泡あわ吹ふかせるチャンスだと思えばいいんでしょ」

　決意の面おも持もちで京花が拳こぶしを握ってみせる。

　と思いきや、彼女の視線はソナ教授からこちらへと。

「ん？　なんだ京花？」

「ミソラじゃないわよ。こっちの子」

　赤毛の少女が見つめる先は、自分の脇わきに立つフィアだった。

「話はミソラから聞いてるわ。あなたね、この前の大騒そう動どうで、真夜中を真っ昼間みたいに明るくした天使型バイオテスタっていうのは。さっきも教室に来てたわよね」

「え……あ、あの……ええと……」

「そうだよ。前に話したとおり。でも周りには言うなよ？」

　困こん惑わくした表情のフィアに目で合図。心配しなくていい──そんな自分の意図が伝わったらしく、金きん髪ぱつの少女がほっと息をつく。




〝待ってミソラ！　何よあれ、あのものすごい光！〟

〝説明はする。だけど時間がないんだ。二十分でいいから。その間だけここで待機しててくれ。その間に全部終わらせて、きちんと事情も話すから〟




　覚かく醒せいした真天使フイオラミリスの存在を知られぬため、エリア内の理装執行者シミユレーターと制圧機動隊をすべて待機させるようミソラが頼んだ相手こそ京花だった。

　──その後で、事情を話すことを条件に。

「フィアって名前で呼んでやってくれ。ちなみに翼つばさを隠してるのは」

「稀き少しような天使型だからってことでしょ。それくらいはわかるわよ。それにしても……」

　フィアへとさらに近づいていく京花。ぽかんとした面持ちの少女の前まで歩いていって、その頭から足先までをじっと見つめて。

「可愛いじゃない」

「……はい？」

「ミソラ、これどういうことよ。説明なさい」

　左手を腰こしにあて、右手でフィアを指さしながら睨みつけてくる京花。

「説明って何をだ？」

「ずるいわ！　こんな可愛い子いるのにレイ様まで奪うばうなんて最低よ！」

「だから俺とレイレイをどんな目で見てるんだよ!?」

「私は真しん剣けんきわまりないわ」

「真剣だから余計に困ってんだろうが!?……ったく」

　大げさに溜息をついてみせる。

「とにかくフィアのことは内ない緒しよな。さっき教室でも言ったけど、フィアのことは俺の親しん戚せきってことで無理やり言いくるめたいんだから」

「知ってるのは私と？」

「奈々とソナ先生だな。あとはレイレイも大方の事情は知ってる」

「言いふらす気はないわよ。……だけど正直、まだ納なつ得とくいかない点があるのよね」

　フィアと自分とを交こう互ごに見つめる京花。

「ミソラ」

「ん？」

「この子の発光現象と、その時に聞こえてきた詠うた。そのあとで空一面を埋うめつくした竜りゆう型バイオテスタと光妖よう精せいは互たがいに関係ない。そう言ったわよね？」

「言った。少なくとも俺の知るかぎりで相関関係は思いつかない」

　極光オーロラ現象。

　フィオラミリスの放出した膨ぼう大だいな光がＳＩＲＥＮサイレンの夜を照らした事件について、中セ央ン統ト合ラ樹ルはそれを気象異変──すなわち第三衛星都市を中心にして一時的に発生した極光オーロラであるという公式の発表を行った。その光がフィアという天使によって発生したものだと知るのは、学園研究機関アカデミーでは京花と奈々の二人だけだ。

　……光は極光オーロラだと言いはっても、問題はフィオラミリスの詠。

　……それと召しよう喚かんされた幻げん獣じゆうたちだよな。

　極光オーロラとともに観測された何千何万という竜や光妖精は、当然に多くの住民が目もく撃げきしている。これについては中セ央ン統ト合ラ樹ルも『事象追つい及きゆう中』に留とどめている段階だが、真天使フイオラミリスの存在が明らかにならないかぎり真相にたどりつくことはない。

　だからこそミソラも、フィオラミリスが召喚した竜や光妖精たちについては「知らない」という答えで奈々や京花を説得して了りよう解かいをもらっていた。そのはずだったが──

「京花はまだ何か考えてるのか？」

「怪あやしいのよ」

　腰に手をあてたまま、京花。

「何がさ」

「だから、あんたがこの件に関して物わかりがよすぎるのが怪しいって言ってんの。普段なら絶対、この現象には裏があるって言って調べるじゃない。なのに今回だけ、俺は知らないって言うだけでろくに調べようとしてないんだもん」

「っ……」

　そうきたか。

　心の内で思わず舌を巻く。まさか事象そのものではなく、事象に対する自分ミソラの反応から違い和わ感かんを覚えるという視点で迫せまってくるとは思わなかった。

「何か隠してない？　あのふしぎな詠と竜と光妖精のことも、実は出所の察しがついてるんじゃないでしょうね」

「いやいやまさか。俺も気になって調べてる最さい中ちゆうだけどさ」

　話すわけにはいかない。

　幻獣のことも並行世界のことも、そして何より真天使フイオラミリスのこと。下手に話せば、京花さえ福音機関の標的となりかねない。

「……で、とにかく俺は全身筋肉痛だし、そろそろ家に帰って寝ねないと」

「あ、ちょっとミソラ!?　まだ話は──」

「また明日あしたな。あと、暴イ君ドだっけか。任務受けるならエリス先輩と仲良くしろよ」

「わ、わかってるわよ！……無む駄だに反はん抗こうとかはしないってば」

　奥歯を嚙かみしめながら応える京花。

　そんな彼女に背を向けて、ミソラは第二保健室を後にした。







　フェーズ３　「招かれざる者」
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　学園研究機関アカデミー・中庭──

　緑の芝生しばふが広がる敷しき地ちを前にして、ぴたりとディーネが足を止めた。

『んじゃ、あたしはここらでお先に』

「あれ？　ディーネは一いつ緒しよに帰らないのか？」

『買い物があるの。夕飯の支し度たくの前にスーパー寄っていかないとね。ホットケーキの素もと、買いだめしてたぶん早くも誰だれかさんが全部食べちゃったから』

「へぇ……」

「ち、違ちがいますよ？　全部じゃないです。せいぜい八割くらいですよ？」

　あわてた表情で手をふるのは金髪の少女だ。

『すごいんだから。あの濃のう厚こうなハチミツをまるで水を飲むかのように飲み干して──』

「ディーネさん!?　だ、だめですそれは秘密ですってば！」

　あわてて水精霊ウンデイーネの口を手で押さえにかかる天使型バイオテスタ。

　……聞かなかったことにしよう。

　じゃれあう二体のバイオテスタを後しり目めに、ミソラは鞄かばんを右みぎ肩かたにかつぎなおした。

「ディーネ、そしたら俺、フィアに学園研究機関アカデミーの案内してから帰るよ」

『あいよ。じゃね！』

　小走りに校門の方へと走っていくディーネ。

「ちなみにフィアは、どこか見たいところある？」

「はい！　建物の中も見てみたいけど、今日は学園研究機関アカデミーの敷地を歩いてみたいです。すごく広いし、緑が綺き麗れいだから歩くの気持ちよさそうだし」

　しっとりとした笑え顔がおでそう応こたえる少女。

　緑の芝生に、手入れされ規則正しく並んでいる木立。微かすかにそよぐ薫かおる風は野の匂においに満ちて、自然公園のような瑞みず々みずしい自然にあふれた中庭。

「じゃあ今日は敷地をぐるっと一周ってことで」

「わかりました！」

　元気よくフィアが手を挙げて──




『連れん絡らく──二年生棟とうＢ教室、生徒番号18番ミソラ。

　ネオリエ様からお呼び出しがかかっています。実験棟へお越こしください』




「また俺!?」

「ミソラ、もしかして大人気ですか」

「そんな注目されるような生徒じゃないぞ俺。特に部活とかもしてないし」

　校内放送で呼びだされること自体珍めずらしく、それこそソナ教授が気まぐれに利用する程度。それが日に二度となると学園研究機関アカデミーでの二年間で初めてだ。

「それにネオリエって誰だっけ。教授にも心当たりないんだけど」

「行ってみますか？　行けばわかります」

「……まあそうだよな。呼ばれてるわけだし無視しちゃマズイか」

　実験棟。

　この先の学生棟や総務棟などから外れた場所にある棟だ。

　学園研究機関アカデミーの校門を入ってすぐが中庭で、その左右の分ぶん岐きを右にまっすぐ進んでいくと学生棟。実験棟は中庭の分岐を左に曲がった奥にある。

　──バイオテスタの飼育と培ばい養よう。

　研究施し設せつで創つくられたバイオテスタの幼生を運びこみ、生徒がそれを育てながら生態を観察するというのを目的に設計された。

「とにかく一年通していろんなバイオテスタが飼育されててさ、部屋中がでっかい水すい槽そうになってて水精霊ウンデイーネとか海獣クラーケンとかの水すい棲せい型バイオテスタの幼生が泳いでる。あと向こうは吹ふき抜ぬけのホールがあって、そっちは飛行型バイオテスタが空飛ぶ練習してるはず。先週は、風シ精ル霊フが地図を見ながら手紙を運ぶ初期練習してたっけ」

「バイオテスタのお勉強部屋ですね」

「あぁ、そういう考え方もできるな。とにかくそういう建物だから」

　閉じた扉とびらの横よこ壁かべにある照合装置へ、ミソラは自分の学生証を近づけた。

　照合。ゆっくりと自動ドアが開いていく。

「内な部か、うす暗いんですね？」

「それも実験だよ。照明を明るくしたり暗くしたりでバイオテスタの様子を観察してるの。……で、俺を待ってるネオリエっていうのは」

　棟に入ってすぐに正面ロビーがあるが、そこは無人。

　生徒はもちろん教授らしき人ひと影かげすらない。

『あー、もしもし。ミソラ君？　来てくれたのかな？』

　棟内放送。

　天てん井じように取りつけられた機器から聞こえてきたのは、聞き覚えのない女性の声だった。

「ええと、悪いけどどちら様？」

『ああ、いま行くよ。ちょうどカフェラテ淹いれてたとこだったの。二分以内に行くから、それまで──────その子たちと遊んであげててくれるかな』

　途と絶だえる放送。

　その直後、通路の奥からピチャッと何かが這はいずる気配が近づいてくる。

　バイオテスタ？　だがバイオテスタの飼育はあくまで飼育室か監かん視しホールでだ。生徒の使う通路でバイオテスタを放し飼いにするようなことはしない。

　……なんだ、この違和感。

「フィア、後ろに隠かくれてろ！」

　同時だった。

　ミソラが少女を庇かばって前に進みでたのと、通路の曲がり角からソレが現れたのは。

　さながら「歩く樹木」。

　鶸ひわ茶ちや色の木き肌はだに、無数の蔓つると生おい茂しげる木の葉を衣服のようにまとった生物。

　その足先にあたる木の根が人間の足のように小刻みに動いて歩行を可能とし、頭部にあたる部分はどこか人間の女性にも似た面おも立だちを感じさせる。

「樹木精ドリアード!?」

　大気中の窒ちつ素そガスを固定する根こん粒りゆう菌きんを宿しており、大地に根をはることで地質を改善し、荒あれ果てた土ど壌じようの修復活動が期待されている新型バイオテスタ。

　しかし、これはまだ量産方法が確立してない種のはずだ。

　学園研究機関アカデミーとはいえ、生徒が飼育できるようなものではない。

　……いや、そもそも何だこの違和感。

　何かが違う。全身がぞわりと粟あわ立だつこの感覚。つい一週間ほど前、福音機関の刺し客かくである青の第三相ネツクザールと戦った時にもこんな感じの──

「ミソラ！　う、後ろにもいます！」

　身を寄せるフィアの悲鳴。

　自分たちの後ろにもう一体。こちらは音もなく無人ロビーの陰かげにあらかじめ潜ひそんでいたのだろう。これほどの稀き少しよう種がなぜこんなところに。

「……この子たちバイオテスタじゃないです！」

「っ、わかるのか!?」

「胸がざわざわします。……フィオラが反応してるから」

　自分の胸むな元もとに手をあてて口元をひきしめるフィア。

　神性幻げん想そう種フィオラミリス。フィアという少女を器うつわとして、そこに宿った神性なる天使。だとすれば、いま彼女が反応しているこの二体は──

「幻げん獣じゆうか！」

『────』

　それに応じるかのように、自らに絡からみついた蔓を触しよく手しゆのように伸のばす樹木精ドリアード。




「──『方程式オムニス』発動。全反応式を連結する」




　鞭むちのごとく跳はね上がる蔓がことごとく空を切る。

　複雑な軌き跡せきでもって空中変化する蔓の襲しゆう撃げきをたった数歩の体さばきで完かん璧ぺきに見きった上で、その蔓を逆に拳こぶしで摑つかみあげる。

『ッ！』

　およそ人間の力をはるかに凌りよう駕がする膂りよ力りよくでもって、逆に引きよせられる樹木精ドリアード。

　予想だにしていなかったであろう少年の超ちよう反応と膂力に、幻獣が困こん惑わくしたように全身をおののかせた。

　──バイオテスタ『方程式オムニス』。

　ミソラの師でありフィアの創造者でもある世界最高権けん威いの次世代新生物研究者アナスタシアが創り、そしてミソラに授さずけたバイオテスタだ。

　そのモチーフは「神のしずく」。

　自律意志は存在せず、かつて瀕ひん死しの重傷を負ったミソラに宿ることで血液の代だい替たいとなり、その命を救ったバイオテスタ。本来の姿は光り輝かがやく水と師は言っていたが、もはや完全にミソラの血液と同化しているために真しん偽ぎはわからない。

　そして、その能力は『あらゆる方程式、反応式を掌しよう握あくする』こと。

　方程式オムニスが『あらゆる方程式を満たす理想の触しよく媒ばい』となり──

　主あるじであるミソラを『あらゆる方程式を発動させる理想の器』とさせる。

　京花やエリス、レイベルトといった理装執行者シミユレーターはすべて中セ央ン統ト合ラ樹ルで『Ｎ因子』施せ術じゆつをうけたことで重反応加速アクセルの発動を可能にするが、ミソラだけはただ一人、この施術を受けずとも方程式オムニスの力によって重反応加速アクセルを発動できる。

『────』

　手のかわりであろう左右の幹をふるう樹木精ドリアード。至し近きん距きよ離りで放たれた攻こう撃げきだが、それはミソラの上着をかすめて虚こ空くうを穿うがつだけ。

「我が慢まんしろ、ちっと痛いかもしれないけどな」

　無防備になった胴どう体たいめがけ拳をふりあげる。

　巨きよ木ぼくの表面のように固い幹にミソラの拳がつきささり、直後、動きをとめた樹木精ドリアードが全身を小刻みにふるわせながら淡あわい光へと包まれて……そして消えていく。

「っ、やっぱり幻獣か！」

　送そう還かん。

　新約召しよう喚かんという術式でこの世界に顕けん現げんする幻獣たち。

　それを逆召喚する能力がミソラの方程式オムニスに内在している。判明したのは福音機関の青の第三相ネツクザールとの戦せん闘とうで、その能力の詳しよう細さいを分ぶん析せきしたのがフィオラミリスだ。




〝干かん渉しよう？　いや違ちがう。幻獣に干渉する能力でなく、召喚に干渉する能力でもない。世界を連結する傷きず跡あとそのものを閉じることで幻獣を送還しているのか？〟




　世界の扉、あるいは世界の傷跡とも喩たとえられる世界連結点。

　ソレを『癒いやす』ことで閉じる力。

　その能力は、ミソラ本人ですら師アナスタシアから一いつ切さい聞かされていなかった。

　……先生を捜さがして聞かなくちゃいけない理由が増えたってわけだ。

　……だけどその前に、この幻獣は。

　まさか校内放送による呼び出し自体が、フィアを狙ねらう福音機関の罠わな？

「ミソラさん！」

「っ、!?」

　両手に絡まりつく二本の蔓。

　迂う闊かつ。福音機関という強大な存在が頭をよぎるあまり、背後に残していたもう一体を意識の隅すみへと追いやってしまっていた。鞭のようにしなる蔓が、今度は鋼鉄の手て錠じようさながらに硬こう質しつなものへと変化していく。

「……さすが幻獣ってことか」

　手首を縛いましめる蔓がミソラを引きよせる。同時にミソラも、手を拘こう束そくされながらも身体からだをねじって右足をふりあげて──

「目、閉じて！」

「っ!?」

　刹せつ那な、薄うす暗ぐらかったホールを瞬しゆん間かん的に凄すさまじい光の奔ほん流りゆうがかけめぐった。

　光の破は裂れつ。

　太陽を直視した時の、あの痛みにも似た光刺し激げき。電球であれば何千、何万個に相当する光量が、ミソラと樹木精ドリアードのちょうど中間にあたる場所で弾はじけたのだ。

「いまです！」

　天使型バイオテスタ・フィア。

　華きや奢しやな背中に幻想的な蒼そう碧へき色にきらめく翼つばさを展ひろげる少女。その翼こそが、この膨ぼう大だいな光を放つ発光器官であることをミソラは知っていた。

　目め眩くらまし。

　反射的に目をつむったミソラでさえ一瞬視界を失うほどの光量、それを直じかに浴びた樹木精ドリアードにいたっては何が起きたのかすら理解できず大きく姿勢を崩くずしていた。

　そこへ直ちよく撃げきするミソラの拳。

　同時に、残る一体も方程式オムニスの力によって本も来との世界へと逆召喚されていく。

「人前ではするなって言われましたけど、ミソラの前なら別にいいですよね？」

「もちろん。いいタイミングだった」

「力になれたならよかったです。これくらいしかできませんけど」

　どんな宝石よりも美しい翼をしまってフィアが微び笑しよう。

　天使の生物バイオ発ルミネ光ツセンス。

　フィアがその翼の組織内に保有する発光素ルシフエリン。これが発光酵素ルシフエラーゼの触媒作用によってＡＴＰと反応、この化合物がさらに酸化反応の段階へと進むことで、極きわめて高いエネルギーを伴ともなう励れい起き状態へと移動する。

　この励起状態が再び基底状態へと戻もどるとき、ＡＴＰに由来する化学エネルギーが光エネルギーへと変へん換かんされ、幻想的な光が放出される。

　……フィオラミリスはそれを収束して光子線フオトンにしてたけど。

　……さすがにフィアは光の放出が限界だよな。同じことできても逆に怖こわいけど。

「ミソラ、あの、身体は……？」

「俺？　ああ大したことないって」

　全身に走る激痛を押しかくしてミソラは首をふった。第二保健室でも心配されたことではあるが、身体の具合を素す直なおに答えてもフィアの不安を煽あおるだけだから。

　──左ひだり腕うでの制御環アクセスキーは外せない。

　方程式オムニスの力を制限する機械装置。

　これを破は壊かいすることで方程式オムニスが覚かく醒せいし、あらゆる化学反応式の処理係数を無限解に引き上げる。これにより理装執行者シミユレーターすら比ひ較かくにならない重反応加速アクセルの恩おん恵けいを得られるものの、それはもはや人間には過ぎた力といって過言ではない。

　事実、フィオラミリス戦で方程式オムニスを覚醒させてわずか三十秒で、ミソラの肉体は負荷に耐たえきれず、全身の筋組織にいまも深いダメージが残っている状態だ。

「とにかく外へ出よう。こっちだフィア！」

　実験棟とうの出口を指さしてミソラは口早に発した。

「何が起きてるかわかんないけど、とにかく広い場所に出ないと──」

「あーっ、待ってよ！　出ていかないでってば！」

　底そこ抜ぬけに明るい声が通路にこだまする。

「まったくもう、気が早いね。おちおちカフェラテ一いつ杯ぱい淹いれてる時間もないよ」

　カツッ、と床ゆかを叩たたくハイヒールの靴くつ音おと。

　つい数十秒前に樹木精ドリアードが現れたのと同じ曲がり角に人ひと影かげが生まれ、そして。

「や、こんちは？」

　片手に、湯気のたつコーヒーカップを持った女性だった。

　年ねん齢れいは二十代後半だろうか。

　外側にカールした濃のう緑りよく色しよくの髪かみに、赤みを帯びた黄の双そう眸ぼう。

　皺しわ一つない白のシャツの上から黒の上着を羽織り、清せい楚そな印象を与あたえるスカートに黒のローヒール。その第三ボタンまでシャツの胸元が開いた大だい胆たんな姿をのぞけば、大だい企き業ぎようの事務員オフイスレディと言われても何ら違い和わ感かんのない恰かつ好こうだ。

「しっかし早いね。もう終わっちゃった？　まさかカフェラテ一杯淹れる間にウチの樹木精ドリアードを片付けちゃうと思わなかったな。どうやったんだい？」

　暢のん気きともいえる口調であたりを見回す彼女。

「……アンタは」

「ネオリエ・Ｋ・ヴィスティゲイン。ネオリエって呼んで。よろしくね？」

　カップに口をつける彼女。その姿にも名前にもまったくといっていいほど心当たりがない。が、あの幻獣二体を使し役えきしていたことを踏ふまえれば──

「……福音機関か」

「福音機関？　ずいぶん物ぶつ騒そうな名前を知ってるようだけど、あいにくウチはそんなんじゃない。少なくともキミの敵じゃあないよ。ちょっと腕うで試だめしをしたくてさ」

　左手首に巻いた細い金時計をちらりと一いち瞥べつして。

「一分二十秒。いい数字だね。並の理装執行者シミユレーターより腕は良さそうだ」

「さっきの幻獣二体にかかった時間？」

「うん。正直もうちょっとかかるかと思ってた。あるいは負けちゃうかなって」

　くすっ、と妖よう艶えんな笑えみで応こたえる彼女。

「あらためまして、初めましてミソラ君。それにそっちの子は彼女さん？」

「……悪いけど、部活の勧かん誘ゆうなら間に合ってるんで」

　ネオリエ。

　そう名乗る彼女の一挙一動を凝ぎよう視ししつつ、背にフィアを庇かばう。

「部活？　やだなあ。ウチそんな感じに見える？　あ、でも勧誘って意味なら間ま違ちがってないかも。ねね、話があるんだ。聞いてみない？」

「あいにく、いきなり幻げん獣じゆうをけしかけてくる相手の話は──」

「一いつ緒しよに幻獣探し、しない？　暴イ君ドっていう奴やつなんだけど」

「っ！」

　暴イ君ド──つい直前に、ソナ教授から聞いたバイオテスタの名前だ。

　ＳＩＲＥＮサイレンの外に輸出されておきながらも、謎なぞの暴走をくり返すがゆえに第三衛星都市へと再調整のために輸送されてくるという。

「俺が知ってるソイツは、三頭獣キマイラを原存在モチーフにしたバイオテスタの名前だけど」

「ああ正解。やっぱり知ってるんだ？」

　満足そうに腕組みする彼女。
















「いや、実際ホントなのか疑わしかった。でも今までの口ぶりからしても、キミが幻獣に対してある程度の知識を持ってるのは間違いなさそうだ」

「……だから、そんなアンタは何者なんだよ」

「それってウチの役職とか所属機関って意味？　それならコレでいい？」

　無造作に、開いたシャツの胸むな元もとに自分の指先をさしこむ彼女。その豊満な谷間から取りだしたのは見慣れない金属製のペンダントだった。

　十じゆう字じ架か？　いや剣けんに茨いばらが絡からみついたデザイン？

「それは」

「キミから見て『向こう側』の世界の、まあ階級証みたいなもの？　ウチ、こっちの世界の人間じゃないからさ。所属は……そうだね、知らないと思うけど『見えざる烙らく印いん』ていう新設機関の下したっ端ぱだよ」

　値ね踏ぶみするようなネオリエの視線。

　一見すれば微笑のようにしか映らない双眸の奥で、抜ぬけ目なくこちらの反応をうかがっている。そんな雰ふん囲い気きだ。

「……学園研究機関ここでそんな話を堂々とする気かよ」

「ああ大だい丈じよう夫ぶ。ここ実験棟だっけ？　しばらく立ち入り禁止にしてもらってるから」

「立ち入り禁止？」

　誰だれもいない無人の入口。通路もそうだ。幻獣との戦せん闘とうで少なからず物音がしたにもかかわらず、誰一人として異常を察知してかけつけてくる気配がない。

　……おかしいとは思っていたけど。

「どんな権限があればそんなことできるんだ」

「気になる？　特に、ウチみたいな部外者にそんな真ま似ねされたら、なおさらね」

　実験棟の隔かく離りと、校内放送をになうオペレータールームへの干かん渉しよう。

　どちらも学園研究機関アカデミーの部外者にできることではない。いや、そもそも部外者であれば校門の入口で守衛に呼び止められているはずなのに。

「いろいろ知りたそうな顔してるけど、さて何から話そう。そうだね、しばらく前、キミがこの近くの第８区画で幻獣と戦ったところからでどう？」

「…………」

　背中に隠かくれている少女が身じろぎしたのが伝わってくる。

　──フィアと初めて出会った時のことだ。

　──福音機関の幻獣に追われていたところに、自分とレイベルトが駆かけつけた。

「あそこで暴れていたのが暴走バイオテスタでなく幻獣だっていうのは、中セ央ン統ト合ラ樹ルでも一部の研究者は知ってるんだよね。監かん視しカメラに残っていた映像の分ぶん析せきでね」

「……全員、じゃあないんだな」

「うん。幻獣と世界連結の事実を知ってるのは中セ央ン統ト合ラ樹ルでもほんの一ひと握にぎりだよ。それに知ってるといっても彼らは『こちら側』の住人だし、新約召しよう喚かんに詳くわしいわけじゃない。映像による分析に協力したのが『見えざる烙印』所属のウチってわけ」

　ペンダントをふたたび首にかけながら。

「そして、その幻獣と戦ったキミも、それがバイオテスタでないことに気づいているだろうっていうのが中セ央ン統ト合ラ樹ルの予測だった」

「それはどうして？」

「アナスタシアの後こう継けい者しや」

　ただ一言、彼女は簡潔にそう告げた。

「なにせあのアナスタシアに師事した人間だもん。研究所で戦ったのが幻獣だっていうのもほぼ確実に見こみができてるかなってね。それでウチが接せつ触しよくして確かめに来たってわけ。結果は予想どおりだったみたいだけど」

「そういうことか」

　曖あい昧まいな口調でそうつぶやきながら、内心ミソラは一つ確信に近いものを感じていた。

　……このネオリエも中セ央ン統ト合ラ樹ルも。

　……やっぱり先生の実こ態とを知ってるわけじゃない。

　中セ央ン統ト合ラ樹ルの見解は、半分正解だが半分は見けん当とう違ちがいだ。

　幻獣という存在も世界連結の事実も、ミソラは師アナスタシアから明言されたことはない。その存在を知ったのは福音機関の襲しゆう撃げきがキッカケだった。

　──すべての発ほつ端たんとなる世界連結。

　ミソラが理解しているのも、自分たちの世界が『ネクサス事象』と呼ばれる謎の事象によって並行世界と繫つながってしまっている。その程度までだ。




〝まだわからないか？　この世界のバイオテスタとは、すべて『我々の世界』で新約召喚された幻獣たちを原存在モチーフにして創つくられた人工生物だ〟




　並行世界からフィアを狙ねらって現れた福音機関。

　青の第三相ネックザール、そう名乗る刺し客かくから告げられた事実も、ミソラは師アナスタシアから直接的には一度たりとも知らされていなかった。

　並行世界側の人間だけが有する能力『新約召喚』。それによって召喚された幻獣を真似、そして製造されたものがバイオテスタであるという真実。

　が、それはいまだ公おおやけにはされていない。

　ＳＩＲＥＮサイレンの統とう括かつ組織たる中セ央ン統ト合ラ樹ルが、幻獣も、並行世界との連結の情報も、すべて巧こう妙みように隠いん蔽ぺいしているからだ。

「話の続きをしようか。まずキミの世界とウチらの世界、二つの世界が連結していることを前提に考えてほしいんだけど」

　空になったカップを無人の受付台に載のせるネオリエ。

「実はすでに、ＳＩＲＥＮサイレンの中ちゆう枢すう部と『向こう側』とで実験的な取引が始まっている。貿易っていうの？　ウチらの世界からは幻獣の基き礎そデータを提供して、かわりにＳＩＲＥＮサイレンからも最さい先せん端たんの工学、医学、薬学などを提供してもらう取引がね」

「……大陸政府に無断で？」

「もちろん。正直な話、ＳＩＲＥＮサイレンの中枢部は大陸政府なんて最初から眼中にないよ。ま、問題は別のところにあってさ、現時点ではあくまで簡易な取引に限定するっていうのが両世界の合意だった。けれどつい最近になって、それを逸いつ脱だつした情報流出が行われていることが判明したのさ。情報交こう換かんじゃなくて情報流出ね」

　情報流出。

　その言葉を脳内で幾いく度どか反はん芻すうして、ミソラが出した結論こたえは。

「バイオテスタの最新データ、それに理装執行者シミユレーターの研究データか」

「正解。そしてその代だい償しように、『向こう側』の世界からも稀き少しような幻獣の情報を流出させている輩やからがいることがわかった。両世界にとっての情報漏ろう洩えい者であり、裏切り者ってわけ」

　連結した二つの世界。

　現在はまだ表面上の情報交換しかしないという契けい約やくに対し、独断で、両世界の機密情報を流している人間が両世界に存在するわけだ。

「中セ央ン統ト合ラ樹ルとしちゃ面おも白しろくないんじゃないのか？　莫ばく大だいな研究予算と時間をかけたバイオテスタ工学の研究が簡単に横流しされるっていうんだから」

「そう。そしてその気持ちはウチら『向こう側』としても同じなんだよ。正直な話、稀少な幻獣っていうのもそう簡単に『こちら側』に明かしたくない。大事な存在だからね。だからこそ、いまは簡単な情報交換に留とどめるはずだった」

「それを裏切った奴がいると」

「うん。要は両世界にとっての裏切り者。それを捕ほ縛ばくするために急きょ創設されたのが、ウチらの機関である『見えざる烙印』ってわけ。中セ央ン統ト合ラ樹ルが怪あやしいと睨にらんだ研究所をウチらが調査、アタリなら捕縛して中セ央ン統ト合ラ樹ルに引きわたす。あとそれに協力した召喚士を『向こう側』の世界に連行するってやり方」

　……完全に水面下での動きってわけか。

　おそらく理装執行者シミユレーターの京きよう花か、それに都市の制圧機動隊も知らないだろう。

　というのも、ネオリエたちに依い頼らいしていることを巡じゆん回かい部隊や理装執行者シミユレーターに依頼すれば、幻げん獣じゆうや新約召喚の存在を知る者が一気に増えてしまうからだ。

　──ようやく理解がいった。

　部外者であるネオリエが学園研究機関アカデミーに堂々と入りこみ、さらには校内のオペレータールームに干渉して自分を呼びだし、実験棟とうまで封ふう鎖さしてみせた。すべてはＳＩＲＥＮサイレン最高権力機関の後押しを受けているからこそできる芸当だ。

「つまり、あんたの背後にいるのは中セ央ン統ト合ラ樹ルそのものってわけか」

　目の前の彼女を睨みつけてミソラは告げた。

「まあね。中セ央ン統ト合ラ樹ルとしても、最初から幻獣や新約召喚の存在を知ってる『向こう側』の世界の人間に任せちゃえば気楽でしょ？　このやり方なら、何かミスをしでかしても中セ央ン統ト合ラ樹ル側は一いつ切さい痛手を受けないからね。自分たちには関係ないって」

「……で、そんなアンタがなんで俺のとこに来たんだよ」

「そこで最初の話に戻もどるのさ。もうすぐ第三衛星都市に運ばれてくる厄やつ介かい児じの話にね」

「暴イ君ド？」

「そいつがちょっと問題なんだよねえ」

　ふぅ、っと重苦しい溜ため息いきをこぼす別世界の召喚士。

「発端は、ＳＩＲＥＮサイレンに残されたアナスタシアの論文ノートの断だん片ぺん」

「……残ってたのか!?」

　ミソラがこの地を訪おとずれたのも、発端は師アナスタシアの手がかりを追ってのことだ。

　後ろに身を潜ひそめているフィアも同じ。

　だが師の消息は、ＳＩＲＥＮサイレンでもまったく手がかりを摑つかめなかった。

「記録の一部を、中セ央ン統ト合ラ樹ルがデータ復帰サルベージに成功した。いまは中セ央ン統ト合ラ樹ルの機密文書として厳重に保管されている。だけど人っていうのは好こう奇き心しんの塊かたまりだから。手を出すなって言われるとつい逆のことをしてしまう」

「先生の研究に手を出したのか？」

「そこまで大層なことじゃない。単に真似事をしてみただけさ。メモ書きとして残されていた記き載さい、バイオテスタと幻獣を混合させる『憑依体ハイブリツド』を創りだす。その真似事をね」

　ビクッと身じろぎする少女。

　背中に隠れているフィアが、密着するほど近い距きよ離りまで身体からだを寄せてきた。

「……憑依体ハイブリツド？」

「そう。中セ央ン統ト合ラ樹ルのデータを盗ぬすみ見た第四衛星都市の研究者がいてね、その実験に、『向こう側』の世界の裏切り者である召喚士が協力した。それが暴イ君ドってわけ。バイオテスタとして製造された三頭獣キマイラに、新約召喚した幻獣の三頭獣キマイラを強制的に憑ひよう依いさせることで両者を混ぜあわせた。さあここで問題。どうなると思う？」

「無理だ」

　迷わず、それこそ一呼吸の間すらあけずにミソラは答えた。

「先生の研究は容易に真似できるものじゃない」

「理解が早いね。暴イ君ドもそう、不完全なかたちで幻獣がバイオテスタに憑依して、互たがいが互いの精神世界を妨ぼう害がいしあう不安定な個体が生まれてしまった」

　真顔のままネオリエが首しゆ肯こう。

　腕うで組ぐみした恰かつ好こうで天てん井じようを見上げ、彼女は独り言のようにこう続けた。

「まったく手を焼かせてくれる。もともとうまくいくわけもないのにね。幻獣とバイオテスタの憑依体ハイブリツドだなんて。合体させれば強くなるとか思ったのかな」

「…………」

　そんな彼女のつぶやきに。

　ミソラは、反射的に口にしかけた言葉を胸の奥へと押し返した。




　──完フ成イ体アのことは知らないのか？




　不完全な憑依体ハイブリツドではなく完成された調和体ハイブリツド。

　神性幻げん想そう種しゆフィオラミリスを宿した天使型バイオテスタ「フィア」。

　だがフィアの場合は、それ以外にフィオラミリスを世界に召喚する方法がなかったからだ。神性幻想種フイオラミリスにとっても次世代新生物フイアにとっても、互いに互いを受け入れられる唯ゆい一いつの存在であることを互いに自覚している。

　通常の幻獣とバイオテスタのような関係ではない。それに何より──

　……できるわけないだろ。

　……そんな簡単に先生の真ま似ね事ごとが。

　ソレができるならミソラの方程式オムニスだって量産されている。そうと知らずにアナスタシアの研究の一部分だけを盗み見、模も倣ほうしようとして失敗したのが暴イ君ドなのだ。

「話はわかった。それで、俺に暴イ君ドを止めるのを手伝えって？」

　幻獣と新約召喚の存在を知っている。

　バイオテスタ鎮ちん圧あつの経験があり、かつ理装執行者シミユレーターでも制圧機動隊でもない。暴イ君ドを抑おさえこむ役として絶好の条件を満たしているからこそ白羽の矢が立ったのだろう。

　が──

「止める？　あれ、もうちょっと鋭するどいかと思ったんだけど」

　ネオリエの応えは歪ゆがんだ苦く笑しようだった。まるで、物わかりの悪い生徒を前に説明に悩なやんだ教師が見せる『なぜわからないのか』という苦笑。

「どういうことだ？」

「破壊するんだよ。そのバイオテスタを。あの可か哀わい想そうな獣はね、何度止めたって結局また暴走するってわかってる。鎮圧しても無む駄だだから」

「暴イ君ドを破壊っ!?」

　静せい寂じやくがおおう実験棟ロビー。

　人一人いない通路の奥へ、ミソラの叫さけび声が幾度も反はん響きようしながらも伝わっていく。

　──破壊。

　──それはバイオテスタの殺せつ生しようを意味する隠いん語ごだ。

「……っ」

　ぎゅっと背中側の制服をつかむフィアの手。

　その手が小刻みにふるえていた。

「ふざけるな、そんな簡単になに言ってんだよ！」

「なんで？　だってそうでしょ？　これ以上暴れて被ひ害がいを出さないために、中セ央ン統ト合ラ樹ルからも暴イ君ドの破壊許可が下りるのは当然で──」

「それがウソだって言ってんだよ！」

　怒ど気きを孕はらんだ声こわ音ねとともに、ミソラは両の拳こぶしを握にぎってみせた。

「お前らはただ、暴イ君ドに取り憑ついてる幻獣を回収したいだけだ。違ちがうか？」

「あれ？　今度は物わかりがいいんだね？」

　目を丸くするネオリエ。

　幻獣が憑依したバイオテスタ『暴イ君ド』。

　中セ央ン統ト合ラ樹ルとしてはそんな実験があったこと自体を大陸政府から隠かくしておきたいし、ネオリエたちにしても幻獣の存在が『こちら側』の世界に広がるのは避さけたい。

　そのための証しよう拠こ隠いん滅めつ。

　そのための暴イ君ド破壊作戦なのだ。

「幻獣は力を使いはたすと本も来との世界に戻るんだろ？　だから普ふ通つうのやり方じゃ幻獣をこっちの世界に留め置くことはできない。そうタカを括くくってたところに暴イ君ドって例外が出てきた。それがお前らの世界からしたら面白くない。それが本音だろうが」

「…………」

　スーツ姿の女性が、すっと目を細めてみせる。

「キミ、ちょっと危険な子だね？」

　空とぼけた表情から一転。

　あからさまな敵視と警けい戒かいをにじませた双そう眸ぼうで。

「ご想像のとおり。暴イ君ドに憑依した幻獣キマイラがずいぶん長いことこっちの世界に残ってしまってる。もちろん永遠になんていかないだろうけど、まあ幻獣キマイラは『ウチら側』の存在だし、早めに回収したい……けど」

　硬こう質しつのヒール音を響ひびかせて、彼女がさっそうと身をひるがえす。

「まったく中セ央ン統ト合ラ樹ルもいい加減だね？　聞いていた話とだいぶ違う。情報で釣つるだけ釣ってしまえば簡単に従えられる。そんなタイプの子じゃなさそうだ」

「ネオリエ、話は──」

「やっぱり止やめた。キミに手伝ってもらう計画は中止。……キミは鋭い。キミが将来的にＳＩＲＥＮサイレンの研究者になる可能性もあるわけだし、計画に同行させて幻獣の知識を与あたえすぎるのはマズそうだ」

　召しよう喚かん士としてのネオリエの評価。

　讃さん辞じであり、同時に敵対宣言でもある言葉だった。

「……ああ、あと最後に二つ忠告しておくよ」

　背を向けたまま彼女。

「一つ。キミが、あるいはキミに近い友人も含ふくめ、両世界の『繫つながり』に深入りすることはオススメしない。特に中セ央ン統ト合ラ樹ルの核かく心しんに迫せまるような真似は、君が想像している以上に危険だよ。決して触ふれてはいけない闇やみがそこに潜んでる」

「中セ央ン統ト合ラ樹ル……」

「そして二つ目。ウチの邪じや魔まをしないこと。でないとキミが痛い思いするよ？」

　上着のスリットから何かをとりだすネオリエ。

　新緑色の若葉。

　彼女の手に握られた一枚の木の葉に過ぎないモノが、自ら発光するように淡あわい緑色の光に包まれていく。無数の光の文字が螺ら旋せん状に渦うず巻まきながら円えん環かんを形成していく。

　──新約召喚の触しよく媒ばい。

「新約召喚!?　フィア、伏ふせろ！」

「第四位『緑の概がい念ねん』開放」




　──『Rh/ s hec ele Selah謳え　世界の扉』──




　ネオリエの掌てのひらから若葉がこぼれ落ちる。

　同時に、その新約召喚の触媒の真上に描えがかれた光の円環から、ミソラの胴どう体たいほどもある巨きよ大だいな濃のう緑りよく色しよくの蔓つるが無数に這はい上がってきた。

「っ、幻げん獣じゆうじゃない!?」

「うん、単なる植物。ウチの故郷で一番元気な古代樹の若芽」

　ただの蔓。だがそれが、あたかも増ぞう殖しよくするように膨ふくれあがって通路をうめつくし、さらに蛇へびのように蠢うごめきまわる。

「すぐ消えるから心配しないで。じゃあね？」

　蠢く蔓の向こう側。

　実験棟とうの非常扉とびらへとネオリエが遠ざかっていく。

「……ミソラ」

　無言を保っていたフィアが、背中側からおずおずと顔を出した。

「…………」

「わかってる。そんな暗い表情すんな」

　じっと見上げてくる天使型バイオテスタの少女。

　暴イ君ドの正体。それが自分と同じ、バイオテスタと幻獣の融ゆう合ごうしたものであることは当然にフィアにも聞こえていたはず。だからこそなのだろう。

　自分と同じ境きよう遇ぐうにあるバイオテスタの存在を知ってしまった。

　──その悲しき失敗体。

　それを破壊するというのがネオリエの狙ねらいであり、それを中セ央ン統ト合ラ樹ルも黙もく認にんしている。

「……お願いミソラ」

　背中側から少女が弱々しく抱だきついてくる。

「暴イ君ドっていう子のこと、助けてあげて。……その子、きっとわたしと同じなの。暴れてるのは……暴れたいからじゃない。怖こわくてたまらないから暴れてるだけだから」

「わかってる」

　掌が真っ白になるほど強く拳を握りしめ、ミソラは口にした。

「競争だな。俺とネオリエの……」

　ＳＩＲＥＮサイレンの外から輸送されてくる暴イ君ド。

　中セ央ン統ト合ラ樹ルとネオリエの目的は、それに乗じて暴イ君ドを破壊すること。

　一方で、そうとも知らない第三衛星都市は、その警備を自分や京花、そして無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターであるエリスに依い頼らいしたわけだ。

「ネオリエの口調だと、輸送の途と中ちゆうで暴イ君ドが暴れだすって踏ふんでるんだろうな」

　だとしたら彼女の狙いは当然に暴イ君ドの暴走時だろう。

　周囲の混乱に乗じて現れるはず。その彼女より先に、自分が暴イ君ドを鎮圧して保護する。それ以外に手だてはない。

「不完全憑依体ハイブリツド。先生の残した研究の、その不完全な再現結果がこれか……」

　じっと自分を見上げてくる金きん髪ぱつの少女。

　その彼女に寄りそわれるまま、ミソラはしずかに瞳ひとみを閉じた。

「ミソラ……」

「わかってる。止めるさ。止めるし、絶対に救ってやる。暴イ君ドなんて名前をつけられたバイオテスタだなんて、そんなの先生が望んだ結果じゃないからな」

　完全なる調和体を研究するなかばの不完全案。

　それを良しとしないからこそ、アナスタシアもまた自らの研究データを破は棄きした。

　だが中セ央ン統ト合ラ樹ルによってデータが復帰サルベージされ、結果として暴イ君ドという禁断の獣けものが生まれてしまった。

　──先生がいない今。

　──俺がそいつを助けなきゃ、誰だれが助けるっていうんだ。

「第二保健室に戻もどろう。ソナ教授から暴イ君ドの製造報告書レポート、もらってくる」

　フィアの肩かたに手をのせて。

「どんなバイオテスタなのか一から調べてみようぜ。何かわかるかもしれない」

「はい！」

　強くうなずく少女を連れて、ミソラは実験棟を後にした。
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　学園研究機関アカデミー・学生棟校舎裏──

　そこは生徒の姿も声もない、およそ喧けん噪そうという概念から無む縁えんな場所だった。

「…………」

　静せい謐ひつなる空間。

　校舎の陰かげになった場所で、鬱うつ蒼そうと茂しげる木立の一つによりかかり──

「……くやしい、な」

　一人、唇くちびるを嚙かみしめるのは赤毛の少女だった。

　端たん整せいな面おも立だちは悲しみと悔くやしさに歪み、目の端はしには一いつ滴てきのしずくさえうかんでいる。

「エリス……」

　少女──京花が脳のう裏りに描くのは、義姉にあたる無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーター。

　学園の誰よりも美しく、強く、生徒としての成績も常に学園上位である彼女。同学年の生徒からの推すい薦せんで評議会の副生徒会長まで務めている。

　まさに学園を代表する才女。京花から見ても、何一つ非の打ち所がない。

　……理装執行者シミユレーターとしても。

　……生徒としても、一つとして勝てるものが見あたらない。

　そして今日も。




〝エリス、あなたはレイ様を馬ば鹿かにした！〟

〝しょせんはⅠ級どまりの男です〟




　自分だけじゃなく、自分の尊敬する男ひ性とまで否定されて──

　でも、自分は何一つできなかった。

　今日の激げき突とつだって、何日も何日も一人で訓練して、作戦を練ったうえで挑いどんだつもりで、それでも最後まで彼女の余よ裕ゆうを崩くずすことはできなかった。
















「なんで、どうしてよ。……こんなに頑がん張ばってるのに……報むくわれないものなの？」

　下した唇くちびるを嚙みしめて、京花は自分の両手を見下ろした。

　──火傷やけどだらけの掌。

　──およそ年とし頃ごろの少女らしくない、ぼろぼろになった掌。

　自身の能力である『99パーセントの水』が生成する『[image: しーさん][image: えぬさん][image: えいちご][image: おーきゅう]ニトログリセリン』は、凄すさまじい爆ばく発はつ力を誇ほこる有機化合物だ。

　その爆風と高熱を浴びて、自分だけが無傷でいられるわけがない。

　激痛に堪たえながら、文字どおり血のにじむ訓練を積み重ねてきて、それなのに……




〝拳こぶしと張り手はどちらが好きですか〟

〝では張り手にしましょう。妾わたしが拳で殴なぐったら顔面を粉々にしてしまいますから〟




　……負けていた、と思う。

　あの時ミソラが止めてくれなかったら、何十人という観客の前で、自分は顔を真っ赤に腫はらして地面に倒たおれ伏していただろう。

　そんな辱はずかしめを受ける前に止めてくれたミソラ。

　本当はあの少年に礼を言うべきなのだ。冷静に戻ったいまあらためて思う。

　だけどあの場ではそれ以上に、エリスに対する激情が理性を上回って、そんな素す直なおな言葉なんか出てこなかった。それは、本当に申し訳ないと思ってる。

　……でも、今さらごめんなさいなんて言ったって。

　……アイツ、どうせ「大したことしてないって」って言うだけだし。

　だから、せめて次回があれば謝ろう。

　次回こそは。

「…………」

　濡ぬれた目の端を指先でぬぐい、大きく深呼吸。

「……あー、ダメよ京花！　なにこんな悲観的になってるの！　こんなとこでヘコんでたら、いつまでたってもレイ様の相棒になんかなれないじゃない！　反省会終わり！」

　自分に言い聞かせるために、あえて大声で口にした。

「今日も特訓よ、特訓！　強くなって、それでエリスをあっと驚おどろかせてやるんだから！」

　拳を握にぎりしめ。

　京花は、静まりかえる校舎裏を後にした。
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　赤毛の少女が遠ざかっていく。

　その光景を、一人、校舎の屋上から見下ろして──

「……相変わらず単純な思考ですね。京花」

　吹ふきすさぶ風。

　制服をゆらす風に銀ぎん髪ぱつをなびかせながら、エリス・アーセナルは微かすかに口にした。

「ですが、今はそれでいい。その目的が妾わたしを超こえるというもので何一つ問題ない」

　怜れい悧りな灰色の双そう眸ぼう。

　その奥に、底知れぬ複雑な感情をにじませて。

「強く在りなさい。この先も理装執行者シミユレーターとして生きたいのであれば、貴女あなたに必要なものは紛まぎれなき強さ。精神こころも肉体からだも、その成長の伸のびしろは貴女次し第だいなのだから」

　なびく横よこ髪がみをさっと手ではらう。

　ただ一言そう告げて、無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターは優ゆう雅がに身をひるがえした。

「強さに意味を求めるのは、その後でも遅おそくない」




　　　　２




　夜の帳とばりがＳＩＲＥＮサイレンを静かに包みこむ。

　第三衛星都市第９区画。

　雨雲はおろか小さな雲の欠片かけらすら見あたらない夜色の天上。またたく星明かりの下もとで、民家やマンションの窓からこぼれる明かりも一つまた一つと消えていく。

　そんな夜ふけに──

『およ？　ミソラどうしたの、そんなしかめっ面つらで論文なんか読んじゃって』

　キッチンから現れるディーネ。

　いまは遅めの夕食を終えての後片付けをお願いしていたところだ。

「あれ？　もう食器洗い終わった？」

『フィアにお手伝いしたいって言われたの。今日から夜ご飯の後の食器洗いはフィアのお仕事。で？　なになにその論文？　面おも白しろいの？』

　バイオテスタの中でも、精せい霊れい型と妖よう精せい型は特に好こう奇き心しん旺おう盛せいな種として知られている。

　妖精型は人間の子供が遊ぶ玩具おもちやや目新しいものを好み。

　その一方で精霊型は、学者が読むような学術書にも興味を示す。ディーネもしかりだ。

『研究論文？』

「いや、バイオテスタの製造報告書レポート。学校でソナ先生からもらったやつ」

　リビングのソファーに腰こしかけながら、ミソラはぶ厚い報告書レポートを掲かかげてみせた。

　暴イ君ドの製造報告書レポート。

　製造元である第四衛星都市から大陸政府へ、その大陸政府からＳＩＲＥＮサイレンの制圧機動隊に資料として提供され、最終的にミソラの手に渡わたったものだ。

『次のバイオテスタの鎮ちん圧あつ用資料？』

「まあそんな感じ。まだ流し読みだけど」

　バイオテスタの組織構造から知能レベル、各種筋力値、特筆事じ項こう。

　実験暴走などあらかじめ暴走する該がい当とうバイオテスタが判明している場合には、研究元から事前に提供されることがある。

『へえ。三頭獣キマイラが原存在モチーフのバイオテスタ？　ああ、例の暴イ君ドね。見た感じ、頭が三つある黒くて大きなライオンよね。ミソラが真しん剣けんに報告書レポート読んでるってことは強いの？』

「それなんだけど、一つ気になってるのが──」

　呼び鈴インターホン。

　来訪者をしめす電子音がリビングに鳴りひびいた。一いつ般ぱん家庭が消灯していくこの夜ふけだが、こんな時間だからこそ思いあたる人物が一人だけいる。

『俺だ』

「やっぱりレイレイか、遅いって……」

　リビング脇わきの映像機付きインターホン。その液えき晶しよう画面に映しだされたのは、夜色の背景と同化する色のコートを羽織ったⅠ級理装執行者シミユレーターだった。

「わざわざ俺ん家ちまで来たのか」

　扉とびらを開ければ、片手にブラックの缶かんコーヒーを手にしたレイベルト。

「……ていうか寝ね起おき？」

「いま起きた。お前の伝言も確かく認にんした」

　ネオリエからの話を受けてすぐ、レイベルトの認証ライセンスに残しておいたメッセージの件だろう。伝言を残したのが昼間だからもう六時間以上前のことになる。

「さすがの夜行性……」

「用件は二つ。お前が伝言に残していた暴イ君ドの件。そして例の天使の件だ」

　玄げん関かん先さきで、わざわざ背後へふり向いて人ひと影かげを確認する理装執行者シミユレーター。

　そんな彼が取りだしたのは銀色に輝かがやく認証ライセンスだった。

「以前に伝えたことだが、認証ライセンスを介かいしての通信は中セ央ン統ト合ラ樹ルの電子情じよう報ほう網もうに記録されている。認証ライセンスを使っての会話には気をつけろ」

「それでウチに来てくれたんだ？　ならリビングで話す？」

「ここでいい。ただし扉は閉めさせてもらう」

　ミソラは玄関の通路。

　その一方で、黒の理装執行者シミユレーターは玄関口に立ったまま。

「まずはお前が管理している天使の件だ」

　天使型バイオテスタであるフィア。

　その精神世界の奥に、さらにもう一つ神性幻げん想そう種フィオラミリスの精神世界が眠ねむっているという話まではレイベルトにも伝えてある。

「本日早朝、中セ央ン統ト合ラ樹ルの生体保安管理局に出向き、福音機関について警けい戒かいを促うながしてきた。稀き少しような天使型バイオテスタを狙ねらう外部組織がいるという名目でだ。とはいえ、考えられる対応は制圧機動隊の巡じゆん回かいが増えることくらいだが」

「……ありがと。それだけでも十分だ」

「とはいえ最終的には、やはりお前自身が天使を守りぬく覚かく悟ごが必要になる。中セ央ン統ト合ラ樹ルの危機管理室に預ける気がないというのなら──」

　通路の奥。

　リビングの方をちらりと見やってレイベルトが嘆たん息そく。

「結論から言おう。その天使、お前の学園研究機関アカデミーに通学させろ」

「やっぱソレが一番？」

「青の第三相ネツクザールがお前の顔を知っている。奴やつらがその気になればこの家もすぐに特定され、お前が留守の時を狙って押し入られることは想定しておけ」

　背後の扉をコンと叩たたく理装執行者シミユレーター。

「鍵かぎを何重にしたところで無む駄だだ。幻げん獣じゆうの力で扉ごと破は壊かいして押し入ってくる」

「……それで学園研究機関アカデミーてわけか。そうだよなやっぱ」

「制圧機動隊の拠きよ点てんが近いうえ、学生とはいえ理装執行者シミユレーターの有資格者八人を擁ようした巨きよ大だい組織だ。さらにお前と同世代の生徒が二〇〇〇人もいるのであれば」

「木を隠かくすなら森ってか」

「抑よく止し力りよくとしては最適の場所といえる。一つ課題が残るとすれば──」

「放課後。たとえば俺やレイレイがバイオテスタの鎮圧に向かっている時だろ？」

　無言でうなずく理装執行者シミユレーター。

　たとえ日中にフィアを学園研究機関アカデミーで匿かくまっていたとしても、その帰宅後が問題なのだ。予期せぬバイオテスタ暴走に関して招集命令が下った場合、自分がバイオテスタの鎮圧に向かう時にはどうしても彼女を家に残してしまうことになる。

　そこを福音機関に狙われればどうしようもない。

「お前の支し援えん役として天使を登録させ、同行させる手段はある」

「それは俺も考えたんだよ。でも……」

　苦々しい面持ちでミソラは首を横にふった。

　……バイオテスタの暴走した姿なんて、本当は見ないに越こしたことないんだ。

　……見たって辛つらい思いになるだけだから。

　仮に、家で飼っている子犬が突とつ如じよ荒あれくるいだしたら、その子犬を飼育している家族はショックを受けることだろう。元の優やさしい子犬に戻もどってほしい。こんな姿なんて見たくないと願うはず。バイオテスタの暴走も同じだ。

「フィアにはさ、そういう光景あまり見せたくないんだ……」

　フィアは天使型バイオテスタだ。

　自分の同どう胞ほうが暴走している姿を見せるのは、酷こくなものがある。

　──それはミソラも同じ。

　──師と共に初めて暴走バイオテスタを目にした日は、その苦く悩のうで眠れなかった。

　バイオテスタを愛しているからこその苦悩。

　同じ思いをフィアにさせたくない。だからこそ暴走バイオテスタの鎮圧に同行するという考え自体、まだ彼女に話せていなかった。

「どうすればいいかなってさ」

「そこは天使本人に聞くしかないだろうな。後で意思確認をしておけ」

　レイベルトがうなずいた直後。

　──パリン、と硬かたいものが割れる音。

　そこから間をおかず、リビングでディーネの慌あわてた声が響ひびいてきた。

「なんだ？」

「……へいき。たぶん、フィアが皿を落としたんだと思う」

　額に手をあててミソラは苦く笑しようした。

「俺たちの会話、聞こえたんだよ。バイオテスタの聴ちよう覚かくいいから」

　思わず聴きき入っていたのだろう。

　自分の話題になって、夢中で聴き入るあまり、洗いかけの食器を落としてしまったと。

「なるほど。なら、ちょうどいまの話題にかかわる話をする。大陸政府から輸送されてくる暴イ君ドの件。輸送日は明後日あさつての正午になる」

「ずいぶん早くない？」

「いつ暴走するかわからない個体だ。大陸政府としても早く手放したいだろうからな。そしてお前の懸け念ねんどおり、あの個体は幻獣との憑依体ハイブリツドで間ま違ちがいない」

「そっか……」

　暴イ君ドが憑依体ハイブリツドであるという情報源はネオリエのみ。

　まだ彼女が重要な情報を隠していることも考えられたからこそ、情報の正確性を求める意味でレイベルトに確認をとったというわけだ。

「レイレイは参加できない？　いると心強いんだけど」

「難しい。第三衛星都市の決定で無ゼロ級きゆうに本件の依い頼らいがいってしまった以上はな」

　淡たん々たんと告げるⅠ級理装執行者シミユレーター。

「今回の暴イ君ド輸送に際して指揮を執とるのが無ゼロ級きゆうのエリス・アーセナルだ。おそらく彼女が指揮する理装執行者シミユレーターも、その大半が彼女に従順な理装執行者シミユレーターで占しめられているはず。そこに俺が参加したところでろくな役目は与あたえられないだろう。ならばいっそ、お前が単独で参加した方がいい」

「……そっか。ソナ先生も似たようなこと言ってたけど」

　つい重苦しい吐と息いきをこぼしてしまう。

「ちなみにレイレイは、その日は？」

「俺は別件の依頼が入った。暴イ君ドの件に参加できない以上、そちらに参加する。馴な染じみの研究所からの依頼だから無む下げには断れない。夕刻までには片付くだろうが」

「わかった。暴イ君ドの方は俺が何とかする」

「期待する。話は以上だ」

　短くそう告げて背を向けるⅠ級理装執行者シミユレーター。

　扉を開け、夜の大気に溶とけこむように遠ざかっていく。その姿を見送って──

「……あとはフィアだよな」

　自分に言い聞かせるつもりでミソラは口にした。

　足早にリビングへ。

　そこには予想どおりというべきか、椅い子すに座ってじっとこちらを見上げる彼女。

　ただし一つ予想外だったのが──

「あの、ええとどうしてホットケーキ？」

「……ミソラに、わたしの最後のホットケーキあげます！」

　まるで自分の全財産を差しだすような苦く渋じゆうの面おも持もちで、メイプルシロップのかかったホットケーキを皿ごとさしだす金きん髪ぱつの少女。

「冷蔵庫の奥に最後の一皿だけ隠してました」

「……腐くさるって。まあそれはさておき、いったいどうしてさ」

「あ、あの……だから、わたしもミソラについていきたいです！」

　カタッ、と小さく音を立ててフィアが立ち上がる。

　強い意志を感じさせる青の双そう眸ぼうで。

「玄関での話、わたし、台所で聞いてました」

「……暴イ君ドの件だよな」

「暴走バイオテスタを鎮しずめる話、ミソラがわたしのこと気き遣づかってくれるの嬉うれしいです。たしかに自分と同じ仲間が暴れているのを見るのは辛いし、ミソラと一いつ緒しよにいっても、わたし、戦う力なんてなくて隅すみっこに隠れているだけかもしれないけど……」

　下した唇くちびるを嚙かみしめて。

　胸に左手をそえ、少女は一言一言、ふりしぼるように言葉を続けた。

「明後日の件だけは、どうしても同行させてほしいんです。……わたしと同じ境きよう遇ぐうの、ある意味、わたしのせいで犠ぎ牲せいになったような子だと思うから」

「それは考えすぎじゃないか？」

「だとしても、見て見ぬふりは、やっぱりできません」

　精せい一いつ杯ぱいの微び笑しよう。

　気き丈じように振ふる舞まってみせるそんな姿が、逆に彼女を誰だれより儚はかないものに感じさせて──

「それに、知りたいから」

「知りたい？」

「お母さんの研こ究とをです。わたし、お母さんと一緒にいる時はそれがどんな研究かもわかってなくて、ただ漠ばく然ぜんとバイオテスタの研究をしてる人なんだなって思ってました。ＳＩＲＥＮサイレンに来て、そして逃にげてる間もよくわからないままで……」

　テーブルの上。

　ぶ厚い研究報告書レポートの束にそっと手をそえる少女。

「でも、わたしも、ただ単純にお母さんに会いたいんじゃなくて、お母さんのこともっと知りたいって思いました。お母さんが『わたし』を創つくった意味も、フィオラを『わたし』に宿した意味も、自分自身で確かめたいんです。……ミソラと一緒に」

「そのために暴イ君ドにも会いに行きたい、か」

「危険なのは覚悟してます。……怖こわいけど、それで怯おびえてたらお母さんの描えがいてた理想の世界も、いつまでたっても見えてこない気がするから」

　宝玉めいた蒼あおの瞳ひとみがじっと訴うつたえかけてくる。

「だから、お願いします」

「…………」

　対し、ミソラはすぐには返事ができなかった。フィアが真しん剣けんに考えた結論だからこそ、自分も真剣に考えつくすことで応こたえたい。そう思っての沈ちん黙もくだ。

「あ、あのミソラ！」

　それを否定の意味と解かい釈しやくしたのだろう。

　フィアの方はやや焦あせり気味の口調で、ぐっとテーブ越ごしに身を乗りだして。

「わ、わかりました。それならわたし、ミソラのお肩かた叩たたきします！」

「いやいや、子供の親孝行じゃないんだし」

「その……恥はずかしいですけど、またわたし、お風ふ呂ろでミソラの背中も流しますから！」

「……勘かん弁べんしてくれ」

　頭に手をあてて、ミソラは心の底から疲つかれた息をはきだした。

「わかった。わかったよ。とにかく京花に話してみる。フィアも一緒に行くって」

「っ！　ホントですか！」

　実験棟とうで見せたフィアの生物バイオ発ルミネ光ツセンス。フィオラミリスの規格外な光量は別にしても、あれほどの光を瞬しゆん時じに発生できるなら目め眩くらましには十分すぎる。

　いざとなれば飛行もできる、となればフィアも自分の身だけは守れるはずなのだ。

「……で、あとは京花への連れん絡らくか」

　第二保健室での話しあいでは、ソナ教授からの依頼を京花が受けることで話が決まった。つまり今のまま暴イ君ドの輸送現場に自分が行っても部外者扱あつかいされるだけ。

「京花に頼たのんで、まず俺が京花の支援役ってことで登録してもらうと。そのうえでフィアを俺の支援役ってかたちにしてもらえばいいか」

　通信機能付き認証ライセンス。

　が、どれだけ発信コールを鳴らしても彼女が通話に出る気配がない。

「もう寝ねちゃったんでしょうか」

「いや、訓練中だと思う」

　学生服を羽織って、ミソラはフィアを手招きした。

「行こう。なるべく今日のうちに話をつけといた方がいいだろうし」

「？　えっと、どこへです？」

「理装執行者シミユレーターの訓練施し設せつ。京花が毎日通ってるとこだよ。ディーネ、留守番任せたから」

　そう告げて、ミソラはフィアを連れて家を飛びだした。




　　　　３




　第７区画──

　第三衛星都市でもっとも小さく、そして異質なエリアの一つだろう。民家は一つとして存在せず、かわりに広大な敷しき地ちを有した研究施設がいくつも並び立っている。

　その中の、さらに中心部。

　ドーム形の巨きよ大だい建造物が、夜の暗くら闇やみのなか煌こう々こうと明かりを放っている。

「……大きな施設ですね」

　正面扉とびらの前で建物を見上げるフィア。

「ここに京花さんがいるんですか？」

「十中八九な。アイツの家ここから近いし、夜は毎日ここで訓練してるから」

　理装執行者シミユレーター限定の特とく殊しゆ訓練施設。

　正確にはその養成所。中セ央ン統ト合ラ樹ルにおいてＮ因子施せ術じゆつを受けた者が、その能力を使いこなして理装執行者シミユレーターの資格を得るまでの訓練機関だ。

　資格を得てからも、本人の意志次し第だいで訓練ルームを使うことはできる。

「わたしたち入ってもいいんですか？」

「見学ってだけならな。部屋を使うことはできないけど」

　正面扉から内部の受付ロビーへ。

　何十席分の椅い子すと巨大な円形受付所が目の前にあり、この夜ふけにもかかわらず、自分たち以外にも十人以上が受付に並んでいたり、待合い席に座っている。

「よお、華蓮カレン久しぶり。いま京花っている？」

「久しぶりですねミソラ」

　顔の目元までを覆おおう機械帽ぼうをかぶった小こ柄がらな少女。

　灰色のスーツの上に白衣を羽織った彼女が、手元の端たん末まつですばやく入力して。

「アリスベル・イア・京花──現在、施設三階のＧルームを使用、施せ錠じよう中です」

「そのルームキー貸してもらってもいい？」

「構いませんが、一応、危険であるとは警告しておきます。彼女の能力は知っているでしょう。爆ばく風ふうに巻きこまれても自己責任でどうぞ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。さ、行こうぜフィア」

　白衣の受うけ付つけ嬢じようから真しん鍮ちゆう色のルームキーを受けとり、ミソラは昇しよう降こう機を指さした。

　訓練施設三階。

　真っ白な天てん井じよう、そして真っ白な床ゆかと壁かべ。清潔感ある色味だが、逆に味気ないともいえる通路。窓がないのは理装執行者シミユレーターの情報がそこから盗とう撮さつされるのを防止するためで、天井には常に複数台の監かん視しカメラがフロア内を監視している。

「すごい、徹てつ底ていして情報管理してるんですね……」

「バイオテスタと並んで中セ央ン統ト合ラ樹ルの最重要機密みたいなもんだから。理装執行者シミユレーター自体、ＳＩＲＥＮサイレンの外にはほとんどいないっていうし」

　自分の真後ろにぴたりと寄りそうフィア。

　彼女の歩調に合わせながら通路を進み、その先にある部屋を視線でうながした。

「で、Ｇルームだったっけ。扉あけるからフィアは少しさがってて」

「え？」

「京花の奴やつ、訓練中だからな。扉開けた途と端たんに爆風と炎ほのおに巻きこまれることもあるから」

　フィアを下がらせて、自分は扉の前に立つ。

　受付嬢の華蓮カレンから受けとったルームキーを認識装置に差しこむや、ぶ厚い機械扉が上下左右、四つのパーツにわかれて開いていく。

「あ、京花さんいました！」

「張りきってるっぽいな。明後日あさつての任務に備えてか」

　半径二十メートル四方の円形ルーム。

　天井には埋うめ込こみ型の照明が煌々と輝かがやいて、床はアスファルトの上に細かい砂をしきつめている。壁は耐たい衝しよう撃げき板を何枚も重ねて出来ている。

　その訓練場で。

「はっ！」

　自じ慢まんの赤あか髪がみをなびかせて、高々と宙に舞まう理装執行者シミユレーターの少女がいた。

　学園研究機関アカデミーの運動着用ショートパンツに、肩かたが剝むきだしのタンクトップ姿。その両手に握にぎっているのは、昼間のエリス戦でも見せた小さなビリヤードボールだ。

　天井を超速で飛ひ翔しようする円盤クレー。

　散さん弾だん銃じゆうなどの射しや撃げきで撃うちおとすために設定されたソレが、京花が手首のひねりだけで投じる投とう擲てきで次々と撃ちおとされていく。と同時──

　轟ごうッ、と猛もう烈れつな爆ばく音おんを立てて、その円盤クレーが真っ赤な炎と爆風に包まれた。

「爆発!?　え、どうして……？」

「そういやフィア、京花の『爆ばく弾だん』見るの初めてだっけ」

　空中で爆発し、無数の欠片かけらになって飛散する円盤クレーを呆ぼう然ぜんと見つめるフィア。

　三射台トリプルトラップ。

　一つの射台からそれぞれ三つの円盤クレー。計九つが発射されるが、それも全すべて虚こ空くうでビリヤードボールに撃ちぬかれ、爆炎をまとって消しよう滅めつする。

「あのボールって火薬が入ってるんですか？」

「いや、あれは普ふ通つうのビリヤードボール。爆発してるのは、ボールの表面に塗ぬってある無色透とう明めいの液体爆弾な」

「液状……？」

「それが『二次世代型』の理装執行者シミユレーターの能力なんだって。せっくだから本人に話してもらえるといいんだけど。……おーい京花、こっちこっち」

　声を張り上げて手をふる。

　ややあって、アスファルトの地面に着地した京花が、ようやくこちらにふりむいた。

「ミソラ？　どうしたのよこんな場所。それに……フィアまで？」

「気づくの遅おそいって。ちょっと話があって来たんだよ」

　言って、ドリンク入りのボトルを放ほうり投げる。

　一階のロビーに設置された自じ動どう販はん売ばい機きで買ってきた手て土産みやげだ。

「へえ、気がきくじゃない」

　顎あご先さきから滝たきのような汗あせを流しながら、そのボトルを受けとる京花。

「……で、何よ。こんなところに来たんだから急ぎの件でもあるんでしょ？」

「まあそうなんだけど。それより先にさ、フィアに、お前の爆弾の説明してやってくれない？　あと二次世代型と一次世代型の理装執行者シミユレーターの違ちがいも。お前、ちょうどその件でエリス先せん輩ぱいとぶつかってたじゃんか」

「興味あるの？」

「気になります！」

　好こう奇き心しん旺おう盛せいな瞳で力強くうなずくフィア。

　そんな少女に、京花は受けとったドリンクボトルの蓋ふたに手をあてて。

「要はこういうこと」

　ぼんっ、と小さな火花が破は裂れつ。

　その爆風に圧おされ、ドリンクの飲み口を塞ふさいでいた蓋が弾はじけ飛んでいく。

「え？　え？　すごい！　ど、どういうことですか!?」

「そんな大したことしてないわよ」

　フィアの素す直なおな反応が面おも白しろかったのか、京花もわずかに口元をやわらげて。

「それでフィアは、理装執行者シミユレーターについてどこまで知ってるのかしら」

「……え、えっと。『Ｎ因子』施術を受けていることと、それで重反応加速アクセルと可逆生成パラダイムを使えることと」

　指を折りながらしどろもどろに答える天使型バイオテスタ。

「……それくらいです」

「十分じゃない。結局はそれがすべてだもの」

　にこりと笑えむ京花。

「理装執行者シミユレーターになるには、バイオテスタの構成素子でもあるＮ因子を人間に適合させる手術が不可欠なの。でも全員が受けられるわけじゃないわ。適合率25％以上のスコアでないと手術は受けられない。それで、それを受けた後に使えるようになるのが、いまフィアの言った可逆生成パラダイムよ。これが理装執行者シミユレーターの力の源みたいなもの」

　可逆生成パラダイム──それは体内の化学反応を使用者の意志で操あやつること。

　毒の分解反応を促そく進しんさせれば解げ毒どくになり、バイオテスタの攻こう撃げきで負傷した場合には血小板と血漿凝固因子フイビリノゲンを大量生成して止血するなど応用は幅はば広ひろい。

「重反応加速アクセルは別ですか？」

「あれも勘かん違ちがいされやすいけど、厳密には可逆生成パラダイムの応用ね。可逆生成パラダイムで、体内のＡＴＰ生成と神経衝撃インパルス伝導の二つの反応に干かん渉しようするの。でもこれ、別々の生化学反応を同時かつ精確に加速しなきゃいけないから習得がやたら難しいのよ」

　ドリンクを口にしながら、京花。

「重反応加速アクセルって暴走バイオテスタと戦う時には絶対必要だから、これだけ特別に名前がついてるってわけ。それ以外……たとえば解毒や止血とか痛覚遮しや断だんとかを可逆生成パラダイムって呼ぶのが一いつ般ぱん的よね。ここまでは大体知ってるんだっけ？」

「……えと、ミソラにも教えてもらいました」

「じゃあその続きね。つまり二次世代型と一次世代型の違いとか」

「は、はい！　それです！」

「それはＮ因子適合率の差よ。個人差もあるけど、適合率25％から44％までが一次世代型で、45％から上が二次世代型。私が言うのも何だけど、二次世代型は稀き少しようよ。数もそうだし、付ふ随ずいする固有の力も一つ一つ違うから」

　ぽんっ、と彼女の指先にともる小さな火花。

　規模こそ違うが、先ほど円盤クレーを破は壊かいしたのと同じ爆発現象だ。

「二次世代型と一次世代型の差がコレ。理装執行者シミユレーターの可逆生成パラダイムって、人間の体内で自然発生する生化学反応しか干渉できないと思われていたわ。でもつい近年、二次世代型って呼ばれる理装執行者シミユレーターだけが、人間の体内では発生しないはずの化学反応も可逆生成パラダイムで操作できることが判明したの。二次世代型だけができる可逆生成パラダイムだから『第二可逆生成パラダイム』。何のひねりもない名めい称しようだけどわかりやすいでしょ。それで私が干渉できるのが、この[image: しーさん][image: えぬさん][image: えいちご][image: おーきゅう]ニトログリセリンていう有機化合物の生成反応」

「……ニトログリ……セリン？」

「爆弾よ」

　ダイナマイト──史上もっとも有名な爆薬の、その素もととなる物質こそ[image: しーさん][image: えぬさん][image: えいちご][image: おーきゅう]ニトログリセリン。

　無色の液体であるこの物質を体内で生成し、自分の水分と混ぜあわせて体外に排はい出しゆつする。これが京花の固有能力『99パーセントの水』の正体だ。

　第二可逆生成パラダイムには、京花同様、その作用ごとに固有の能力名がつけられている。

「あとはコレを手当たりしだい塗りたくればいいの。さっきみたいにビリヤードボールに塗りつければ、そのままボールが爆弾になるってわけ」

「はー……それで円盤クレーが爆発したんですか」

　すっかり感心の面持ちのフィア。

「すごいです。こんな訓練を毎日、そんなに汗びっしょりになるまで頑がん張ばって」

「汗じゃないんだけどな」

「え？」

「フィア、一応言っておくけど今の京花に触さわらない方がいいかも」

　タンクトップ姿の京花を視線でしめし、ミソラは首を横にふってみせた。

「爆発するから」

「え？」

「京花の汗に見えるのは汗じゃなくて、全部その液状爆弾なんだよ」

　タンクトップからしたたり落ちるほどの汗。

　その正体は[image: しーさん][image: えぬさん][image: えいちご][image: おーきゅう]ニトログリセリンが含ふくまれた無色透明の液状爆弾そのものだ。うかつに彼女に触ふれようものなら、その衝撃に反応した液状爆弾がその場で爆発してしまう。

「さすが抱だきつかれたくない危険な女子ランクトップ３入り……」

「う、うるさいわね！　爆発なんかしないわよ！」

　赤面しながら京花が叫さけぶ。

「普ふ段だんは能力だって抑おさえてるし、こうやって訓練して爆弾生成した時も、ちゃんと専用の化学繊せん維いタオルで拭ふいてるから問題ないわ。私はいたって安全なのに、それをミソラが誇こ張ちようするから去年の学園祭でとんでもない不ふ名めい誉よ称しよう号ごうが──」

　したたる汗（に似せた液状爆弾）をぬぐう彼女。

　直後、ボン、と小さな破裂音とともに京花が無数の火の粉に包まれた。

「京花さんが自爆っ!?」

「……ほら見ろ。言ったそばから」

　もともと京花のＮ因子適応率は恐おそろしく高い。

　第二可逆生成パラダイムの反応規模とその能力の強さゆえに、いまもまだ京花自身にさえ完全にはコントロールできてないのが悩なやみの種だ。

「京花さん、平気ですか？」

「……けほっ。だ、大だい丈じよう夫ぶよ。普段は平気なんだけど集中力が落ちたりすると能力が抑えきれなくて。それで勝手に暴発するから、訓練もこうした場所じゃないとできないの。何より髪の毛が煤すすだらけになっちゃうし、服もボロボロに──」

　煙けむりに巻まかれながら手をふる赤毛の少女。

　ボロボロの穴あきになったタンクトップに、その内側の下着まで焦こげたことで、色白のスレンダーな上半身が裸同然になっていた。

　控ひかえめながら形のととのった双そう丘きゆうに、折れそうなほど細い腰こしのくびれ。したたり落ちる汗に濡ぬれたうなじから脇わきにかけてのラインも、何とも言えない色いろ香かに満ちている。

　京花の訓練では日常茶さ飯はん事じの光景。

　だがあいにく、今日にかぎってはこの場に異性となる少年が同席していて──

　……あれ？

　……これ、もしかして俺まずいんじゃないのか？
















　呆然としたまま自らの露あらわな上半身と、そしてミソラとを交こう互ごに見やる京花。

　そして──

「い、いやぁぁぁぁっっっ!?　ミソラのバカ！　破は廉れん恥ち、最低！　こんな恥はずかしい姿、レイ様にだって見せたことないのに！」

　真っ赤な顔であわてて胸むな元もとを隠かくす少女が、悲鳴にも似た絶ぜつ叫きようをあげた。

「こんな姿見られて、もうお嫁よめにいけないじゃない！　どうしてくれるのよ！」

「ま、待て京花!?　落ちつけ！　違う、俺は悪くない。ていうか能力を抑えきれない自分に問題があるべきだと冷静になって考え──」

「い、い、か、ら、部屋から出て行きなさいって言ってるのよ！」

「だからって爆弾ボール投げつけるんじゃねえよ!?　危ないにも程ほどがあるだろ!?」

　京花の投げるビリヤードボールを避よけながら、ミソラは訓練ルームから飛びだした。




　少年が部屋から立ち去って。

「……もう。あのばか」

　京花は、ボロボロになったタンクトップを脱ぬぎさった。

　一いつ糸しまとわぬ上半身。贅ぜい肉にく一つない腹部のくびれに、日々の鍛たん錬れんで鍛きたえられた体つき。その立ち姿は、フィアが思わず見とれるほど美しく気品に満ちていた。

　……今日のエリスとの喧けん嘩か、止めてくれたのお礼を言おうとしたのに。

　……全然、そんな雰ふん囲い気きじゃなくなっちゃったじゃない。

「京花さん、服は？」

「抜ぬかりはないわよ。こんな自爆いつものことだもん」

　小さな自じ嘲ちようとともに京花が鞄かばんから取りだしたのは、学園研究機関アカデミーの女子制服だ。手早く着がえ、乱れた髪かみを手て櫛ぐしでさっと整える。

「京花さん、ちょっと動かないでください」

「ん？」

「顔、煤すすだらけになってます」

　手持ちのハンカチで京花の頰ほおを拭ぬぐってやる。煤もそうだが、床にしきつめた砂が濛もう々もうと立ちこめていたこともあり、それが顔に付着して砂まみれの煤まみれだ。

「はい！　これで綺き麗れいになりました！」

「あ、ありがと」

　思いがけぬ天使型バイオテスタの行動に思わず赤面してしまう。人なつこいバイオテスタは数多いが、ここまで人間そっくりな笑顔で迫せまられると、たとえバイオテスタとわかっていても妙みように気き恥はずかしい気分になるものだ。

「すごいですね。ミソラが、京花さんは毎日ここで練習してるって」

「……努力しなきゃいけないのよ。私みたいな凡ぼん人じんはね」

　自嘲気味に肩かたをすくめてみせる。

「私に血の繫つながってない義姉がいるって話、第二保健室で聞いてたわよね」

「エリスさんていう無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターの人ですか？」

「天才よ。本当に、理装執行者シミユレーターになるべくして生まれた天才なの。義姉エリスはね」

　学園研究機関アカデミーにおける最上級生。

　その基き礎そ的な能力の高さもそうだが、真に特筆すべきは彼女固有の第二可逆生成パラダイムにある。

　ゆえに無ゼロ級きゆう。

　ＳＩＲＥＮサイレンにおける最強の五名。その名を知らぬ理装執行者シミユレーターは存在しないだろう。

　──勉学も運動も、幼い頃ころから義姉には何一つ勝てなかった。

　──理装執行者シミユレーターとしても。

「可お笑かしいでしょ。出来の良すぎる義あ姉ねは無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーター。もちろん学園研究機関アカデミーでもそんなの一人。なのに義妹わたしは、いつまでたってもⅡ級から上がれない」

　そう口にする赤毛の少女の微び笑しようは……

　バイオテスタであるフィアにとっても、それが決して楽しいからではないことは容易に想像できた。もう笑うしかない。ありとあらゆる事を尽つくし、それでも願いかなわず敗れた者のみがたどりつく感情の行く末だった。

「でも……京花さん、こんなに、ヘトヘトになるまで頑張ってるのに」

「ああこれ？　大したことないわよ」

　手にできた火傷やけどの跡あと。

　それを隠すように、京花は自分の手を背中側に回した。

　……でも、いまさら隠したって意味ないかしら。

　重反応加速アクセルの連続使用、さらには第二可逆生成パラダイムの使用もそうだ。どんなに快活な表情をつくってみせたって、そこに疲ひ労ろうが色いろ濃こく浮うきでているのは隠せない。

　だからこそフィアもここまで心配してくれているのだろう。

「あの、でもわたし、京花さんすごいと思うんです！　いまⅡ級ですよね。理装執行者シミユレーターはⅢ級からだから、もうすでに一つ昇しよう級きゆうしてるってことだろうし──」

「してないわ」

「え？」

「二次世代型に認にん定ていされた理装執行者シミユレーターはⅡ級が出発点なの。そして最高位である無ゼロ級きゆうも、同じように二次世代型だけに与あたえられる特別階級なのよ」

　一次世代型はⅢ級から始まり、最高位がⅠ級。

　二次世代型はⅡ級から始まり、最高位がⅠ級の上の無ゼロ級きゆうまで存在する。

「でも、それっておかしいと思わない？」

「え」

「だって、どうしてそんなに二次世代型を優ゆう遇ぐうするの？　始点スタートが違ちがうのは、それはまだいいわ。第二可逆生成パラダイムを使えるぶん二次世代型の方が最初は優ゆう秀しゆうだもん。でも一次世代型だってすごい人はたくさんいる。レイ様もそうよ、Ⅰ級だけど実力は無ゼロ級きゆうにだって劣おとらないはずなのに。でも一次世代型っていうだけでⅠ級が終点ゴール。どんなに頑がん張ばっても無ゼロ級きゆうになれない。そんなの間ま違ちがってると思わない？」

「…………」

「っ。ご、ごめんなさい。バイオテスタのあなたに言ってもしょうがないわよね」

　感情を一気に吐はきだした自分に気づき、あわてて京花は顔を背そむけた。

　けれど金きん髪ぱつの少女は──

「いいんです。わたし、聞きますから。京花さんが話してくれること嬉うれしいです」

「……嬉しい？」

「はい。だってそれは京花さんのすごく大切なお話ですよね。だからわたしも、ちゃんと理解できるかはわからないけど一いつ生しよう懸けん命めいお話聞きたいです」

　フィアは、満面の笑えみをうかべてそう言った。

「ね？」

「……あなた、もしかしてすごく性格いい子？」

「？」

「いや、何でもないわ」

　バイオテスタとその管理者は似るというが、ここまで性格が似ているのも珍めずらしい。

　──無心の善意。

　──エリスとの喧嘩を止めてくれたミソラも、そんな感じだし。

「あの、あとレイ様って誰だれですか？　わたしそれだけよくわからなくて」

「レイベルト・レイ・ラクシズ。ミソラから名前聞いてない？」

「あっ、たぶんわかりました！　ミソラが『レイレイ』って言ってる人ですよね！」

　明るい表情で手をたたくフィア。

「その人が、何か？」

「…………」

「あっ、言いたくなければいいです！　わたし気になったことあるとすぐ聞いちゃうから。図ずう々ずうしかったですよね、ごめんなさい」

「……私の憧あこがれの人よ」

　消え入りそうな声で、Ⅱ級理装執行者シミユレーターの少女はぽつりと口にした。

「十歳ちょっとの頃にＮ因子施せ術じゆつを受けて、それで二次世代型に該がい当とうすることがわかったの。でもまだ小さい時だし、何もわかってないくせにただそれだけで自分は偉えらい、自分はすごいって勘かん違ちがいして一次世代型の理装執行者シミユレーターを見下してたわ」

「いまと逆……？」

「ええ。それで当時の指導教官の話もろくすっぽ聞かないで、正式な理装執行者シミユレーターの資格もないのにバイオテスタの暴走に立ちむかったの」

　天てん井じようを見上げる。

　ふりそそぐ照明の光に、眩まぶしさを感じながら。

「……死にかけたわ。第二可逆生成パラダイムの発動に失敗して、身体からだの中で液状爆弾が破は裂れつした。身体中の筋肉も血管もズタズタ。意識も朦もう朧ろうとして、でも暴走バイオテスタが襲おそってくるのだけはわかって、あの時は本当に、怖こわくて涙なみだが止まらなかった」

「でも、いまも京花さんは無事で──」

「そんな私を助けてくれたのが、そこに駆かけつけてくれたレイ様だったの。バイオテスタを一いつ瞬しゆんで鎮ちん圧あつして、私を救急医療施設メデイカルセンターに運んでくれた」

　澄すみきった眼まなこ。

　ただただ純じゆん粋すいに、思い人を追う少女の姿がそこにはあった。

「ね？　レイ様は一いつ般ぱん人の救出感覚で私のこと覚えてくれてないだろうけど、私にとっては何より大事な思い出。二次世代も一次世代も関係ない。私にとってあの人は世界最高の理装執行者シミユレーターだから」

　中セ央ン統ト合ラ樹ルによる明確な世代わけ、そして階級わけ。

　そんなもの彼はまるで気に掛かけない。

　ただまっすぐ、ひたむきに理装執行者シミユレーターとしての義務を遂すい行こうしている。

「どんなに強い暴走バイオテスタにだって臆おくさない。そして私も含ふくめ、本当にたくさんの人を助け続けてる。だからやっぱり……大好きで、それに尊敬してる。恰かつ好こういいんだもん。あの人みたいになりたいって思うし、だからこそ認めてもら────」

「うわぁぁぁぁぁん、京花さんっ！」

「っ!?　って、ちょっとどうしたの!?　な、なによ急に!?」

「わたし……わたし感動しました！　京花さんの努力と思い、全力で応おう援えんします！」

　感かん涙るいにむせぶフィアに力いっぱい抱だきしめられた。

「今度ばかりはミソラが悪いと思います。京花さんからレイレイさんを奪うばうだなんて！」

「っ！　そ、そうよね！　やっぱりそう思うわよね！」

「はい！」

　がっしりと熱い握あく手しゆをかわし、少女二人はすっかり意気投合したのだった。




　その五分後。

「だめですミソラ、レイレイさんの心を京花さんから奪うだなんて！」

「意味わかんねぇよ!?　俺とレイレイはまったくもって普ふ通つうの仕事仲間だし！」

　ふたたび部屋に戻もどるなり、ミソラは頭を抱かかえるはめになった。

　京花の着がえが終わるまで妙に時間がかかるとは思っていたが、まさかフィアとそんな話で盛りあがっていたのは予想外だ。

「……ったく、結局まだ肝かん心じんの話もできてないってのに」

「暴イ君ドの件でしょ」

「あれ？　フィアから聞いたのか」

「こんな夜よる遅おそくに二人して来るんだったら、思いあたるのなんて限られてるわよ」

　通学鞄かばんを肩にかつぐ京花。

「で、具体的にはどうしたいわけ？　言っとくけど私、もうソナ先生に頼たのんで依い頼らいの登録すませちゃったから。いまさらミソラに譲ゆずれないわよ」

「申しん請せいはお前のままでいい。ただ、俺も戦せん闘とう支し援えんで任務に参加させてもらえない？　京花が上司で俺が部下。あとさらにお願いすると、フィアも一いつ緒しよに頼むよ」

「え？」

　さすがに予想外だったのか、目を丸くして自分とフィアを交こう互ごに見る京花。

「……あなたも？」

「はい！　通信支し援えんに徹てつしますから。お邪じや魔ましませんから！」

　ぺこりと会え釈しやくするフィア。

　戦闘支援と通信支援。優秀な理装執行者シミユレーターが同行させることの多い補助要員だ。Ⅱ級理装執行者シミユレーターとはいえ、その二役を連れること自体は形として様になる。

「まあいいわ。ただしちゃんと私の命令を聞くこと。それが条件よ？」

「任せとけって」

「そうねじゃあ早さつ速そく。今朝エリスに取られた朝の購こう買ばい限定の焼きカレーパン、確保するの手伝ってちょうだい。明日あしたの朝七時に校門前に集合ね」

「……お前、支援ったって任務の時だけだって。パンくらい自分で手に入れろっての」

　さも当然とばかりにおねだりしてくる京花に、ミソラは小さく溜ため息いきをついた。







　フェーズ４「天使と理装執行者シミユレーター」
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　次世代新生物統合研究特区、通つう称しようＳＩＲＥＮサイレン。

　陸りくの孤こ島とうあるいは陸の牢ろう獄ごく。

　エリア全域が巨きよ大だいな鋼鉄の壁かべで取り囲まれ、外部──すなわち大陸との繫つながりは上空を除けば東西南北に四つの扉とびらしか存在しない。これはバイオテスタに関する情報が物理的に外へ流出しないため。そして一方で、ＳＩＲＥＮサイレンで発生した暴走バイオテスタの脅きよう威いが、大陸側へとおよばないための措そ置ちとされている。

　それが、いま。

　大陸政府側からバイオテスタが逆輸入されるという史上稀まれに見る事例が発生した。

　──三頭獣キマイラ。

　ＯＦＦオフ化合物の蓄ちく積せきなしで暴走をくり返す奇き妙みような個体。

　その異常な暴走頻ひん度どと暴走時の脅威から、与えられた通称が『暴イ君ド』だった。




　午前十時。

　第三衛星都市・第３区画。

「第１区画の検問所から連れん絡らくがあったわ。暴イ君ドを乗せた装そう甲こう車が西の大審門を通過。大陸から第三衛星都市に入ったらしいわ」

　認証ライセンスの液えき晶しよう画面を操作しながら、リーダー役の京きよう花かがそう告げた。

「ミソラのは？」

「ちゃんと俺にも同じ情報来てる。こっからが気合いの入れ時だろうし」

　認証ライセンスを胸ポケットに収めてミソラはうなずいた。

「フィア、そういうわけだから」

「は、はい！」

　緊きん張ちようと必死さのいりまじった表情で手を上げるフィア。

「わたし何すればいいですか！」

「昨日言ったとおりよ。装甲車がこっちにたどりつくまで待機ってこと」

　答えたのは京花だ。

　こちらも緊張を帯びた顔つきではあるが、それは使命の重要さを理解したうえでの緊張であって、決して不安から来るものではないのだろう。

　ちなみに京花もミソラも、服装はいつもの学園研究機関アカデミーの学生服を着用している。

　制圧部隊が軍事服で統一されていることから、それと見分けのつく恰好であれば服装に制限はない。

「第１区画の検問所から第３区画のここまで、装甲車でおよそ一時間。万が一の時を考えて、民家から離はなれた専用輸送路を経由して運んでくるはずなの」

「……ええと、それでこの研究所に収容すれば任務完かん了りようなんですよね」

　フィアが見上げるのは、第３区画でもっとも大規模なバイオテスタ総合研究所だ。

「ミソラ、わたしたちここで待ってるだけですか？」

「今はな。だから天気に恵めぐまれてよかったよ。これが冬の豪ごう雨うとか豪雪の時期はホント地じ獄ごくみたいな環かん境きようだから」

　天頂から地上を照らす太陽。

　陽ひをさえぎる雲は一つとしてなく、見上げた空はどこまでも深い青に満ちている。

「なにせ、こんな大道路の真正面だし」

「後ろには研究所で、前は道路だけですね。周りに家もないですし」

「逆にそういう場所だから輸送先に選ばれたんだろうけどな」

　目の前にはアスファルトで舗ほ装そうされた大道路。

　第１区画の検問所から続く高速道路だが、およそ三時間前から一般車両は通行禁止になっている。かわりに車道に立つのは重装備の制圧機動隊隊員たちだ。

　頭上からの日ひ射ざし。

　さらには道路からの照り返しで相当な気温になっているはずなのに、顔色一つ変えずに機き関かん銃じゆうをかつぐ姿はさすが鍛たん錬れんの賜たま物ものだろう。

「そうするとわたしたちは……」

「暴イ君ドがここに着いた後。装甲車から降ろして研究所に収容する時が一番危険ていうのが暴走バイオテスタの通例だから。もちろん睡すい眠みん弾だんで眠ねむらせてるはずだけど」

　稀にいるのだ。

　輸送中に目を覚まし、車両の扉を開けた途と端たんに飛びだして荒あれくるう個体が。

　今回の京花やミソラ、そして無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターであるエリスが警備にあたっているのはその万が一を警けい戒かいしてのことになる。

　……だとして、今のうちに考えておくべきことがあるとすれば。

　……いざここで暴イ君ドが暴れだした時と、どこかに隠かくれてるはずのネオリエのことか。

「京花、エリス先せん輩ぱいっていまも作戦本部のなかだっけ？」

「そうじゃない？　制圧機動隊の指揮も兼かねてるから、そっちの隊長たちと一緒でしょ」

　やや憮ぶ然ぜんとした面おも持もちで京花が後方を指さしてみせる。

　研究所と併へい設せつする仮設建造物プレハブ。この作戦のために制圧機動隊が用意したもので、総指揮であるエリスをはじめ彼女の率いる理装執行者シミユレーターたちが集まっている。

「……んー」

「どうしたのよミソラ。そんなぼんやり空見上げちゃって」

「いや、昨日も一晩考えてたんだけどさ、最悪のケースって何だろうな。まず暴イ君ドが外に飛び出して暴れだすのが前提条件。あとは、たとえば主力のエリス先輩と取り巻きの理装執行者シミユレーターたちも近くにいない。たとえば研究所の中で待機してる場合だ。そうすると頼たよりは俺たちと制圧機動隊だけになる」

　こちらを見上げる京花。

　彼女に対し、ミソラは車道の隊員たちを視線で指ししめした。

「さらに制圧機動隊の発はつ砲ぽうがことごとく通じないパターン。そうなると残りは俺と京花、フィアだけだよなって考えてた」

「待って、制圧機動隊の発砲が通じないってどういうこと？　あの隊員たちが持ってるのって大おお型がた獣じゆう型バイオテスタ用の鎮ちん圧あつ弾だんよ。頭に当てればゾウだって気絶するのに」




「当たりませんよ。一いつ斉せい射しや撃げきしても空を切るだけです」




　そう言ったのは──

「……エリス」

「京花、あなたは暴イ君ドの製造レポートに本当に目を通したのですか？」

　陽に輝かがやく銀ぎん髪ぱつをなびかせた長身の少女。

　学園研究機関アカデミーただ一人の無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーター。彼女もまた恰かつ好こうこそ普ふ段だんの制服だが、その手には一ひと振ふりの真しん剣けんが握にぎられている。

「よ、読んだわよ！」

「なるほど。では、熟読した上であの脅威を理解できないと。ますます救いようがない」

　溜息を隠そうともしない義姉エリス。

「なによ、どういうこ──」

「京花、それにフィア」

　京花が言い終えるより先。

　声を張りあげる彼女、そして後ろで首をかしげている金きん髪ぱつの少女へと、ミソラはポケットから取りだした硬貨コインを一枚ずつ放ほうり投げた。

「……お小こ遣づかいですか？」

「なに？　これでジュースでも買えっていうの？」

　疑問口調ながらもそれを両手で受けとる二人。そんな彼女たちに──

「いま俺が投げた硬貨コイン、二人とも空中で手にとったよな」

「はい」

「それがどうしたのよ」

「じゃあさ、いま俺が投げたのが生クリームのでっかい塊かたまりだったらどうしてた？」

「？　どういう意味よ」

「どんな行動をとるかの質問。いまの硬貨コインみたいに受けとめてたかってこと。別に生クリームじゃなくてアイスクリームでもチョコレートの塊でもいいから」

　無言で顔を見合わせる京花とフィア。

　しばらく考えたその後に。

「避よけるわ」

「食べます」

「……しまった、投げるものがまずかった。いや、まあフィアの答えは想定外だったけど、京花の『避ける』っていうのが俺の想定どおりでよかった」

　後ろ頭をかきながらミソラは苦く笑しようで返事をした。

「いま二人とも、俺が何を投げるかによって行動パターン変えたよな。硬貨コインなら受けとめるけど、生クリームの塊なら受けとめると手が汚よごれるから避けるって判断だ」

「……食べるのはだめですか」

「ま、まあそれでもいいよ。頼たのむからそんな悲しい顔で言うなって」

　しょんぼりと肩かたを落とすフィアに手をふってみせる。

「いいか、脊せき椎つい動物に共通することだけど人間の目ってのは解像能がとにかく高い。デジタルカメラとかテレビとかで何百万画素ピクセルって表現あるだろ。要はそれだけ精せい緻ちにモノを認にん識しきできる。いまの質問も同じことで、俺が何を投げたかを正確に『視みる』ことで、それに応じた反応行動を取るわけだ」

「それくらい知ってるわよ。……学園研究機関アカデミーの生物学で習ったもん」

　やや釈しやく然ぜんとしないながらも首しゆ肯こうする京花。

　そんな彼女の目を正面から見すえ、ミソラは静かに言葉を続けた。

「暴イ君ドはこれとまったく逆だ」

「え？」

「暴イ君ドは全部避ける。俺が投げたのが硬貨コインだろうが生クリームの塊だろうが一いつ切さい関係なく、反射的に回かい避ひ行動をとる可能性が高い。それも恐おそろしく速い反応速度でだ」

「どうして？　目が悪いってこと？」

「それは半分正解で半分ハズレ。正解は──」

「暴イ君ドの目が、画素ピクセルという解像能を犠ぎ牲せいにしたうえで、反応速度すなわち時間分解能に特化した設計になっているからですよ」

　淡たん々たんと二の句を継ついだのは銀髪の理装執行者シミユレーター。

「空間対象を精緻に把は握あくすることはできないものの、接近してくるモノに対して圧あつ倒とう的てきな速度で反応する『眼め』を持つ生物。京花、わかりませんか？」

「……っ、昆こん虫ちゆうの複眼!?」

　自分の言わんとしたことに気づいたらしく、京花が反射的に声を上げた。

　画素ピクセル数わずか一万未満の「粗あらい」世界。

　数百万画素ピクセルにもおよぶ人間の「精緻」な空間世界と対照的に──

　実に人間の十倍以上の時間分解能によって映画のコマ送りが止まって見える眼を持つ生物が存在する。それが羽虫を代表とする一部の昆虫たち。

　その応用型である神経系を組みこまれたものこそバイオテスタ『暴イ君ド』なのだ。

「なぜ制圧機動隊が、無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターである妾わたしに本件を依い頼らいしたのか」

　トン。

　鞘さやに収められた長大な刀の先せん端たんを、路面につけるエリス。

「要するに、銃じゆう弾だんが当たらないのですよ」

　ボールが投げられれば受けとめるし、それが手しゆ榴りゆう弾だんであれば避ける。空間解像能の高い人間は、『何が飛んできたか判断する』ことで、複雑かつ柔じゆう軟なんな対応をとることができる。

　暴イ君ドは違ちがう。『何が飛んできたか判断できない』からこそ避ける。避けるしかできないかわりに、その反応速度は人間を圧倒的に超ちよう越えつする。

「さらに言えば、どの方向からの射しや撃げきに対しても同じです。暴イ君ドには死角というものすら存在しないのですよ」

　大型肉食動物の両眼視野、およそ百二十度。

　暴イ君ドの両眼視野もそれに近い数字だろうが、問題はこのバイオテスタが三頭獣キマイラを原存在モチーフとしていることだ。一つの頭部が百二十度の視界を把握し、それが三首によって三百六十度、すなわち死角が存在しない。

　──無類の反応速度と死角なき空間認識能力。

　それがミソラ、そしてエリスが暴イ君ドの製造レポートから予測した性能だ。

「機関銃の一斉射撃であっても回避されるでしょうね。つい先ほど制圧機動隊の隊長にも話をしましたが、暴イ君ドが暴走した場合には妾わたし一人で相手をします。京花、あなたは手を出さないでください。足手まといですから」

「っ、エリス！　それを言いにここまで来たってわけ……」

「認証ライセンスに通信を入れても、あなたが素す直なおにそれを読むとは思えませんからね」

　くるりと背を向ける銀髪の少女。

「そしてミソラ、あなたに話があります」

「俺？」

　こちらの返事を待たずに歩きだす銀髪の少女。

「……フィア、ちょっとここ頼む。京花から離はなれるなよ」

「わかりました！」

　手を上げて返事をする天使型バイオテスタ。

　それを横目にうなずいて、ミソラはエリスを追いかけた。




　歩くこと数分。

「ここでいいでしょう」

　エリスが足を止めたのは、高速道路脇わきの植しよく栽さい。

　大人二人ほどがかろうじて入れる木こ陰かげで、周囲には制圧機動隊の目もない。

「……で、エリス先輩の話って？」

「聞きたいのは一つだけです。妾わたしがいるとわかっておきながら、此こ度たびの件、なぜ依頼を受けたのですか」

　ひたりとこちらを見すえる銀髪の理装執行者シミユレーター。

「────」

　バイオテスタ暴イ君ド。それが幻げん獣じゆうとの不完全憑依体ハイブリツドであること、そしてさらにソレを狙ねらって並行世界の組織『見えざる烙らく印いん』が動いていること。

　それは、エリスの知らない水面下での話だ。

　……怪あやしいと感じたのか？

　……今回の件で、理装執行者シミユレーターでない俺が介かい入にゆうしてきたことに。

「いや、俺は単に生活資金を稼かせぐためで──」

「義妹キヨウカのことです」

　内心の思おも惑わくがまったくの見けん当とう違ちがいであったこと。それにミソラが気づいたのは、エリスが小さく嘆たん息そくしたのを見てからのことだった。

「あなたは京花とクラスメイトでしたね。そして本任務では、京花の戦せん闘とう支し援えんとして登録されている。彼女が任務を受けた動機も聞かされているのではないですか？」

「それでこんな場所か」

　制圧機動隊の警備位置から離れた場所を選んだのは、それが彼女の個人的事情プライベートにかかわる事こと柄がらだからなのだろう。

「といっても京花の思惑について予想はつきます。大方、今回の任務で功績をあげて妾わたしを見返してやろうと考えているのでしょう？」

「……それ、俺からだとすごく言いづらいんですけど」

　悩なやんだあげく、苦笑いで肩をすくめてみせる。

　おそらくエリスの考えで間ま違ちがいない。

　とはいえそれを面と向かって言えるほど、自分もエリスと京花の関係に深くかかわっているわけではない。しばしば姉し妹まい喧げん嘩かを仲裁する程度だ。

「俺よりエリス先せん輩ぱいの方が、そこらへんの事情は詳くわしいんじゃないのか？」

「……うまい返し方をしますね」

　冷ややかな微び笑しようでこちらを見つめる先輩女子。

「まあいいでしょう。その件は妾わたしの胸だけに留とどめておきます。あと暴イ君ドの暴走時」

「手を出すなって？」

「──と、京花に強く伝えてください」

　陽ひをさえぎる木陰で。

　長大な刀を携たずさえる無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターが見上げるのはここではない、どこか遠い場所だった。

「今回のバイオテスタは、あの子にはまだ荷が重い。……哀あわれな子。妾わたしと己とを比べる必要などない。ただ自分の道のみを見続ければいいものを」

　憂うれいを帯びたそのまなざしは。

　数多あまたの感情が複雑にからみあった深い灰色に輝かがやいていて。

「……エリス先輩？」

「長話が過ぎましたね。妾わたしは本部に戻────」

　そう告げる彼女の認証ライセンスが突とつ如じよとして振えだしたのは、その時だった。続けざまにミソラの認証ライセンスも点てん滅めつし、液えき晶しよう画面にたった一文を映しだす。




『輸送バイオテスタ、逃とう走そう』




　その一文で──

　エリスは握にぎる刀の柄つかに力をこめ、ミソラは両手の拳こぶしを握りしめた。

「作戦本部。妾わたしです、状じよう況きよう説明を。……そんな、装そう甲こう車の拘こう束そくを引きちぎって脱だつ走そう？　バカな、暴イ君ドの製造報告書レポートから筋力値を計算し、絶対に脱出できない拘こう束そく錠じようを用意していたのではなかったのですか。睡すい眠みん弾だんから目覚めるのも早すぎます……はい、わかりました。いずれにせよ三十秒以内に本部へ向かいます」

「先輩」

「失礼します。いまのを聞いていたでしょう、貴方あなたと話している猶ゆう予よは──」

「京花が通信に出ない」

　液晶画面に表示された通話先が見えるよう、ミソラは認証ライセンスを前に突つきだした。

「……なんですって？」

　焦あせりと怒いかりとが入りまじった声こわ音ね。初めてだった。氷のごとき感情と態度とで知られる無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターが、ここまで自分の表情を露あらわにしたのは。

「あの子、まさか……」

　言うまでもない。考えられることは一つだけだ。

　暴イ君ドの追つい跡せき。

「でもどうやってバイオテスタの逃走位置を？」

「第一報の発信源だよ。連れん絡らく元が第２区画北側の警備にあたってる制圧機動隊からだから、逃走場所はその近くだって見当つけたんだと思う。輸送バイオテスタは全部足首に発信器がついてるから、近づいてからはその発信位置をたどればいい」

「……なんという。こういう時だけ迷いがない」

　奥歯を嚙かみつぶすエリス。

　そんな彼女に背を向けて、ミソラは上着をひるがえして走りだした。

「待ちなさい、勝手な行動は──」

「俺が京花を追わなかったら、誰だれがアイツに追いつけるんだよ！」

「っ」

「暴イ君ドが暴れて被ひ害がいが出る前に取り押さえる。京花も同じこと考えてるはずだ。先輩は急いで本部へ！　第２区画周辺に対して片かたっ端ぱしから避ひ難なん命令を出してくれ！」

　彼女が何かを叫さけぶが、それは走る風鳴りで聞こえなかった。

　事態は一刻を争う。

　暴イ君ドが拘束を引きちぎって装甲車から脱出したことが、ミソラの懸け念ねんを現実へと変えた。

　──不完全憑依体ハイブリツド。

　──憑依した幻獣・三頭獣キマイラによって、暴イ君ドのあらゆる能力値が強化されている。

　製造報告書レポートに幻獣のことは一いつ切さい記き載さいがない。

　つまり拘束具も睡眠弾も、バイオテスタとしての理論値だけを計算して用意されていた。幻獣の憑依による強化が計算されていなかったからこその脱走。

　そしてまずい。京花もまた、暴イ君ドがただの暴走バイオテスタとしか思っていないはず。

「フィア!?　フィア、どこだ！」

　当初の配備地点を見回して声をはりあげる。

　そこで待っていたはずの金きん髪ぱつの少女の姿が、どこにも見あたらなかった。

「フィア──」

『あ、あの……ミソラ、聞こえますか？』

　学生服のポケットにしのばせた携けい帯たい端たん末まつから。雑音ノイズがひどく音声が聞き取りづらいが、その声は紛まぎれもなくフィアのものだった。

　認証ライセンスを持たないフィアに、万が一の通信用にと買い与あたえていたものだ。

『京花さんが、暴イ君ドが輸送の途と中ちゆうで逃にげだしたって聞いた途と端たんに走りだして……』

「だと思ったよ。それでフィアは？　いまどこだ？」

『京花さんを追いかけてます。現在地点は……ええと、いまちょうど第２区画に入ったところです』

「もう第２区画!?　いくら何でも早すぎないか！」

　京花は重反応加速アクセルを使用している。けれどフィアは違ちがう。肉体的には人間より強靭ではあるが、それでも理装執行者シミユレーターの重反応加速アクセルに追いつけるものではない。

「いまどうやって追いかけてる？」

『上空からです。あ、でも大だい丈じよう夫ぶですよ。わたしの姿、見られないようにしてます。翼つばさの発光の応用です。六枚の翼のうち二枚で身体からだを繭まゆみたいに覆おおって、やってくる光を吸収して波長を分ぶん析せきしてから、それとまったく同じ波長を反対側に向けて発光してるんです。なので周りから見ればわたしが透とう明めいになった感じです。地上から見上げても青空しか映りません……えと、お母さんの受け売りですけど』

「光学迷めい彩さいか。すごいな、そこまで考えて翼の設計がされてたのか」

　低視認技術ステルス──これがもし、他の天使型バイオテスタのように『羽う毛もうの生えた白い翼』であれば、この発光機能による迷彩は実現できなかっただろう。フィアの翼が蝶ちようのように透すきとおった蒼そう碧へき色であることに、まさかここまでの意味があったとは。

「結構マジメに驚おどろいた。やるなぁ」

『そ、そうですか！　え……えへへ。そう言ってもらえるとわたしも嬉うれしいです』

　通話器の向こうでフィアが声をはずませる。

「天使型バイオテスタだってことさえバレなきゃ大丈夫だから、そのまま京花を追いかけてくれ。フィアの端たん末まつ位置はわかるから、俺もすぐに追いつく」

『はい。でもこれには致ち命めい的てきな弱点があって……」

「弱点!?　なんだ、ヤバイやつか!?」

『空飛ぶの、すごくお腹なかすくんです。もうＡＴＰの消費がひどくてひどくて。せっかく溜ためた貯蔵多糖グリコーゲンぜんぶ使っちゃうかも』

「……追跡続けてくれ。ディーネにホットケーキ焼いといてもらうから」

『チョコとホイップクリームつきでお願いします！』

　元気な返事とともに通信が切れる。

　問題はあいかわらず自宅の食費だが、それを考えてる猶予はない。

「……あと、できるとすれば」

　フィアとの通話用端末をしまい、今度は認証ライセンスによる通信を開く。

　──レイベルト・レイ・ラクシズ。

　そう表示されたⅠ級理装執行者シミユレーターの画面を食い入るように見つめるものの、それも数秒と経たたずして、ミソラは自ら通信を遮しや断だんした。

「くそ、やっぱりダメか。別件の依い頼らいがあるって言ってたし」

　彼が受けた依頼先もこのすぐ近くのはずだった。

　場所とタイミング次し第だいでは、自分が駆かけつけるより先に京花たちに合流できる可能性もある。そんな一いち抹まつの願いだったが、現実はそううまく出来てはいない。

　……エリス先輩はおそらく動けない。

　……指揮本部が第３区画にある以上、総指揮官が下手に動けば指揮系統が乱れる。

　図はからずも想定した最悪のシナリオに近い状況だ。

「待ってろ二人とも」

　拳を握りしめ、そして車道を走りだす。

　第２区画のその先へ。フィアの通信端末が伝えてくれる位置情報だけを、頼たよりに。

「必ず追いつく。それまで無事でいてくれよ……」




　　　　２




　第三衛星都市・第２区画南側。

　バイオテスタ暴イ君ドが拘束具を引きちぎり、装甲車の扉とびらを破は壊かいして脱走した。その第一報が通知されてから約三十分。

「……ポイントは、この先のビル群ね」

　したたる汗あせをぬぐいさり、京花は認証ライセンスに映しだされた映像を睨にらみつけた。

　暴イ君ドに取りつけられたバンド状の発信装置。睡眠弾で眠ねむらせ、装甲車に乗せる際に研究員が取りつけたものだ。これさえ追っていけば暴イ君ドのおおまかな位置は特定できる。

　──そして鳴りひびく緊サ急イ警レ報ン。

　おそらくはエリスの指揮によるものだろうが、京花が第２区画に到とう着ちやくした時にはすでに、近きん隣りん施し設せつの住民と研究者たちによる一いつ斉せい避ひ難なんが始まっていた。

「といっても、ここはほとんど研究関連のビル群だし、一いつ般ぱん人は少ないかしら？」

　暴走バイオテスタの脅きよう威いを熟知しているからこそ隔かく離りシェルターへの避難も早い。高層ビルが立ちならぶ公道においても人ひと影かげは皆かい無むだ。

「追跡開始、ね」

　と。

　歩きだした京花の後ろから、誰かが駆け足で迫せまってくる気配。

「だ、だめです京花さん！　あの……、暴イ君ドは本当に危険だから一人で行かないで！」

「フィア!?」

　思わず目を疑った。

　第３区画でミソラを待っているかと思った金髪の少女が、重反応加速アクセルで走ってきた自分にいつの間にか追いついてきていたのだ。

「どうしたのよ。ていうか、どうやって追いついてきたの！」

「あ、あの……わたし天使型バイオテスタですから」

「飛んできたってわけね？」

　背中に翼らしきものは見あたらないが、その翼が収納可能であることは京花もミソラから聞いている情報だ。

「一応聞くけど、どうしてついてきたの？」

「で、ですから暴イ君ドは本当に危険で──」

「わかってるわよ。でもね、そんな危ないバイオテスタを放置しておく方が危険なの」

　踵きびすを返して無人の公道を足早に進んでいく。

　その横にならび、こちらをじっと見つめてくる天使型バイオテスタ。そのまなざしは、何かを決心したように緊きん張ちように満ちていて。

「……わかりました。ならわたしもついていきます。わたしの位置情報はミソラがわかるから、二人で一いつ緒しよにいればミソラも京花さんの位置を辿たどってこられるはずです」

「いいけど、ミソラが来る前に終わらせるわよ」
















　言って、京花は目の前を指さしてみせた。

　コンクリート壁へきに囲まれた研究施し設せつ。固く閉じられていたはずの鉄の扉が、何か強力な外部衝しよう撃げきをうけて大きく拉ひしげている。

「これ、暴イ君ドが……？」

「この研究所に逃げこんだので間ま違ちがいなさそうね。そうだ、これ持ってて」

　自分の認証ライセンスをフィアへと手て渡わたす。

「その画面の光ってるのが暴イ君ドの現在位置。足首についてる発信器よ。研究所の内部だと電波受信が悪いから正確性に欠けるけど、動きがあれば逐ちく一いち教えて」

「はい。でも京花さんが持たなくても？」

「私は両手を開けておきたいの。さ、行くわよ」

　暴イ君ドが突とつ破ぱしたであろう扉の隙すき間まをくぐり、巨きよ大だいな研究所の敷しき地ちへと足を踏ふみいれる。

　──芝生しばふに残った巨大な足あし跡あと。

　芝生が地面ごとえぐりとられ、痛々しい大地の傷跡が研究所の入口へとまっすぐに続いている。その先には、強化ガラス製の自動ドアが粉々に砕くだかれた光景が。

「……でも、どうしてこんな建物の中に？」

「暴走個体によくある性質よ。防衛反応で暗くて密閉された空間に身を潜ひそめようとするの。で、こうして逃とう走そう後に身を隠かくして追つい跡せきをふりきった個体が、放ほう浪ろうバイオテスタって呼ばれるわけ。とはいえ、図ずう体たいデカイ相手だと追跡しやすくていいわ」

　発信器に頼るまでもなく、通路にまで暴イ君ドの爪つめ痕あとがはっきりと残されている。

　緊サ急イ警レ報ンの鳴りひびく無人の研究所。

　その一階を、暴イ君ドの残した足跡をたどりながら進んでいって──

「京花さん!?」

「……これは、ちょっと面めん倒どうくさいかも」

　二人が足を踏みいれた先には、巨大な培ばい養よう槽そうがいくつも並ぶ光景が広がっていた。

　バイオテスタの飼育用。幼生まで育てた個体を成体にまで成長させつつ、ここで人語を含ふくむ複雑な判断能力を育成することになる。

「研究所じゃなくて、バイオテスタの培養試験場だったわけね」

　──問題は。

　──無数の培養槽がことごとく割られているということ。

　暴走による逃走の際、暴イ君ドが破壊してまわったのだろう。

　室内の床ゆかいっぱいに飛びちったガラスの破は片へんと培養液。そこに、肝かん心じんのバイオテスタの姿はない。部屋の外に脱だつ出しゆつした可能性が高い。

「知能未調整のバイオテスタはまだ人間を人間と認にん識しきできないわ。暴走というわけじゃないけど、防衛本能で襲おそってくることがある。知ってるわよね」

「……はい」

「ならいいわ。ついてくるなら用心なさい」

　培養液の散った床面を伝って先の通路へ。天てん井じようの照明はいまも煌こう々こうと明かりを放っているが、それと対照的に通路は不気味なほどの静けさに満ちている。

　その対照性コントラストが逆に恐おそろしい。

「十字路です……」

「左に曲がったみたいね。そのまま追うわよ」

　床の傷跡もそうだが、培養槽を破壊した時の水すい滴てきが如によ実じつにそれを教えてくれる。しかもこの水滴の乾かわき具合……この通路を通ったのもそう前のことではないはず。

「だいぶ近い──」

　京花が言いかけた刹せつ那な、視界の端はしで何かが動いた。

　ぴちゃっ。

　十字路の右側。完全に自分たちの死角となっていた側の扉が開き、そこから薄うす緑みどり色の鱗うろこをした陸上歩行の水すい棲せい型バイオテスタが。

　大海蛇シーサーペントにも似た体型だが、決定的に異なるのは発達した胸むなビレと尾おヒレだ。平たく大きな尾ヒレは陸上を歩行するためのものであり、身体からだの側面にある胸ビレは先せん端たんで二つに分かれ、モノを摑つかめるように自在に動かせる。

「深サ海ハ魚ギ人ンです！」

「……培養槽に入ってたのはコイツらってわけね！」

　まだ幼生。全長はどれも京花やフィアと大差ない。

　陸上移動といってもそこまで俊しゆん敏びんというわけでなく、力も人間と大差ない。しかし学習行動によって物覚えがよいことと個体の培養が比ひ較かく的てき簡易であることから、深海での海底ケーブルや災害時での避ひ難なん救助用バイオテスタとして量産化されている種だ。

　──だけどそれがアダになった。

　──学習前の個体をあつめた培養槽がことごとく割られたのだ。

「一体じゃない！　まだ後ろにいます！」

　フィアが指さすのは最初の一体が飛びだしてきた扉だ。そこから二体目、三体目。発達したヒレで軽鉄パイプのようなものを武器として握にぎっている個体もいる。

『～～～～～ッッ！』

　人の言語とかけ離はなれた甲かん高だかい奇き声せいをあげる深サ海ハ魚ギ人ン。

　さらに通路に現れた三体が、培養液のしたたる通路を滑すべるように滑かつ走そうしてくる。

　それを。

「邪じや魔ましないで」

　カツッ──京花が指先だけで無造作に放った投ダ擲ー矢ツが、狙ねらい違たがわず三体の深サ海ハ魚ギ人ンの中心部にあたる通路に突つきささった。

　爆轟。

　凄すさまじい勢いで拡散する衝しよう撃げき波はと炎ほのおによる熱エネルギー。

　眼前まで迫っていた三体が天井にまで叩たたきつけられ、さらにその後ろからやってきた深サ海ハ魚ギ人ンたちも、燃え上がる炎を前に反射的に後ずさる。

「いまよ、走って！」

「え？　あ、は、はいです！」

　フィアの手を取って走りだす。

　背後で立ちこめる黒こく煙えんにあおられ、視界を奪うばわれて動きを止めるバイオテスタたち。

「京花さん、いまのは!?」

「わたしの本気用武器。ああ見えて特注品なんだから」

　第二可逆生成パラダイム『99パーセントの水』を発動。

　無色無む臭しゆうの液状爆弾ニトログリセリンを指先から排はい出しゆつし、投ダ擲ー矢ツの先端部である鏃ポイントに塗と布ふ。あとはそれを投げるだけで、投ダ擲ー矢ツのささった衝撃に反応して液状爆弾ニトログリセリンが破は裂れつする。

　ビリヤードボールから消しゴムまで。

　京花の能力の強みはあらゆるものに液状爆弾を仕込めることだが、京花が理装執行者シミユレーターとして暴走バイオテスタを鎮ちん圧あつする際に使用するのがこの投ダ擲ー矢ツになる。

「あ、あのぉ、威い力りよくがありすぎて……床、燃えてますけど」

「自動散水器スプリンクラーが消火するわよ」

「爆ばく風ふうを受けた深サ海ハ魚ギ人ンさんたちは……」

「気絶してるだけ。あいつら全身硬かたい鱗に覆おおわれてるから、爆風浴びたってちょっと火傷やけどするくらいよ。ていうか私が本気出したら通路の床ごと木こっ端ぱ微み塵じんだし」

　魚類には「側線」と呼ばれる組織がある。

　水流の速度や方向、水圧や振しん動どうなどを感知するための感覚器官だが、非常に繊せん細さいな器官であるがゆえ、強すぎる衝撃には耐たえきれず魚自身が気絶することが知られている。

　深サ海ハ魚ギ人ンとて例外ではない。

　京花の爆風を浴びたことで、側線への衝撃が限界をこえて気絶にいたったのだ。

「すごいです。さすが京花さん、いろいろ考えてるんですね」

　走りながらも感かん嘆たんの声をあげるフィア。

「それに深サ海ハ魚ギ人ンのこと、傷つけすぎないように考えてあげてるの……嬉うれしいです」

「まだ手加減できる相手だからよ。でもあいつら頭いいのが面倒なの」

　燃え上がる煙けむりが単なる威い嚇かくであることにも気づくだろう。

　自動散水器スプリンクラーが炎さえ消してしまえば、すぐにでも後を追いかけてくるはずなのだ。あと何十体残っているかわからない。

「あんな数の深サ海ハ魚ギ人ンまとめて相手する気はないわ。急ぐわよ」

「暴イ君ドの反応すぐ近くです。この先、二階に続く大きなホールだと思います！」

「気、引きしめなさい。間違いなく強敵よ」




〝京花、あなたは手を出さないでください。足手まといですから〟




「……見てなさいエリス。私だって」

　腰こしに取りつけたポーチから、美しい真しん紅くに塗ぬられた投ダ擲ー矢ツを四本まとめてひき抜ぬいた。

　小さく震ふるえる指先。

　緊張？　それともこれが武む者しや震ぶるいというものなの？

　そんな震えの正体さえわからぬまま──

「私だって意地がある。無級あなたにはわからない弱者の意地があるんだから！」

　京花は、フィアを引き連れて正面ホールに突とつ入にゆうした。
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　第三衛星都市・第２区画南側。

　鳴りひびく緊サ急イ警レ報ン。立ちならぶ巨大ビルは研究所との複合施設だろう。何十階建てという高層ビルに囲まれた大道路を、ミソラは息をきらせながら駆かけぬけた。

「ここか」

　広大な敷地を保有するバイオテスタ培養試験場。

　その巨大な鉄てつ門もん扉ぴがおおきく歪ゆがみ、その隙間を何かが無理やりくぐりぬけた痕あと。その陥かん没ぼつした扉を自分もまた通過して──

「意外と遅おそかったんだな」

「キミが早いんだよ。ウチだっていまようやく着いたっていうのに」

　気楽に肩かたをすくめてみせる黒スーツ姿の女性。

　ネオリエ・Ｋ・ヴィスティゲイン。

　並行世界側の人間でありながら、中セ央ン統ト合ラ樹ルとも内密に情報を共有する特務員。

「いや、ウチが躊ちゆう躇ちよしてる間にキミが追いついてきたってのが正解かな」

「躊躇？　それはどういう意味で？」

「その質問に答えるかどうかは、キミ次し第だいなんだよね」

　外側に撥はねた髪かみを手でなでつけながら、ネオリエが不敵な笑えみをうかべてみせる。

　──暴イ君ドの破は壊かい。

　──そして憑ひよう依いした幻げん獣じゆう・三頭獣キマイラを本来の世界に還かえすのが彼女の使命。

「質問は一昨日おとといと同じだよ。賛同する？　それともウチの邪魔をする？」

「暴イ君ドを破壊するって意味なら、その気はまったくない」

「……ああそう。なら──」

「だけど、暴イ君ドを鎮圧して幻獣の憑依を解除するって意味なら協力してやる」

「？　意味がわからないけど？」

　いぶかしげな視線をこちらに送る彼女。

「言っておくけど、通常の逆召しよう喚かんじゃ暴イ君ドの憑依を外せないっていうのは、ウチの仲間がさんざん試ためしてる」

「いいさ。どっちみち俺はその逆召喚ていうもののやり方すら知らないから」

「じゃあなおさら、どういうこと？　何か別の方法があるっていうの？」

「…………」

　それに答えることなく、ミソラは自分の掌てのひらを見下ろした。




〝ネクサス事象で生まれた世界の傷きず跡あとを「癒いやす」ことで、結果として全すべての召喚を初期化する。私の能力にさえ比ひ肩けんしうる力……〟




　天使フィオラミリスの言葉が脳のう裏りによぎる。

　……俺にも正確な原理はわかっちゃいないけど、俺の方程式オムニスなら。

　……憑依を解ける可能性はある。

　次バ世イ代オ新テ生ス物タと神性幻想種フイオラミリスによる完全な調和体ハイブリツドであるフィアと決定的に異なる点が、暴イ君ドが不完全な憑依体であるという点だ。調和でなく憑依による強制融ゆう合ごう。ならば新約召喚の初期化によって、幻獣の憑依がとける可能性はある。

「方法はある。確実じゃないけど、試したいことがあるからここに来た」

「ちなみに成功率は？」

「それ、成功率百パーセントって言えば賛同してくれるのか？　それとも二十パーセントって言えば反対するか？　反対されるくらいなら俺は噓うそでも百パーセントって答えるさ」

「……なるほど、まったくそのとおり」

　噴ふきだすように苦く笑しようをこぼすネオリエ。

「まあキミだしね。何かしら根こん拠きよがあってのことでしょ？　なら暴イ君ドの捕ほ獲かくは協力しよう。キミの試したいこととやらも試せばいい。ただし時間がかかりすぎるようだったり、あるいはウチが危険な行こう為いだと判断した場合には、こちらの好きにさせてもらう。『向こう側』の世界と中セ央ン統ト合ラ樹ルとの交こう渉しようのとおりにね」

「…………」

　危険度の高いバイオテスタは、中セ央ン統ト合ラ樹ルの危機管理室に収容されて治ち療りようを受けるのが通例だ。しかし今回は、その中セ央ン統ト合ラ樹ルが暴イ君ドの破壊をネオリエに許可している。

　──ここで暴イ君ドを助けられない場合。

　──ネオリエが暴イ君ドを破壊しなくても、中セ央ン統ト合ラ樹ルが暴イ君ドの破壊に乗りだす。

「返事は？」

「……わかった、それでいい」

　この場で幻獣の憑依を解除する以外に暴イ君ドを助ける手だてはない。それをあらためて自覚し、ミソラは下した唇くちびるを嚙かんだ。

「交渉成立だね。なら行こうか」

　培ばい養よう試験場の入口。

　粉々に砕くだけちったガラスの自動扉を指さすや、率そつ先せんしてネオリエが歩きだす。

「しかしアレだね。さっきも言ったけど本当に来るの早かったじゃない。見たところ他の理装執行者シミユレーターも来てないようだし、キミ一人で駆けつけてきたのかい？」

「……先走った奴やつを追いかけてきた。もう中にいるはずだけど、赤毛で、俺と同い年くらいの女の子は見ていない？」

「いや。だとしたらウチより先に到とう着ちやくしたんだろうね。ウチの方は暴イ君ドをここまで追つい跡せきしたものの、肝かん心じんの足取りを見失っちゃって」

「それはどうして？」

　装そう甲こう車から脱だつ走そうした暴イ君ドをここまで追跡することはできても、その後、この培養試験場のどこに暴イ君ドが逃にげたかはわからないというのは不自然だ。

「追跡に使ってた幻獣が、この施し設せつの中で暴イ君ドに逆探知されてさ。あっという間にやられて本も来との世界に戻もどっちゃったってわけ」

　培養試験場一階。

　まっすぐ続く通路に残された暴イ君ドの爪つめ痕あとを見下ろすネオリエ。

「幻獣『緑風精霊エアリアル』、まだこの世界では知られてない幻獣だけど、風シ精ル霊フの一種と思ってくれればいい。暴イ君ドを乗せた車両を、その子が空高くから追跡してたってわけ」

「……それで暴イ君ドの脱走情報を摑つかめたのか」

「そういうこと。ウチら『見えざる烙らく印いん』は中セ央ン統ト合ラ樹ルの部下ってわけじゃない。ただ単に、その行動を見て見ぬフリをしてくれるっていう条約を結んでいるだけ。暴イ君ドの位置情報や脱走情報まで提供されるわけじゃない」

　苦笑気味に肩をすくめてみせるスーツ姿の彼女。

「さっき言った躊躇してたっていうのもそれが理由。緑風精霊エアリアルが施設の中で暴イ君ドにやられちゃったから、これは迂う闊かつに内部に入れないぞって思ってたの。なにせ施設のどこに隠かくれ潜ひそんでるかわからないから。建物の中も広そうだしね」

「危険だって判断？」

「そうなるね」

　珍めずらしくも苦々しい表情でネオリエが嘆たん息そく。

「告白する。ウチは……いや、並行世界側の人間はバイオテスタを甘く見過ぎていた。しょせん幻獣の代だい替たいでしかないと思ってた。だけどまさか緑風精霊エアリアルの位置を逆探知されて、さらに一いつ瞬しゆんで返り討うちにあうだなんて」

　幻獣に匹ひつ敵てきする強さのバイオテスタが存在する。

　それを悟さとった召喚士の表情は、いつにない緊きん張ちように満ちていた。

「──ま。それはいいや、とにかく急ごうよ。キミもお友だちを追ってるんでしょ？」

　バイオテスタの量産化を行う施設。

　巨きよ大だいな培ばい養よう槽そうや飼育施設。日々、多くの研究員やバイオテスタ専用の獣じゆう医いが日常的に出入りし、ここで培養されたものが学園研究機関アカデミーの実験棟とうや、あるいは成体まで成長させたものがＳＩＲＥＮサイレン外部へと運ばれていくことになる。

「なるほどね、追跡だけなら迷う心配はいらないっぽいな」

　暴イ君ドの爪痕を指さして、ミソラはネオリエにうなずいてみせた。

　体重一〇〇〇キロ超ちよう。それだけの巨きよ体たいが通路を駆けて痕が残らないわけがない。通路の床ゆかはもちろん、よく観察すれば壁かべもひどく擦すれている場所がある。

　……当然、京花やフィアもこれを追っていってるはず。

　……とにかく合流しないと。

「へぇ？　これは」

「バイオテスタの培養槽。この培養液だと水すい棲せい型バイオテスタ……深サ海ハ魚ギ人ンあたりかな」

　ミソラが足を踏ふみいれたのは、いくつもの巨大な培養槽が並列する大部屋だった。

　青みがかった培養液と散乱したガラスの破は片へん。

　確かめるまでもなく、培養槽が一つ残らず破壊されている。

「ちなみに深サ海ハ魚ギ人ンだと思う理由は？」

「バイオテスタがいない。つまり床を伝って部屋を出たことになる」

　散乱した培養液を視線で指ししめして。

「つまり水棲だけど水陸両用で動けるタイプだ。あとこの施設が培養試験場ってことは、すでに量産化に成功してるバイオテスタってことになる。中でもここまで大規模に量産化できるバイオテスタになると十中八九、深サ海ハ魚ギ人ンに絞しぼられるかなって」

　さらには培養槽の大きさと、その溶よう液えきの最適水素イオン濃のう度ど（ＰＨペーハー）指数もそうだ。床に散乱する培養液の成分だけでも培養対象は目星がつく。

「暴イ君ドが逃げる時の衝しよう撃げきで水すい槽そうが割れて、そこから逃げだした個体が、残りの水槽を割って仲間を連れだしたんだと思う。たぶん近くにいる。それも一体や二体じゃない」

「なるほど、じゃあ注意して進もうか」

　床の液体を避よけながら歩くネオリエ。

　が、十メートルも進まぬうちに彼女の足取りが止まった。

　──十字路。

「どうやら左に逃げたらしいけど、ところで……」

　暴イ君ドの爪痕を目で追うネオリエだが、彼女が横目に見すえるのは通路の右奥だ。黒く立ちこめる煙けむりと炎ほのお。そして火花に反応して水を噴きだす自動散水器スプリンクラー。

「あの火花は？」

「ああ、あれはたぶん京花の……」

　立ちこめる黒こく煙えんが、蠢うごめいた。

　煙を切り裂さくように飛びだしてくる何体もの深サ海ハ魚ギ人ン。

「さっそくか！」

　人間の手のように進化したヒレで鋭するどいガラス片を握にぎりしめたバイオテスタ。単純な腕わん力りよくだけなら人間と大差ない種族だが、相対した時に厄やつ介かいなのが非常に狡こう猾かつであるという点だ。

　好んで武器を使用する。

　そんな種は深サ海ハ魚ギ人ンを含ふくめＳＩＲＥＮサイレンにも数種類しか存在していない。

　だが。

　深サ海ハ魚ギ人ンの振ふりおろしたガラス片は、ミソラの残像を切り裂いただけだった。

　重反応加速アクセルによる超ちよう加速。

　人間の敏びん捷しよう性、反応をはるかに上回るバイオテスタにすら容易に捉とらえることのできない疾しつ走そうで通路を蹴けりつけ、一瞬にして深サ海ハ魚ギ人ンの横を通過する。

　通りすぎざまに側頭部に肘ひじを撃うちこみ、昏こん倒とうさせる。

　さらにその後ろに控ひかえた一体が反応するよりも先、その胴どう体たいに拳こぶしを突つきあてる。

『…………』

　音もなく倒たおれる二体。

　しかし続けざまに新たな二体が扉とびらの奥から飛びだしてきて──




　──『Rh/ s hec ele Selah謳え　世界の扉』──




　詠うたうようなネオリエの声が、試験場の通路に響ひびきわたった。

　弾はじける光。彼女の手にした新緑の若葉から無数の光の帯が浮うき上がり、それが幾いく重えにも重なって虚こ空くうに緑色の光の円えん環かんをかたちづくる。

「第三位『緑の波動』開放──おいで、樹木精ドリアード」

　光の環わから新緑色の幻げん獣じゆうが現れる。

　鶸ひわ茶ちや色の木き肌はだに、無数の蔓つると生おい茂しげる木の葉を衣服のようにまとった生物。この世界に存在しない幻まぼろしの生物が、その蔓を伸のばして一瞬にして深サ海ハ魚ギ人ンを拘こう束そくする。

　ギチッ、と硬かたい鱗うろこがきしむ音。

　蔓の縛いましめがほどけた時には、すでに二体の深サ海ハ魚ギ人ンたちは意識を失っていた。

「実験棟で見たのと同じやつ？」

「そ。ウチのお気に入り。しっかしキミはこの世界の住人なのに、幻獣を見ても驚おどろかないんだもん。せっかく新約召しよう喚かんを披ひ露ろうしても張り合いがないね？」

　新約召喚。

　並行世界側の人間だけが有する、幻獣を召喚する能力。

　その発動は『色』と『触しよく媒ばい』とが鍵かぎであり、触媒と同じ色のものなら呼びだせる対象に制約はない。それがミソラの有する情報だ。

「驚かないわけじゃない。ただ、最初に見た時の印象が強すぎたから……」

「最初って？　例の第８区画の研究所かな？」

「そうだけど、あの時はまだバイオテスタだと思ってた。俺の中では福音機関と戦った時が、幻獣っていうものを知った最初のキッカケだったから」

「福音機関!?　あれと戦ったっていうの？」

　樹木精ドリアードを連れたネオリエが目をみひらいてふりかえる。

「ああ、そういえば最初に会った時も彼らのこと言ってたか。単に知識だけかと思ったら、まさか一戦交えてるとは……よく無事だったものだね」

　賞賛のまなざしすら湛たたえるネオリエの双そう眸ぼう。

「そんなやばい連中なのか？」

「やばいっていうか、『見えざる烙印ウチら』程度のメンバーじゃ手がつけられない。巡じゆん礼れい戦せん闘とう者っていう腕うで利ききが何人もいるんだけど、とにかく新約召喚に対する練度が圧あつ倒とう的てきすぎる。特に第一相イスカリオテが尋じん常じようじゃないって言われてるけど、その下の第二相、第三相の実力だってウチなんかまるで歯が立たないだろうね」

　青の第三相ネックザール。

　ミソラが唯ゆい一いつ対戦した福音機関の刺し客かくであり、とりわけ印象が強いのが、幻獣の中でも特別であるという真しん獣じゆう『大氷狼フエンリル』の脅きよう威いだ。

「ネオリエは、真獣っていうのは召喚できる？」

「ムリムリ。そもそも新約召喚自体、向こうの世界の人間でも容易にできるものじゃない。それこそ理装執行者シミユレーターの重反応加速アクセルみたいなものだよ。専用の訓練と素養とが嚙かみあって、はじめて実用的なものになる。真獣なんてまさに熟練の術者じゃないと……」

　自じ嘲ちよう気味な面おも持もちで首を横にふるネオリエ。

「なるほどね。キミの新約召喚に対する知識は、その福音機関との対戦で身につけたのか。どうりで知識が偏かたよってると思った」

「さしつかえない範はん囲いで教えてもらえるとありがたいんだけど？」

「原理は単純だよ」

　大きく開いた胸の谷間から、新たな若葉を取りだすネオリエ。

「……その取りだし方、何とかしてほしいんだけど」

「あ、もしや照れてる？　そういうところは年相応にウブだねぇ」

　指先の葉っぱをヒラヒラとゆらせながら彼女が微び笑しよう。

「新約召喚ていうのは、いわば『色』を媒ばい介かいとした物体の転移事象だよ。触媒そのものは、召喚物と同じ色のモノなら何でもいい。たとえばウチの得意な緑の新約召喚であれば、こんな緑の葉っぱでも翡翠ジエイドや緑玉エメラルドのような宝石、何だったら子供が使うような緑のクレヨンでも触媒になる」

「でも、触媒ごとに呼びだせるモノが違ちがうんだろ」

　その色の触媒を発動体として、より高位なものを呼びだす。それが新約召喚であるというのはレイベルトからも聞いている。

「触媒どころか色もそうだよ。新約召喚は全部で五属性。『赤』、『青』、『黄』、『緑』、そして『白』。この五色しか存在しないって言われてる。つまり触媒も五色だし、そこから呼びだせる召喚物も五色のいずれかでしかない。黒とか紫むらさきとか、そういう系統の幻獣も存在は確かく認にんされてるんだけど、それを新約召喚で召喚できたって話はまだ聞いてないから」

「……研究中ってこと？」

「そういうこと。そして、おそらくその研究がもっとも進んでいる組織こそ、キミが一戦まじえた福音機関イスカリオテだろうね。それを探求心と呼ぶかはわからないけど、新約召喚の真理にもっとも近いと言われてる」

「……なるほどね」

　レイベルトがああも強く警告を発した理由が今ならよくわかる。

　世界連結によってつながった並行世界。天使フィオラミリスを狙ねらう者たちのなかでも、その序じよ盤ばんにもっとも危険な機関に目をつけられたのだから。

　……新約召喚の真理。

　……そこに天使フィオラミリスが絡からんでる可能性があるわけか。

「新約召喚が五色しかないってのはわかったけど、じゃあその触媒ってのは」

「触媒とは発動体であり制約でもあるのさ。人間だって甘い物が好きな子供もいれば、辛からい食べ物が好きな子供もいるでしょ？　幻獣も特定の触媒でしか召喚できない。たとえば翡翠ジエイドのような宝石は触媒としては高度なものにあたるんだけど、実はそれだと樹木精ドリアードは召喚できないこともわかってる。樹木精ドリアードが召喚の触媒に好むのは、ウチがいま持ってる古代樹の若芽だね」
















「……じゃあ、召喚一つ一つについて最適な触媒を探さなくちゃいけないんだ？」

「そういうこと」

　隣となりに従う樹木精ドリアードを撫なでながら、ネオリエ。

「あと、触媒そのものにも制約がある。それは『一度新約召喚で使ってしまった触媒は、二度と新約召喚に使えない』っていう一度きりルール」

「それはどうして」

「さあねぇ。この世界でＯＦＦオフ化合物とやらが解かい析せきされてないのと同じだよ。ウチらの世界でも、新約召喚にはまだまだ謎なぞが多い。もっとも福音機関はその研究もかなり進んでいるみたい。そのために『向こう側』の世界の聖域やら何やらを手当たりしだい荒あらして、あらゆる強力な触媒を手中に収めた連中だからね。正直、相手にしたくない」

　通路を進みながら──

「で、キミは何をしてるんだい？　ずっと端たん末まつの画面を眺ながめちゃって」

「…………」

　その問いに、ミソラの応こたえは沈ちん黙もくだった。呼び出し続けているフィアの通信端末と京花の認証ライセンス。どちらからもいまだに応答がない。

　……フィアの位置は、この先の大きめの部屋だ。

　……そこからまったく動いてない。

「急ぐ？」

「悪いけどそうする。最悪、もう暴イ君ドと鉢はち合あわせしてる可能性が高い」

　ネオリエに先んじて通路を駆かける。

　だが、それをさえぎったのは進行方向の扉から出てきた新たな深サ海ハ魚ギ人ンたちだ。その両手に研究員用の護身棒や長細い金属パイプを持つ者まで。

「ミソラ、後ろ！」

「囲まれたか」

　目の前にも数体。そしてさらに背後の角からも同じくらいの数の水すい棲せいバイオテスタたちがじわじわと距きよ離りを詰つめてくる。偶ぐう然ぜんではない──おそらく、自分たちを挟はさみ撃ちできる場所まで誘ゆう導どうして、そのうえでの包囲なのだろう。

「暴イ君ドまでたどりつきたくても、ちょっと時間かかりそうだね？」

「いいや、一気に突とつ破ぱする」

　拳を握にぎりしめ、ミソラは奥歯を嚙みしめた。

「時間がないんだ」




　　　　３




　培ばい養よう試験場・一階大会議ホール。

　折りたたみ式のパイプ椅い子すがことごとくなぎ倒され、薄うすい絨じゆう毯たんの敷しかれた床ゆかからは小さな火の粉が立ちのぼり、うっすらと煙けむりを発している。

　火の有機化合物ニトログリセリン。

　京花の能力によって生まれ、それが弾けて四散した際の爆ばく風ふうによるものだ。

「京花さん！」

「フィア、退さがりなさい！」

　ホールの扉とび際らぎわにいるフィアに叫さけび返し、京花は自らも全力で跳とび退のいた。

　猛もう烈れつな速度で飛びかかってくる巨きよ大だいな黒の獣けもの。

　その爪つま先さきがホールの壁かべをやすやすと削けずり取り、さらに勢いあまって床をえぐり取る。

　頰ほおをかすめていった爪つめの風圧にぞっと背筋が凍こおりつく。顎あご先さきを伝う冷ひや汗あせを押し隠かくし、京花は眼前の巨きよ体たいめがけ全力で拳こぶしを撃うちこんだ。

「今度こそ、いい加減にくらいなさい！　胴どう体たいがら空きなのよ！」

　重反応加速アクセルで極限まで強化された運動力と筋組織。

　腕をふりかぶって拳を突つき出す。常人ならば、その一連の所作すら目に捉とらえられないであろう超速の拳。

　それが──

「なっ!?　また……!?」

　拳が触ふれる直前に、その巨体が残像だけを残して消しよう滅めつした。

「……っ……はぁ……っ、く……ずいぶん、生意気な暴走個体じゃない」

　肩かたで息をしながらも目の前のバイオテスタを睨にらみつける。

　十メートル以上先。

　──本当に尋常じゃない瞬しゆん発ぱつ力りよく。

　──一瞬であの距離まで移動したっていうの。

　京花本人ですら拳が当たったと錯さつ覚かくするほどの距離でなお、まるで蜃しん気き楼ろうを相手にしているかのように攻こう撃げきが何一つ当たらないのだ。

　バイオテスタの多くは、その反応速度、筋力において人間を大きく上回る。

　本来ならそのための対たい抗こう手段こそ理装執行者シミユレーターであり重反応加速アクセルであるはずが、その重反応加速アクセルすら完全に見きって回かい避ひする個体がここにいる。

「そっか……ホントに、ミソラのいうとおり尋じん常じようじゃない反応速度ね」




　バイオテスタ『暴イ君ド』。




　三つの頭を持つ巨大な黒色の獅し子し。

　大きさは体高で二メートル。製造報告書レポートのとおり、全長であれば竜りゆう型バイオテスタにも迫せまる巨体だ。その原存在モチーフは三頭獣キマイラと聞いているが、いまだ安定生産されていない一種一個体となる稀き少しようバイオテスタなのだろう。

　問題は、その巨体が繰くりだす圧あつ倒とう的てきな破は壊かい力りよくと、そして反応速度と俊しゆん敏びん性。

　こちらの攻撃が当たらないうえに、相手の爪が一度でも当たれば自分の身体からだなど軽石のように吹ふき飛ばされるに違いない。

　……こんなの相手に接近戦で勝てるわけがない。

　……とにかく全力。無理やりにでも昏こん倒とうさせないと鎮ちん圧あつできるわけがない。

「火傷やけどしても、文句聞かないわよ！」

　ひき抜ぬく三本の投ダ擲ー矢ツ。

　洗練された動作でそれを右手の指先に挟み、肘ひじから下の腕の「振ふり」と手首の「返し」による加速だけで投ダ擲ー矢ツを放つ。

　対たい峙じする相手からは一瞬の、そしてほぼ無挙動にしか映らぬ無音の投とう擲てき。

　秒速二百メートル超ちよう。距離十メートルの到とう達たつ時間、実に〇・〇五秒。人間の反応限界〇・一五秒を圧あつ倒とうする刹せつ那なの飛来。

　爆風。

　三本の投ダ擲ー矢ツがそれぞれ暴イ君ドの足あし下もとに着ちやく弾だんし、真っ赤な炎ほのおと爆風を吹きあげる。

　が──暴イ君ドの姿は、そこになかった。

「……でしょうね」

　忌いま々いましげな口ぶりで京花はそう吐はき捨てた。

　遥はるか後方。

　爆風はおろか火の粉一つとして当たらない距離まで一瞬で跳ちよう躍やくしていた暴イ君ド。京花の投ダ擲ー矢ツは確かにその足下に狙ねらい違たがわず刺ささった。それは間ま違ちがいない。

　にもかかわらず──

　鏃ポイントに付着した[image: しーさん][image: えぬさん][image: えいちご][image: おーきゅう]ニトログリセリンが衝しよう撃げきに反応し、爆発するまでの反応時間。その刹那の間に爆風の有効範はん囲いから逃にげきってみせたのだ。

「アンタ見てると、一番嫌いやな相手を思いだすのよね」




〝どうせ擦かすりもしないのだから。爆風、火の粉の一つとして〟




　エリス・アーセナル。

　学園研究機関アカデミーただ一人の無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターである彼女を想起させる超反応と超回かい避ひ。

「フィア、絶対に前に出てきちゃダメ。本気火力だすから」

　第二可逆生成パラダイム『99パーセントの水』発動。

　京花ただ一人だけが体内で生成できる液状爆弾[image: しーさん][image: えぬさん][image: えいちご][image: おーきゅう]ニトログリセリン。

　わずかな感情の昂たかぶりでさえ暴発する強力な化合物。京花が本気で反応生成した場合、その威い力りよくは学園研究機関アカデミーの教室丸々一つを吹き飛ばすほどになる。たとえ反応できたとしても対応できないほどの広域爆破なら……

「吹っ飛──」

「っ、ダメ！　京花さん退さがって！」

　フィアの絶ぜつ叫きようと同時、京花の視界を紅ぐ蓮れんの炎が埋うめつくした。

　業ごう火か。

　三首の獅子の頭部がそれぞれ大きく口を開け、そこから鮮せん血けつのように赤い炎が渦うずをまきながら吐きだされたのだ。

「なっ!?」

　フィアの決死の絶叫がなければ直ちよく撃げきしていただろう。

　重反応加速アクセルによってもたらされる膨ぼう大だいなＡＴＰを瞬時に運動エネルギーに転化。そのすべてを足先にこめて床を蹴けり、天てん井じよう近くまで跳躍。

　まき散らされる火の粉を浴びながらも、その渦うず巻まく炎を刹那のタイミングで回避した。

「……奥の手ってわけ？」

　飛びあがった空中で後方二回転。

　制服を焦こがす火の粉を手で払はらい落としながら、京花は床に着地した。

　──わたしの能力のような爆風じゃない。

　純じゆん粋すいな炎そのものの生成能力。でなければあそこまで強力な炎は出せない。

　だが腑ふに落ちない。

「アンタ、どうやって炎ソレ吐はいたのよ。そんな能力、製造報告書レポートにも載ってなかったじゃない」

　咆吼。

　黒き獣からの応えは、さらなる炎の追つい撃げきだった。

「っぐ!?」

　跳躍した真横、スカートの裾すそを一瞬で炭化させる炎が通過していく。

　……報告書レポートにも書かれていない能力!?

　成長？　それとも進化？

　暴走しながらも、この暴イ君ドというバイオテスタは凄すさまじい勢いで新たな力に目覚めつつある。だがいったいどうして。何がキッカケでこんな能力が発動したというのか。

「逃げましょう！」

　そんななか。

　背後のフィアが叫んだのはあまりに唐とう突とつで、そして京花には理解しがたいものだった。

「いまのは幻げん獣じゆうとしての三頭獣キマイラの能力です。暴イ君ドに憑ひよう依いしてる幻獣の力が、たぶん暴イ君ドの方にも干かん渉しようしつつあるんです。この先どんな力に目覚めるのか予想できません！」

「幻獣？　ちょっと待って、いま何て言ったの？」

　目の前の巨大な怪かい物ぶつを睨みつけながら京花は怒ど鳴なり返した。

　バイオテスタではない。

　いまたしかにフィアは、それとは違う単語を口にした。

「と、とにかく……それだけ危険な相手だってことなんです！　製造報告書レポートに書いてあるような能力だけじゃないはずなんです！」

「それはわかってるわよ」

　目の前の相手は製造報告書レポートに記き載さいされた個体と別物、そう考えた方がいい。でなければ、そもそも装そう甲こう車の拘こう束そく具を引きちぎること自体できないはずなのだ。

「…………だけど！」

　焼け焦げたスカートをひるがえす。

　露あらわになった両の太ふと股ももを締しめつける黒のベルト、そこに収納された幾いく本ほんもの投ダ擲ー矢ツを、京花はまとめてひき抜いた。

　固有生化学反応『99パーセントの水』、発動。生成された無色透とう明めいの液状爆弾を帯びた投ダ擲ー矢ツが、そのまま空を飛来する爆矢となる。

「理装執行者わたしが逃げたら、誰だれがコイツを鎮圧するっていうの！」

　床ゆかを蹴る暴イ君ド。対し、京花は舞まいを舞まうがごとくその身を旋せん回かいさせた。

　生まれる推進力と遠心力。その力学的エネルギーで腕の振りあげを加速させ、そして全身全ぜん霊れいの力をもって投ダ擲ー矢ツを投げはなつ。

　風切り音を立てて飛ひ翔しようする数多あまたの投ダ擲ー矢ツ。重反応加速アクセルによって強化された膂りよ力りよくによって投じられたその速度は、銃じゆう弾だんの初速にすら匹ひつ敵てきする。

　が──




〝なぜ制圧機動隊が、無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターである妾わたしに本件を依い頼らいしたのか〟

〝要するに、銃弾が当たらないのですよ〟




　跳躍した瞬しゆん間かんを狙って投じた京花の投ダ擲ー矢ツ。

　その秒速三○○メートル超。投擲から直撃までの時間差タイムラグわずか〇・〇二秒という零ゼロにも等しい刹那の猶ゆう予よ。

　だが、人間にとっての「刹那」が「刹那でない」生物がいる。

『────』

　跳躍する暴イ君ドの三つの頭部、その三対ついの目が飛来する投ダ擲ー矢ツを凝ぎよう視しする。

　複眼。画素ピクセル数わずか一万未満の「粗あらい」世界。

　数百万画素ピクセルにもおよぶ人間の精せい緻ちな形態視ではなく、暴イ君ドに与あたえられたのは羽虫のような外敵反応にかかる運動視だ。これがミソラやエリスであれば投ダ擲ー矢ツを「摑つかむ」や、「切り捨てる」といった複雑な反応行動も選せん択たく肢しに入るだろう。

　しかし暴イ君ドは違う。

　そもそも京花の投擲が投ダ擲ー矢ツであるという情報すら、暴イ君ドの脳は認にん識しきしていない。

　投ダ擲ー矢ツの情報は視し細さい胞ぼうでの光受容の段階でそぎ落とされ、「飛来する何か」という限りなく単純化されたものになる。その極ごく少しようの情報を、限界まで引き上げられた神経伝導速度で伝達。脳からの命令も、ただ「避さけろ」という単純極きわまりないものだ。

　理装執行者シミユレーターの重反応加速アクセルならば、運動能力では暴イ君ドを上回ることができるかもしれない。

　だが京花が人間である以上、その視覚は暴イ君ドと比べてあまりに「精緻」であるがゆえに、脳が最適な行動を下すには大量の情報を処理するタイムラグが発生する。

　対し、暴イ君ドの視覚情報は軽く、脳の命令は簡潔極まりない。反応能力という点では、暴イ君ドは理装執行者シミユレーターすら凌りよう駕がする。

　──極少の情報による最速反応。

　──その結果としての、あらゆる物理攻撃の回避。

　大陸での暴走時、暴イ君ドを止めるために解き放されたＡ級『序列入り』個体を、逆に返り討うちにした極限の反応速度の正体がこれだ。

　爆ばく音おん。

　空中に跳躍しながらも、ありえない動作で投ダ擲ー矢ツをかいくぐる黒の獣けもの。その身体からだを掠かすめていった矢が、奥の壁かべに触ふれた瞬間に大爆発を引き起こす。

「……京花さん！」

　悲鳴にも似たフィアの声。

　けれど、それでも京花は止まらない。

「ふっ！」

　太股のベルトからひき抜いたのは緑の投ダ擲ー矢ツ。凄まじい地じ響ひびきとともに迫せまりくる暴イ君ドを前に、裂れつ帛ぱくの呼気とともにそれを全力で投げつける。

　距きよ離りわずか七メートル。

　暴イ君ドにとっては手を伸のばせば爪つめが届く間合いの、わずか一歩外。その最短距離から投じられた矢。瞬またたき一つする間に着弾する零の間合い。

　しかし、それすら暴イ君ドの認識世界では文字どおり「止まって」見えてしまう。

　……そのはずだった。

『ッ！』

　暴イ君ドの動きがわずかに鈍にぶる。赤の投ダ擲ー矢ツには一いつ瞬しゆんたりとも見せなかった動どう揺ようが、緑の投ダ擲ー矢ツを前にして初めて明確にあらわになっていた。

「見える？　でも避けられないでしょ？」

　投ダ擲ー矢ツを放った姿勢で京花が不敵に笑えんでみせる。

「この矢、たとえ見えても避けられないんだから」

　弓矢、投ダ擲ー矢ツ、吹ふき矢や、あるいは機械弓。その歴史は銃じゆうよりも長く、古来、狩しゆ猟りよう具ぐとして使われてきた。そんな『矢』という概モ念ノにおいて必ひつ須すともいうべきものがある。

　──矢羽。

　フェザー、あるいは単に羽とも呼ばれる部位だ。

　古来、美しい鳥の羽が使われていたが、その真価は装そう飾しよくとしての美しさに留とどまらず、大気中での矢の軌き道どうを安定させ、さらには羽による推進力で矢を回転させ、直撃時に貫かん通つう力をもたせるという極めて合理的な物理学的理由にある。

「私が最初に投げた赤の矢はすべて三枚羽。だけど緑は違うわ。わかるでしょ？」

　飛翔する緑の投ダ擲ー矢ツ。

　三枚羽のものもあれば二枚羽、四枚羽のものもある。さらに三枚羽でも一つとして羽の形状が同じものがない。それが意味するものは『予測不可能の軌道変化』。

　必中の矢。

　暴イ君ドの圧あつ倒とう的てきな時間分解能をもって矢の軌道を解かい析せきしても、次の瞬間には軌道そのものが大気の微び細さいな影えい響きようを受けて常に変化するからだ。それを──

　暴イ君ドの咆吼。

　そして、京花の悲鳴が唱和した。

「噓うそッ!?」

　緑の矢がことごとく空を切る。回かい避ひ不能。かつて京花が対たい峙じしたあらゆるバイオテスタにおいて、緑の矢まで完かん璧ぺきに回避した個体はいなかった。

　それが今まさに、不完全憑依体ハイブリツドの脅きよう威い的な反応によって突とつ破ぱされたのだ。

『────』

　見上げるほど眼前に迫った暴走バイオテスタ。

　その巨きよ大だいな腕うでが振ふりあげられて。

「……なんてね。『99パーセントの水』発動。燃え上がりなさい」




　巨大な爆ばく炎えんが、暴イ君ドの胴どう体たい部で破は裂れつした。




　強きよう烈れつな爆風と衝しよう撃げき波はがフロアを波のように駆かけぬけて窓ガラスを粉々に割り砕くだき、膨ふくれあがる黒煙と炎ほのおとが暴イ君ドを吞のみこんでフロアの天てん井じようを炎上させる。

「え!?　い、いまの……」

　呆ぼう然ぜんと言葉をうしなうフィア。

　背後で一部始終を見ている彼女でさえ、いまの爆発の正体は摑めなかったのだろう。

「私の矢って全部で三種類あるのよね」

　噴ふき上がる爆風に赤毛をなびかせながら、京花は額の汗あせをぬぐいとった。

　……動どう悸きと息切れが治まらない。

　……重反応加速アクセルも第二可逆生成パラダイム、使いすぎたかしら。

「超合金製の赤の矢と緑の矢、あと一本だけ透明クリスタルの矢」

　赤の矢は超ちよう高速。

　緑の矢はそれに複ふく雑ざつ怪かい奇きな軌道を与えたもの。だがさらに念を入れ、緑の矢を回避する相手が現れた時を想定し、京花が常に隠かくし持っているのが透明クリスタルの矢だ。

　十本近い緑の矢の軌道を見きるのに集中しきった暴イ君ド。

　そこに混入させた無色透明の不可視の矢。驚きよう異い的な反応速度で緑の矢に対応できる相手だからこそ陥おちいる「見えざる罠わな」こそが、この最後の矢だった。

「…………っ、……さすがに……しんどいわね」

　背中をくの字に曲げて京花は大きく息を吐はきだした。

　そもそも第３区画から第２区画まで重反応加速アクセルで走破してきた身だ。この培ばい養よう試験場での戦せん闘とうもあわせれば、一時間近く能力を発動させた状態になる。

　訓練時では三十分以内が原則。

　理装執行者シミユレーターが発動を続けられる限界時間。四十五分以上の使用は、使用者本人の肉体に過度の負担をおよぼすことが指し摘てきされている。

　濛もう々もうと立ちこめる炎と黒煙。祈いのるような気持ちでその煙けむりが晴れるのを見守って──

　直後。

　その黒煙から、同色の大おお型がた獣じゆうが飛びだした。

「っ！　まだ動けるっていうの!?」

　思わず声が裏返る。

　──本気の威い力りよくで、しかも完全に無防備な胴体直下で爆発させたのに。

　暴イ君ドの放つ重圧感に衰おとろえは微み塵じんもない。

　手負いの獣。全身に強烈な衝撃波と爆炎をあびたことで、そこから生まれる痛みと激げき怒どが、暴走をさらに凶きよう悪あくなものへと進化させていた。

「京花さん!?」

　フィアの悲鳴に、応こたえる余よ裕ゆうはなかった。

　投ダ擲ー矢ツはまだある。だが発動できる能力が先に限界に達していた。

　攻こう撃げきのための第二可逆生成パラダイムはもとより、反応回避のための重反応加速アクセルすら発動できる余力が残っていない。だから──

「ぐっ……」

　ひき抜ぬいた『青』の投ダ擲ー矢ツを、京花は自らの太ふと股ももに突つきたてた。

　否いな、それは矢を模した注射器。

　青に見えるのは、その内部に入っている溶よう液えきの色だ。すべての理装執行者シミユレーターは中セ央ン統ト合ラ樹ルにてＮ因子適合化施せ術じゆつを受けることで、本人の脳波と体内の生化学反応を同期リンクさせる力を身につける。そのＮ因子が溶とけた反応加速溶液。

　──臨界突破試薬ブースト。

　理装執行者シミユレーターの間でそう呼ばれる最終手段でもある諸もろ刃はの剣つるぎ。

　自己施術。自らＮ因子を体内に撃うちこむことで、一時的にだが体内の生化学反応を限界以上に引き上げる。

　……レイ様なら、どんな暴走バイオテスタだって臆おくしたりしない。

　……私も、いつか同じ舞ぶ台たいに立ちたいから。

「見てなさいエリス、私は……負けない！」

　そう叫さけんだⅡ級理装執行者シミユレーターの姿がかき消える。

　背後のフィアはおろか、迫る暴イ君ドすら一瞬その視界から彼女を見失うほどの加速でもって、京花は暴イ君ドの爪を紙かみ一ひと重えでかわしきっていた。

『ッ！』

　京花の超速移動に対して、暴イ君ドの三首のうち中央の首が反応する。左側へ回りこんだ少女の軌道を捉とらえ、蛇へびのごとく蠢うごめく尾おを彼女めがけ打ちつける。

　だが、尾が打ちこんだのは残像。

　暴イ君ドの眼めは追いついていても身体が追いつかない。その一瞬の虚きよをついて、京花は暴走バイオテスタの死角となる上空へと跳とんでいた。

「いい加減、倒たおれなさいって言ってんのよ！」

　臨界突破試薬ブーストによって強制発動した重反応加速アクセル。

　肉体限界をこえた加速によって筋肉が軋きしみ、悲鳴を上げる。その激痛に歯を食いしばって堪たえながら、京花は暴イ君ドの背中に最後の拳こぶしを打ち下ろした。

　──ズッ。

　拳を中心に吹き荒あれる爆風。

　小型自動車程度なら余裕で破は壊かいしつくす衝撃波が、無防備な暴走バイオテスタの背中に打ちつけられ、その巨きよ体たいを床ゆかに叩たたきつけた。

　動かない。起き上がるそぶりもない。

　──背側神経系への衝しよう撃げき。

　人間や猫ねこ、獅し子しなど、あらゆる脊せき椎つい動物はその神経系が背中側に集中している。

　京花の一いち撃げきはソレを熟知したうえでの殴おう打だそして爆発だ。

「京花さん!?」

「……ど、どう？……まあ、健けん闘とう……賞ってとこよね……」

　意識さえ途と絶だえそうになりながらも、かろうじて自分の足でフィアのところへと歩いていく。両足の太股の血管が千切れて内部出血。さらに暴イ君ドを殴打した右腕も、肩かたの関節や上じよう腕わん筋きんが鈍にぶい痛みを訴うつたえている。

「あ、あの……本当に大だい丈じよう夫ぶですか」

「ちょっと、大丈夫じゃ……ないかも」

　……実戦で臨界突破試薬ブースト使ったのこれで二回目？

　……あの時は、もう絶対に使わないって誓ちかったけど。

　全身への過度の負担だけではない。臨界突破試薬ブーストによる真の代だい償しようは『能力の前借り』。いまの注入一回分で、おそらく今後一週間は重反応加速アクセルも可逆生成パラダイムも使えなくなるだろう。奈な々なやクラスメイトのような一いつ般ぱん人と何一つ変わらない身体からだになってしまう。

「……でも、まあいいわ」

　暴イ君ドは鎮ちん圧あつした。

　最接近からの直接殴打によって、バイオテスタ内部のＯＦＦオフ化合物も分解して除去できたはず。万が一目を覚ましてもあとは大人しく──




　狂くるおしき獣けものの咆吼。




　黒き獣のうなり声がフロアを揺ゆるがしたのは、その時だった。

「そんなっ!?　まだ暴走がとけてないなんて……どうしてよ!?」

　その暴走にＯＦＦ化合物の蓄ちく積せきが確かく認にんできない。京花とて、そんな大陸政府の被ひ害がい報告を聞いていなかったわけではない。だが、今まさに自分がＯＦＦ化合物を除去したというのに、なお暴走が続く理由が説明できないのだ。

　いったいなぜ──

「コイツ……本当に何なのよ…………」

「だめ、離はなれて京花さん！」

　真横に立つフィアが、自分をかばうように前に出る。

「やっぱり……この子はただのバイオテスタじゃないんです！　幻げん獣じゆうが憑ひよう依いした特別な個体だから。その憑依の拒きよ絶ぜつ反応で苦しんでるから」

「幻獣？」

　まただ、またその単語。フィアから幻獣の説明を受ける間はないが、たしかに通常のバイオテスタでないことはわかる。

「どういうことなの。フィア、あなた何を知ってるの」

「この子が暴れてる理由はＯＦＦ化合物じゃないんです！　この暴走は……解けません。どんな理装執行者シミユレーターにも救うことのできない子……」

「じゃあどうしろっていうのよ！　そんなんじゃどう鎮圧しろっていうの!?」

　この場で昏こん倒とうさせても、目覚めればふたたび暴れ始める。

　救済するための方法がないではないか。

「鎮圧じゃないんです。鎮圧じゃ、この子は助けられない……助けられるのは、たぶん、ＳＩＲＥＮサイレンでたった一人だけだから」

　うなり声を上げる暴イ君ドを、悲ひ愴そうなまなざしで見つめる天使型バイオテスタ。

　そして偶ぐう然ぜんだろうか。

　まったく同じ言葉を、数日前、京花は別の人間から聞かされていた。

　天使現象。ＳＩＲＥＮサイレンの夜がこの世ならぬ光に覆おおい包まれ、そして無数の銀ぎん竜りゆうや光妖よう精せいたちが天上の光り輝かがやく扉とびらをぬけて現れた時のこと。




〝アレは暴走じゃない。鎮圧したって意味がない〟

〝今回だけは理装執行者シミユレーターじゃダメなんだ。俺じゃなきゃ────〟




「……フィア、あなたが言ってるのはもしかして」

　言いかけた言葉は、潰つぶされた。

　哮たけり狂くるう巨きよ大だいバイオテスタが、ふたたび自分たち目がけて跳ちよう躍やくした。

「離れて！」

「っ、京花さん!?」

　真横のフィアを後方へと突き飛ばし、自分はフロアを真横に駆けていく。

「逃にげなさい！　奥の階段を上がって二階よ、そっちなら深サ海ハ魚ギ人ンもいないはず！」

　臨界突破試薬ブーストの効果は二分前後。

　時間としては一いつ瞬しゆんだが、その間ならば重反応加速アクセルも第二可逆生成パラダイムの効果も跳はね上がる。強化された『99パーセントの水』による爆ばく炎えんを頭部に直ちよく撃げきさせれば、たとえ暴走そのものを止められなくても今度こそ昏倒まで──

「……っ!?」

　まさに重反応加速アクセルでもって床を蹴けった途と端たん、全身に底知れぬ悪お寒かんが取り憑ついた。

　身体が重い。いや、それだけではない。

　……息が。

　……いいえ、身体中の酸素が欠けつ乏ぼうしてる？

　体内の生化学反応状じよう況きようを把は握あくしているからこそ気づいた現象だ。どれだけ息を吸いこんで酸素を取りいれても、それが酸素輸送につながらない。酸素を利用した好気呼吸がなければ重反応加速アクセルを発動したところでＡＴＰ生成はできない。

　……異物？

　……私の体内に、重反応加速アクセルを疎外する物質が紛れこんでる？

　頭痛と目め眩まい、そして原因不明の吐き気。

「……っ」

　途と切ぎれかける意識。がくりと足の力が抜け、京花は為なす術すべなく床に膝ひざをついた。

　起き上がろうとした時には暴イ君ドの巨体が迫せまっていて──

「目を閉じて！」

「え？」

　眩まぶしき天の光。ＳＩＲＥＮサイレンの闇やみ夜よを浄じよう化かした天使の発光が、フロアを一瞬にして埋うめつくし、京花に迫る暴イ君ドの眼を灼やいた。

　思いがけぬ現象に、獣が一瞬動きをとめる。その一瞬で。

「摑つかまってて」

「フィア!?」

　金きん髪ぱつの少女に背中側から抱だきつかれた。

　そう思った時には、京花の身体はフロアの天てん井じようすれすれにまで舞まい上がっていた。

「目め眩くらましは一瞬です、とにかく奥へ！」

　自分を持ちあげて飛ひ翔しようする天使型バイオテスタ。

　ふり向いたその先で。京花は、彼女の背中に顕けん現げんしたあまりにも美しく幻げん想そう的な六枚羽を目もく撃げきした。

「あなた……その羽!?」

　ＳＩＲＥＮサイレンに三体しかいない天使型バイオテスタ。

　フィアがその一体であることは聞いていたが、京花が目を疑ったのは翼つばさの色しき彩さいだ。

　鳥を模した純白の羽う毛もうではなく、蝶ちようのように透すきとおった翼。蒼そう碧へき色に輝く六枚羽の、そのなんと神秘的な姿であることか。

　他の二体の天使型バイオテスタとは明らかに異次元の存在。

　一目見てそうとわかってしまった。

「フィア、あなた本当に天使型バイオテスタ？」

「あ……あの……秘密に、していただけますか。ミソラに……」

　翼を大きくなびかせて滑かつ空くうし、フロアの奥へと飛行する金髪の少女。

　その表情はどこか辛つらそうに暗く濁にごっていて。

「？　それどういう意味。その羽をミソラに秘密にしろってこと？」

「あ、い、いえ、違ちがうんです！　ミソラは全部知ってます。……ただ、わたし……ほかの天使型バイオテスタと少し違うから。そのことが広まるとマズイから、わたし、ミソラと、誰だれにも教えないって約束してたんです……」

　光り輝く蒼碧の翼は誰にも見せない。

　あまりにも他の天使型バイオテスタと違いすぎるから怪あやしまれる。そうミソラが判断し、フィアに約束させたことは京花にもよくわかる。

　当然だ。そんな希け有うな翼を持った天使型バイオテスタなんて見たことない。

　世界に一体。

　そんな天使がいると知られれば、いったい誰に狙ねらわれるかわかったものではない。誘ゆう拐かいされ、その正体を分ぶん析せきするまでどれほど酷ひどい目に遭あわされるか想像に難かたくない。

　……だけど。

　……私を助けるためにはこれしかなかった。

　光の発光で暴イ君ドの動きをとめ、自分を抱きかかえてフロアの奥へ逃げる。

　それしか策がなかったから、自らの正体が知られるのを覚かく悟ごで、そしてミソラとの大切な約束を破ることを自覚したうえでフィアはそれを選せん択たくしたのだ。

「……ここで」

　フロアの奥にある階段を上じよう昇しようして二階へ。

　そのすぐ先の通路へとフィアが着地して、抱きかかえていた自分を放す。

「……ごめんなさい……私も……あまり飛ぶの、得意じゃないんです。第２区画に来るまでもずっと飛んできて……それに────なんだかすごく身体が重たくて…………」

「フィア!?」

　ふらりと倒たおれこむ少女を、すんでのところで京花は抱きかかえた。

「…………」

「京花、さん？」

「……ごめんなさい。……わたしのせいよね……」

　下した唇くちびるを嚙かみしめて、血を吐はくような面おも持もちで京花は口にした。

「全部、私のわがままのせいで……」

　暴イ君ドを鎮圧するどころか、一方的に窮きゆう地ちに追いこまれたのは自分たち。

　助ける立場のはずの自分が逆にフィアに助けられ、その代償に、彼女はあまりに大きすぎる自分の秘密を他人わたしに知られることになってしまった。

　いや、そうじゃない。

　自分の正体を他人わたしに知られる以上に、ミソラとの約束を破ったという事そのものが、この少女にとって何より辛いことだっただろう。

「……私、言わないから。誰に脅おどされたって、口が裂さけたってあなたの秘密喋しやべったりしない。もちろんミソラにも。そうしたら約束は破ってないって言えるでしょ」

「そんな……京花さんが気にすることじゃ、ないです……」

　苦しげに呼吸をくり返すフィア。

　ただの酸欠ではない。それが先の自分と同じ「ある化学物質」によって引き起こされた酸素欠けつ乏ぼう症しようであることはすでに見当がついている。

「ごめんね。私、どうしてもエリス義ね姉えさんに負けたくなくて……本当にごめんなさい。もう二度と、私のわがままでこんな勝手なことしないから。あの時、最初に逃げましょうってあなたが言ってくれたの無視したばっかりに……」

「いいんです」

　そう応こたえるフィアは微わ笑らっていた。

「レイレイさんに認められたくて、それで頑がん張ばってる京花さんの姿、わたし、素す敵てきだと思います。暴イ君ドのことも……京花さんが駆かけつけなかったら、もしかしたら別の人たちが襲おそわれてたかもしれないし。京花さんのこと叱しかれる人なんて、いません」

「…………」

　目をそむけ、フィアの手をぎゅっと握にぎりしめる。

　正面から彼女を見ることはできなかった。面と向かってしまえば、きっと自分は涙なみだが止まらなくなってしまう。そうわかっていたから。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　京花の手を弱々しく握りかえす金髪の少女。その微び笑しよう。

「ミソラがいるから。きっと、もうすぐ来てくれますから」

「……ミソラ」




〝鎮ちん圧あつじゃバイオテスタの孤こ独どくは救えない〟



















　フィアの表情を前にして。

　京花は、あの少年の言っていた意味が、いまようやく理解できた。

　……なんて深い絆きずなのつながりだろう。

　……これが、アイツの見ていた地平だっていうの。

　天使型バイオテスタであるというフィア。彼女に、いや全すべてのバイオテスタにおいて、ここまで信しん頼らいされている人間が他に一人としているだろうか。

　義姉エリスを超こえたい。憧あこがれの理レ装イ執ベ行ル者トに認められたい。

　そんな自己の目的のためだけに理装執行者シミユレーターとして日々を過ごしていた自分の、なんと小さく恥はずかしいことだろう。

　そう気づかせてくれたのは、紛まぎれもなく目の前の天使型バイオテスタだ。

「ありがとう……」

　だから京花は、声をふるわせながらもそう言った。

「私、あなたのおかげで────」

「っ、京花さん！　後ろ！」

　フィアの絶ぜつ叫きよう。

　ふり返った目の前に、凄すさまじい怒ど気きと重圧感を湛たたえた不完全憑依体ハイブリツド。

「……臭においで追つい跡せきしてきたっていうの」

　フィアを抱きかかえたまま呆ぼう然ぜんと京花はつぶやいた。

「っ、来なさい！　私が相手なんだから！」

　抱かかえていたフィアを床ゆかにおろし、自分は暴イ君ドの前に立ちはだかる。

「……ダメ……京花……さ……逃にげ…………」

「喋らないで！　死んだフリしてじっとしてなさい、何があってもよ！」

　すでに臨界突破剤ブーストの効果は切れている。

　能力も体力も、最後の手段であった臨界突破剤ブーストさえも使いはたしたⅡ級理装執行者シミユレーター。

　……勝てるわけがない。

　……だけど、それでもこの子だけは。

　ミソラから預かった天使型バイオテスタ。せめてこの子だけは命にかけても守りぬく。

　その覚悟は紛れもなく。

　義姉を見返すための意地でなく、理装執行者シミユレーターとしての誇ほこりから生まれたもので──

　振ふりおろされる暴イ君ドの巨きよ腕わん。

　コンクリート壁へきすら容易に破は壊かいするその無む慈じ悲ひの一いち撃げきが、頭上へと迫せまる瞬しゆん間かんに。




「『オムニスの方程式』を知ってるか？」




　暴イ君ドの腕が虚こ空くうで止まった。

　人の大人ほどもある巨大な腕が、たった一人の、白い学生服をひるがえす少年の片かた腕うでによって受けとめられていたのだ。

『ッ！』

「……お前が暴イ君ドか。とにかく言いたいことはたくさんあるけどよ」

　巨大な獣けもの型バイオテスタを見上げる少年。

「二人に手を出すな」

　暴イ君ドの胴どう体たいを撥はね上げる拳こぶし。軽くはなったように見えた一撃が、体重一〇〇〇キログラム超ちようの巨体を軽々と通路の奥まで吹ふき飛ばす。

　その光景に──

「ばか……来るの……遅おそいのよ…………主人公気取りしちゃって」

　京花は弱々しくそう呟つぶやいた。

　その口元に、心からの安あん堵どの表情をうかべながら。







　フェーズ５　「不完全憑依体ハイブリツド『暴イ君ド』」







　天てん井じように激げき突とつしながらも、虚空で猫ねこさながらの俊しゆん敏びん性で空中転回して着地する暴イ君ド。

　視線と視線の交こう叉さ。

　だがすぐに顔を背そむけ、階段を伝って階下へと姿を消す。

　──完全逃とう走そうじゃない。

　──この狭せまい場所で戦うのは分ぶが悪いってところか。

　気配が消えるのを確かく認にんし、ミソラは背後の少女二人へとふりかえった。

「悪い。俺の方も深サ海ハ魚ギ人ンにとり囲まれて時間がかかった」

　制服のあちこちが焼けただれた、満まん身しん創そう痍いの赤毛の少女。

　そして、煌きらめく蒼そう碧へき色の翼つばさを展ひろげたまま気を失った天使の少女。

　二人がかろうじて無事であったことには胸をなでおろしたものの、ミソラが目を留めたのは、フィアの背中に顕けん現げんしたままの六枚羽だった。

　それを見れば、彼女が通常の天使型バイオテスタでないことはすぐにでも気づく。バイオテスタを熟知した理装執行者シミユレーターなら言うまでもないだろう。

「……京花」

　床に膝ひざをつきながらこちらを見上げる彼女。

「黙だまってたのは謝る。だから、頼たのむからフィアのことは誰だれにも──」

「行って」

「え？」

　倒れた天使型バイオテスタを抱だきかかえながら。

　赤毛のクラスメイトは、ただ一度、決意に満ちた双そう眸ぼうでそう言った。

「この子はわたしが守るから。それに、この子の秘密も絶対に喋らない。……だから暴イ君ドを追って。アイツのこと、何とかできるんでしょ？」

「…………」

　自分が駆けつけるまでの短時間に何があったかはわからない。

　だがそれでも、いま目の前にいる理装執行者シミユレーターと天使型バイオテスタの間には、かけがえのない確かな絆が生まれていた。

「気をつけて。今のアレは、製造報告書レポートにない能力に目覚めてる」

「なんだって？」

「一つは炎ほのお。三首からそれぞれ放射するから距きよ離りをあけすぎないで。アイツの攻こう撃げき手段が肉にく弾だん戦だけだと思ってたら痛い目に遭あうわ。……でもアイツは、もっと厄やつ介かいな能力を隠かくし持ってる。私もフィアも気づかぬうちに嵌はまってた」

「厄介？」

「炎から生まれる炎より危険なモノ。これだけでわかるでしょ」

「──フィアを頼んだ」

　うなずき、京花たちに背を向ける。

　一階の大会議ホールにネオリエを残したままだ。そこに暴イ君ドが逃げ戻もどってしまったいま、図はからずも彼女の当初の狙ねらいどおりになってしまっている。

　急ごう。そう走りだそうとした矢先。

「……ごめ……ん、なさい……」

　フィアだった。

　意識を失っていたはずの金きん髪ぱつの少女が、京花に抱だかれながら弱々しい口調で。

「あの子……わたし、助けたくて……でも……できなくて……」

　自分に重じゆう傷しようを負わせた暴イ君ドに対して。

　それでも変わらず、暴イ君ドの救いを求める少女の気持ちに変わりはなかった。

「ミソラが……身体からだ……本当は、すごく辛つらいのわかってたから……わたしが……かわりに何とかしたかったけど……できな……くて……」

「────」

　天使の言葉に呼応するかのように、ミソラの全身を電でん撃げきにも似た痛みが駆けぬけていく。

　フィオラミリス戦で方程式オムニスを覚かく醒せいさせたことによる代だい償しよう。

　いまなお全身の筋組織は激しく損傷し、本当は足を一歩動かすだけで激痛が走るほど。左腕にいたってはようやく神経と骨が接合したばかり。

　……さっきの一発で幻げん獣じゆうの憑依が解けなかったのも、おそらくそのせいだ。

　……方程式オムニスが完全覚醒じゃないから。

　左腕の制御環アクセスキーを破壊することで覚醒する方程式オムニスだが、今この状じよう況きようで制御環アクセスキーを砕くだけば、それこそ数秒と経たたずに自分がその場で意識を失うだけ。

　それがわかってるからこそ制御環アクセスキーは外せない。

　……だけど、さっきの一発でたしかに暴イ君ドの姿が揺ゆらいで見えた。

　……暴イ君ドの憑依は解けかかってるはずなんだ。

　ならば手段は一つ。

　今度こそ確実な一撃を暴イ君ドに叩たたきこむ。方程式オムニスの能力が完かん璧ぺきに発動するまでだ。

「あの子を……助け……て、あげ……て……ミソラ、任せちゃってごめんなさい……」

　大きくゆれる蒼あおの瞳ひとみ。

　熱を帯びてうるんだ瞳で見つめてくるフィアに。

「任せておけって」

　ミソラは、小さな微び笑しようで返事した。

「俺の先生が誰だか、フィアが一番よく知ってるだろ？」
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　培ばい養よう試験場・一階大会議ホール。

　部屋の窓ガラスが一枚残らず割れ砕け、天井は焼けただれ、床ではいまも小さな火種が燻くすぶっている。そんな生々しい戦せん闘とう痕あとの刻まれたフロアで──

「早かったね、彼ミソラから逃げてきたのかい？」

　階段を駆かけ下りて姿を現した暴イ君ド。三頭獣キマイラを原存在モチーフとしたバイオテスタに、さらに幻獣の三頭獣キマイラを憑依させることで生まれた不完全憑依体ハイブリツド。

　その前に立ちはだかり、彼女は一歩前に進みでた。

　ネオリエ・Ｋ・ヴィスティゲイン。

　並行世界の機関『見えざる烙らく印いん』の使者にして緑の新約召しよう喚かんの使い手。

「動きが鈍どん重じゆうになっているようだけど、先に戦ってるっていう理装執行者シミユレーターにやられたの？　それとも、ついさっき駆けつけた彼にやられたのかな？」

　その両りよう脇わきに従えるのは新緑色の幻獣・樹木精ドリアードが二体。

「ミソラっていう彼。正直驚おどろいたよ。深サ海ハ魚ギ人ンに囲まれた時も、ほとんど彼一人で倒たおしちゃってたからね。ウチの出番がまるでなかった。だから──」

　そして、そんな彼女の手に握にぎられたのは煌きらめく翡翠ジエイド。

　新約召喚の触しよく媒ばいを手にして。

「暴キ君ミだけは、せめてウチが役目を果たそうかなと思うんだけど？」

　獣の咆吼。

　激げつ昂こうの感情をあらわにした三首のバイオテスタの口こう腔こうが開き、そこから三方向にも及およぶ業ごう火かが吐はきだされる。

「第二位『緑の世界』開放」

　ネオリエの手にした翡翠ジエイドから無数の光の帯が浮うき上がり、それが幾いく重えにも重なって虚空に緑色の光の円えん環かんをかたちづくる。

「おいで、緑風精霊エアリアル」

　緑の新約召喚、その第二位にあたる精霊型幻獣。

　それは小さな旋せん風ぷうのように渦うず巻まく風の集合体であり、目を凝こらして観察すれば、それが半はん透とう明めいながらも薄うす緑みどりの風であることがわかるだろう。

「弾はじけ」

　ネオリエを中心に、衝しよう撃げき波はにも似た突とつ風ぷうが押しよせる業火をなぎはらう。

　舞まい散る火の粉。

『…………！』

「拘こう束そく」

　あまりに易やす々やすと炎を防がれて後ずさる暴イ君ド。その隙すきに動いたのがネオリエの両脇で出番を待っていた樹木精ドリアード二体だ。

　鞭むちさながらにしなり、そして蔓つるを何重にも放ち、それが網あみのごとく暴走バイオテスタの全身に絡からみついて両手足を拘束する。

「炎を吐くのは幻獣・三頭獣キマイラの能力だからね。それが憑ひよう依いした不完全憑依体ハイブリツドなんだから、同じことをやってくると予想して当然だろう？」

　ゆえに炎を防ぐ幻獣を用意すればいい。

　あとは拘束用に樹木精ドリアードさえ待機させていれば対策は事足りる。

　ギチッ、と蔓が鈍にぶい音を立てる。

　暴イ君ドの怪かい力りきに対し、何重にも連なる蔓が悲鳴を上げているのだろう。が、それでも蔓の拘束は容易にほどけるものではない。ゴムのように伸しん縮しゆくする柔じゆう軟なんな性質があるからこそ、強ごう引いんに引きちぎって脱だつ出しゆつすることも難しい。

「さて。で、どうしよう。約束どおり彼を待った方がいいのかな……？」




〝暴イ君ドを鎮ちん圧あつして幻獣の憑依を解除するって意味なら協力してやる〟

〝方法はある〟




　純じゆん粋すいに興味はある。

　ネオリエたち新約召喚の使い手が解除しようとして、それでもできなかった強固な憑依だ。それを解く方法があるとすれば、ＳＩＲＥＮサイレンで開発された新技術の可能性がある。『向こう側』の世界の人間としてもそれは知っておきたい。

　が──

『ッッ！』

　声にならない悲鳴を上げて、暴イ君ドを拘束していた樹木精ドリアードの一体が光となって消しよう滅めつした。

　あまりに突とつ然ぜんに、そしてあまりに前ぶれなく。

「そんなっ!?」

　幻獣が消えるのは、逆召喚を受けた時か存続不能なほどのダメージを受けた時だ。しかし逆召喚はおろか、存続不能なほどの重傷を負うようなことなど──

　ヂッ……

　暴イ君ドの三首が、自分の身体を拘束する蔓をことごとく嚙かみきったのは、その時だった。

　そして消えていくもう一体の樹木精ドリアード。

　──やばい。

　直感でそう理解した。何が起きているのかはわからないが、目の前の不完全憑依体ハイブリツドは何かが違ちがう。自分が予測していたような単なるバイオテスタじゃない。

「任務執行……！　暴イ君ドの破は壊かいを優先する！」

　スーツの内側に格納していた翡翠ジエイド。

　それを迷わずつまみ上げ、新約召喚の触媒として握りしめる。目には目を。ネオリエが思い描えがいたのは本物の幻獣である三頭獣キマイラだ。

　不完全憑依体ハイブリツドとはいえバイオテスタ。本物の幻獣に勝てるはずがない。

「……ごめんなさい」

　目の前の暴イ君ドに、ネオリエは目を伏ふせながらそう告げた。

「暴君あなたを破壊するしか、私には幻獣を解放する方法がないの。この世界の人間がバイオテスタを大事に想おもっているのと同じ。私たちだって幻獣に対して敬意を抱いだいている。だから幻獣が、こんなかたちで本来の世界に戻れないのは見るに堪たえないの……」

　それが本心。

　空とぼけたふるまいと口調の裏に隠した、ネオリエという女性の素す顔がおだった。

「あなたも、苦しいでしょう。私にできるのはその苦痛を解放してあげることだけ。それが本当の意味での救いでないとしても……たとえ恨うらまれても……私も、私にできる最善をつく──────つく────し────？」

　右手に触媒用の翡翠ジエイドを握りしめながら。

　ネオリエは、原因不明の頭痛と目め眩まいに意識を奪うばわれて地に伏せた。

　……な、なに。この目眩。それに吐き気も。

　……まず……意識ま、で…………遠ざかって……い……く…………

　暴イ君ドは何もしていない。

　樹木精ドリアードを消滅させた後、その場に残ってただじっとこちらを見下ろしているだけだ。

　──だというのに、この現象は何だというのだ。

　──炎ほのおを吐く以外に別の能力を隠かくしていたとしても、その能力の正体が摑つかめない。

　三対ついからなる狂きよう気きの眼め。

　ネオリエが意識混こん濁だくに陥おちいるや、地鳴りを上げて彼女めがけて床ゆかを突とつ進しんし。




「なに勘かん違ちがいしてんだよ」




　その動きが止まった。

「戦う相手が違う。暴れたいなら、気のすむまで俺が相手をしてやる」

　制止した暴イ君ドが動きを止める。

　硬こう質しつの靴くつ音おとがフロア奥の階段からこだまして、そして白制服の少年が姿を見せた。

「来い」

『………………』

　が、黒の獣は動かない。

　ただじっとこちらを凝ぎよう視ししながらも、フロアの中央に陣じんどった状態で動きを止めている。

「無む駄だだよ。俺にソレは通じない」

　そんな獣に語りかける口調で、ミソラは一歩近づいた。

　様子見ではない。

　暴イ君ドがそこに立ちつくしていることこそ、暴イ君ドの奥の手である能力が発動していることを何より如によ実じつに表していることを知っていたから。

「京花が教えてくれた。アイツはな、自分がぼろぼろになりながら、それでも最後まで冷静にお前の能力を分ぶん析せきしてたんだよ」

　不完全憑依体ハイブリツド・暴イ君ド。

　その悲しき獣を指さしてミソラは続けた。

「炎より生まれる炎より危険な物質。その生成がお前のもう一つの能力だ」

「……まさかっ!?」

　床に跪ひざまずいたままのネオリエが驚きよう愕がくの声を上げた。

「そう、『一酸化炭素』だ」

　炎を操あやつる能力。それ単独でも脅きよう威い的な能力ではあるが、実は決して珍めずらしい部類ではない。火精霊サラマンダーをはじめ、強力な炎を操るバイオテスタもＳＩＲＥＮサイレンには存在する。

　だが暴イ君ドの能力はまったく別種──

　学術名『carbonカーボン monoxideモノオキサイド』。科学式『CO』。

　化学式こそ『C[image: おーつー]（二酸化炭素）』と似ているが、これと異なり、有識者たちから猛もう毒どくの指定を受け、『人体に重大な危機を及ぼす』と明確に危険視される無機化合物である。

　炎ならば触ふれることで熱いと感じ、目に映ることで眩まぶしいとわかる。

　一方でこの化合物は無色透とう明めい・無む臭しゆうであり、いつどこに発生しているか察知不可能。

　そして呼吸を通じてひとたび血中に溶とけこめば、酸素の二五○倍もの結合率でもって赤血球の酸素結合体ヘモグロビンと結合し、体内の酸素供給を著いちじるしく疎そ外がいする。

　低濃のう度どでも吸い続ければ頭痛や目眩といった症しよう状じようが現れ、原因の特定は困難。

　高濃度の空気を吸い込めば、短時間で死に至る。

　──感知不能の猛毒。

　フィアもネオリエもそうだ。気づいた時にはすでに動けないほどの酸素欠けつ乏ぼう症しようにおちいって、意識すら失いかけている。その中で。

「京花の奴やつ、よく気づいたよ」

　暴イ君ドを指さしながらミソラは続けた。

「一酸化炭素がもっとも発生しやすいのが、炎による不完全燃焼だ。お前の炎を吐くっていう能力そのものが一酸化炭素の生成能力につながってるし、炎を吐いて相手の警けい戒かいをソッチに向けることで一酸化炭素の発生を隠いん蔽ぺいできたってわけだ」

　酸素の供給体である酸素結合体ヘモグロビンを疎外する。理装執行者シミユレーターの重反応加速アクセルも好気呼吸を利用して酸素を必要とするわけだから、まさにこの天敵とも言える物質だ。

　その巨きよ体たいによる怪力と、銃じゆう弾だんすら見きる敏びん捷しよう性だけでも脅威。

　遠えん距きよ離りからは炎。

　さらにそれも効かない相手を、感知不能の無機カーボン化合モノオ物キサイドで仕留める。

「大した奴だよ。本当に、第三衛星都市ここでだってＡ級指定されたって何一つおかしくない。だけど」

　床を蹴けり、ミソラは暴イ君ドに向かって駆かけだした。

「一酸化炭素ソレは、俺には効かない」

　方程式オムニス──バイオテスタ工学の最高権けん威いアナスタシアによる唯ゆい一いつ無二のバイオテスタ。

　その能力は『あらゆる方程式、反応式を掌しよう握あくする』こと。

　大気に満ち、そして体内に混入した一酸化炭素を方程式オムニスが瞬しゆん時じに異物として探知。

　その分子組成の解かい析せきまでを完かん了りようしたうえで、それを分解するための化学反応式を即そく座ざに構築。さらに方程式オムニスが『あらゆる方程式オムニスを満たす理想の触しよく媒ばい』となり──

　一酸化炭素（CO）を、2CO→2C（黒鉛グラフアイト）＋[image: おーつー]（酸素）へと分解する。

「だから────」

　その刹せつ那な。

　大会議ホールの扉とびらが勢いよく開けられた。

「深サ海ハ魚ギ人ン!?　こんな時に……っ！」

　包囲を突とつ破ぱしたとはいえ、おそらくまだ培ばい養よう試験場内には相当数が残っていることはわかっていた。だがまさかこのタイミングで。

『ッッ！』

　手にした瓦が礫れき、そしてガラスの破は片へんを投とう擲てきしてくる水すい棲せい型バイオテスタ。

　──どうする？

　──暴イ君ドか、それとも深サ海ハ魚ギ人ンを優先するか。

　一瞬の逡しゆん巡じゆん。

　ミソラが見せた一瞬の隙すきを前に、暴イ君ドと深サ海ハ魚ギ人ンが同時に動く。が──

「緑風精霊エアリアルッ！」

　その場で誰だれより先に動いていたのは、床に膝ひざをつきながらも決死の形相で背後を見やる並行世界の召しよう喚かん士だった。

「薙なぎはらえ！」

　消えた樹木精ドリアード二体にかわって最後までネオリエを護衛していた幻げん獣じゆう。

　存在そのものが強力な旋せん風ぷうである精霊が、ミソラへと襲おそいかかる深サ海ハ魚ギ人ンとその投擲物をまとめて壁かべへと打ちつける。

「……悪い……ね。こんな……雑用だけで」

　酸素欠けつ乏ぼうによる目眩に喘あえぎながらも不敵に微ほほ笑えむ召喚士。

「最後の大物……任せるから」

「ああ」

　対たい峙じする暴イ君ドへ、ミソラは一いつ切さいの小細工なしに突つきすすんだ。

　ふりあげられる獣の脚あし。

　床をやすやすとえぐり取る爪つめを一瞬差でかわし、その左ひだり脇わき腹ばらの下へと潜もぐりこむ。

　……暴イ君ドは、それに反応できなかった。




「お前はもう負けてたんだよ。京花とフィアの二人にだ」




　その一言こそが。

　おそらくは、この戦いを表す全すべてだったに違いない。

「眼め、ほとんど見えてないんだろ？　その三首のさ」

　機能を失った眼。

　三頭獣キマイラの特とく徴ちようともいうべき三首のうち、左右の首にある眼は京花の爆ばく風ふうを浴びて視力を一時的に失っている。残った中央の首もまた、至し近きん距きよ離りからフィアの発光を受けていまだに眼が眩くらんだままだ。

　本来の超反応も、三首による死角なき空間把は握あくも失った。

　でなければ、そもそも樹木精ドリアードによる蔓つるの拘こう束そくなど余よ裕ゆうで捌さばききっていたはずなのだ。

　追いつめられた獣。

　それゆえの炎による遠えん距きよ離り攻こう撃げきであり、それゆえの奥の手である一酸化炭素生成。

　だがその能力も、すでに京花によって看破されている。

　そして。

　ミソラは、その死角となった胴どう体たい部めがけて拳こぶしをふりあげて────
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　培養試験場・二階通路。

　静かだった。

　すぐ真下でミソラと暴イ君ドの激戦がくり広げられているはずなのに、階段を上がった先の通路がこんなにも静かだなんて──

「……でも、それでもいいのかしら」

　自分も床に腰こしを下ろした体勢で、京花は自分の膝を枕まくらがわりにして寝ねかせていた。大きな翼つばさが邪じや魔まにならないのかとも思ったが、翼があっても熟じゆく睡すいには影えい響きようがないらしい。

　あるいは、それほどの疲ひ労ろうが溜たまっていたのか。

　そうであるのなら、この静かな空間は、フィアの眠ねむりをさえぎるものがないという点では環かん境きよう的に良好だと言えた。

「負けない、わよね……」

　暴イ君ドを追いかけていった少年。悔くやしいが、なんといっても自分の憧あこがれるⅠ級理装執行者レイベルトに認められ、そして任務の同行に誘さそわれるほどだ。

　──この前の朝もそう。

　自分とエリスの喧けん嘩かを、たった一人であっさりと止めてしまった。ほかの学生理装執行者シミユレーターがエリスを恐おそれて一切手が出せないにもかかわらず。

　誰よりバイオテスタを想おもい、そして誰よりバイオテスタから懐なつかれる。

　それがきっと、彼の何よりの強さなのだろう。今ならそうわかる。

　……ぴちゃ。

　直後、奇き怪かいな足音が通路にこだました。

「ミソラ？」

　反射的にそう口にしてふり向いた京花の表情が、一気に青ざめた。

　深サ海ハ魚ギ人ン。

　薄うす緑みどり色の鱗うろこをした陸上歩行の水棲型バイオテスタ。その残党が、一階の非常階段を伝って二階へとやってきていたのだ。人の手のように進化したヒレに摑つかんだ武器。工具室から鉄の棒、調理室から包丁らしき刃は物ものを奪うばってきたものもいる。ざっと五体以上。

　そして、その眼に宿る敵意の感情。

「……こんな……時にっ！」

　フィアを抱かかえたまま京花はほぞを嚙かんだ。

　自分もフィアほどではないが軽い酸素欠乏症にかかっている。

　さらに臨界突破試薬ブーストまで使用した重反応加速アクセルで全身の筋組織が破は壊かいされている。第二可逆生成パラダイムにしても、体内生成できる液状爆弾は使いつくした。

　けれど、現実は現実だ。

『────ッッ！』

　じりじりと距きよ離りをつめ、そして、自分たちが動けないと見るや一気に通路を駆けて迫せまってくる深サ海ハ魚ギ人ンたちの集団。

「フィア……」

　自分のためにすべてを出しつくして倒たおれている天使型バイオテスタ。約束した。ミソラに、この子を任せたと託たくされたのは自分じゃないか。

　だから──

「うっ、あぁぁぁぁぁぁっぁっっっ！」

　京花は、言葉にならない絶ぜつ叫きようを上げた。

　その右手に握にぎられているのは、青の矢を模した注射器。そう、まさに暴イ君ド戦で使用した臨界突破試薬ブーストの二本目だ。

　中セ央ン統ト合ラ樹ルからも禁じられた『二本目』。

　その代だい償しようが肉体にどれだけ影響があるかには個人差がある。だが──

　二本目を自らに投とう与よした代償に、生しよう涯がいにわたって理装執行者シミユレーターの能力が使えなくなる可能性すら中セ央ン統ト合ラ樹ルで京花は聞かされていた。

　一生分の能力の『前借り』をしてしまう、それほどの危険を伴ともなうと。

「……お釣つりがくるってものよ！」

　血走ったまなこで深サ海ハ魚ギ人ンたちを睨にらみつけながら、京花は吼ほえた。

　──そんな安い代価で払はらえるなら。

　──この子を助けられるなら。

　理装執行者シミユレーターとしての自分の全てを、ここで捧ささげたってかまわない。

　臨界突破試薬ブーストの二本目。

　矢を模した注射器の先せん端たんを、さらに自分の左ひだり腕うでへと射うちこ──




　その注射針が、一発の銃弾によって破壊された。




　飛びちる青の溶よう液えき。

　きらきらと輝かがやいて空中に舞まう強化ガラスの欠片かけらたち。そして。

「その気き迫はくは評価に値あたいする。が、やめておけ」

　50ミリ強化鎮ちん圧あつ弾だん。

　二に挺ちよう拳けん銃じゆうによって立て続けに放たれた無数の弾丸が、京花の真横を通過して、彼女に迫っていた水棲バイオテスタたちを次々と撃うち倒していく。

　一瞬だった。一呼吸にも満たない間に、目の前の深サ海ハ魚ギ人ンたちは一いつ掃そうされ、すべて意識を失って床ゆかに倒れ伏ふせていた。

「まったくミソラめ。俺が別任務中だというのに大声で認証ライセンスに留守録を入れるとはな。再生した拍ひよう子しに鼓こ膜まくが破れかけた……」

　その銃じゆう弾だんに──

　淡たん々たんとしながらも落ちついた大人の声こわ音ね。そして硬こう質しつのブーツが奏かなでる足音に。

　京花が思いあたる人物はたった一人だけだった。

「…………」

　おそるおそるふり返る。

　まるでテストの成績結果を受けとる子供のような心境。緊きん張ちようしながらも、心のどこかで幾いくばくかの期待をこめた、祈いのりの気持ちで。

　……ウソでしょう。

　……だって、だってこんな場所に「あの人」がいるわけが……

　二挺拳銃を構えた長身の男。

「……あ……ああっ……」

　天使型バイオテスタを抱えたまま、唇くちびるを伝ってこぼれた声がふるえている。

　漆しつ黒こくのロングコートを羽織ったⅠ級理装執行者シミユレーター。自分の憧れであり、理想の男性。

　レイベルト・レイ・ラクシズ。

　その彼が、まさに自分の目の前に立っていたのだ。

「救きゆう援えん隊も間もなく到とう着ちやくする。ケガは？」

「…………胸が……痛いです」

　その瞳ひとみにひとしずくの涙なみだをうかべたまま、京花は、顔を伏せたままそう言った。

　高鳴る胸に手をあてながら。

　……間ま違ちがってなかった。

　……ほらエリス、今度こそ私の勝ちでしょう？

　やっぱりレイ様が一番だ。

　どんな時にでも駆かけつけてくれる世界最高の、私の────

「…………っ」

「大だい丈じよう夫ぶかっ!?」

　レイベルトの声。

　それすら耳に入らぬまま、京花はフィアに重なるようにして床に倒れた。

「疲労による昏こん倒とうか。とはいえ、よく健けん闘とうした」

　独り言のように呟つぶやく黒の理装執行者シミユレーター。

　その彼が見下ろすのは、蒼そう碧へき色に輝く翼を顕けん現げんさせた天使の少女だった。

「……世界連結の引き金『ネクサス事象』、それを唯ゆい一いつ制せい御ぎよできる真天使フィオラミリス。その精神世界を宿した天使型バイオテスタか」

　ややあって。

　小さな溜ため息いきと共に、彼は銃をコートの内側に収めた。

「守りきるのは至難……が、見届けてみる価値はあるか。ミソラ。お前はどこまで自分の信念を貫つらぬける？　天使も、そして目の前にいる暴イ君ドに対しても」

　そして同時刻。




　静せい寂じやくに満ちる二階通路に、暴イ君ドの消え入るような絶叫が幽かすかにこだました。




　一階大会議ホール。

「もう一度言うぞ。お前は京花とフィアに、もうとっくに負けてたんだ」

　いまだ火の粉の燻くすぶるフロア。

　うっすらと黒こく煙えんの立ちこめるその場所に、少年の声が小さく響ひびく。

「だけど、これも覚えとけ」

　その胴体部に深々と突つきささった右拳。

　全長五メートル超ちようの巨きよ体たいをほこる暴イ君ドが、凍こおりついたように動きをとめていた。
















「そんなお前を助けたのも京花とフィアだ。あの二人がお前を助けようとここまで来て、命がけでお前を止めた。それを忘れるな」

　──方程式オムニスによる『世界の傷きず跡あと』の修復作用。

　淡あわい光。

　ほんのりと輝く緑色の光の粒つぶが、黒い体表の大型バイオテスタの全身からにじみ出るようにあふれ、そして風にさらわれるように空へと上がっていく。

　その光のなかに、うっすらと。

　まるで陽炎かげろうのように朧おぼろ気げながらも、緑色の体表をした幻げん獣じゆうの姿が垣かい間ま見みえた。

　光となって消えていく幻獣が小さく会え釈しやく。

　まるで、地上の自分に向かって礼を言うように。

「ああ、今度は迷わず帰れよ？」

　そして。

　ミソラの見守るなか、囚とらわれていた幻獣は本も来との世界へと還かえっていった。







　インターミッション　「超ちよう越えつ者たち」







　培ばい養よう試験場中庭。

　二挺の銃をコートの内側に収め、レイベルトは試験場に背を向けた。そこに──

「愚ぐ妹まいが世話になったようですね」

　一ひと振ふりの長刀なぎなたをたずさえた銀ぎん髪ぱつの少女が、試験場の入口に立っていた。

「レイベルト・レイ・ラクシズ」

「……無ゼロ級きゆうに名を覚えられているとは光栄だな」

「よく耳にします。特に、妾わたしの愚妹から」

　淡々と告げる彼女の周囲。

　十体以上の深サ海ハ魚ギ人ンが、どれも一刀のもとに昏倒させられている光景。培養試験場の外へと逃にげだしたのを彼女が鎮ちん圧あつしたのだろう。

「取り巻きの理装執行者シミユレーターの姿が見えないようだが？」

「あまりに遅いので置いてきました」

　さらりと告げる少女。

　ともすれば聞き逃のがしてしまうほど短い台詞せりふながら、そこに込こめられた意味こそ、彼女が無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターである何よりの証あかしであることをレイベルトは知っていた。

「一つ報告する。暴イ君ドの鎮圧は成功だ。お前の義ぎ妹まいの奮ふん闘とうのおかげでな」

「京きよう花かが？」

「褒ほめてやれ。義あ姉ねでなく、総指揮官としてならばお前の自尊心プライドも傷つくまい」

　黒と銀。

　すれ違ちがう二人の理装執行者シミユレーター。

「……自尊心プライドの問題ではありません。あの未熟な子には、現状で満足してもらうわけにはいかない。ただそれだけですから」

「そうか」

「あと先日、京花を焚たきつける口実に、貴方あなたの名めい誉よを侮ぶ辱じよくしてしまいました。あの子にはそれが一番だと思ったもので。非礼をお詫わびします」

「俺に頭を下げるより、義妹の通院に付き添そってやったらどうだ？」

　軽い口調でそう告げて。

　レイベルトは、銀髪の少女に背を向けた。







　エピローグ　「その心──」







　第三衛星都市・第８区画。

　救急医療施設メデイカルセンター──診しん療りよう科か目もく三十以上。あらゆる緊きん急きゆう外来にそなえ、常に最さい先せん端たんの医療化学と優ゆう秀しゆうな医師、看護師が二十四時間体制で備えている大型診療施し設せつだ。

「アリスベル・イア・京花さん」

「……はい」

　待合い席から立ち上がり、受付ロビーで診断証と内服薬の処しよ方ほう箋せんを受けとる。

　外傷は、わずかな火傷やけどのみ。

　一酸化炭素による急性酸素欠けつ乏ぼう症しように対しては酸素吸入治療を受けたが、それも幸いにして軽傷という診断だった。むしろ重反応加速アクセルの長時間使用による全身を締しめつけるような筋肉痛の方が厄やつ介かいだとさえ言える。

「……三日くらいテニス部も見学かなぁ」

　お気に入りのポーチを肩かたに下げ、京花は救急医療施設メデイカルセンターを後にした。

　時刻は放課後。

　暴イ君ドを鎮圧したのが昨日のこと。それからほぼ丸一日かけて救急医療施設メデイカルセンターで集中検査を受け、ようやく退院を許されたというわけだ。

「おなか空すいた……」

　くぅっ、と可愛らしい音で鳴る腹部を押さえ、京花は大きく溜息をついた。一日中検査を受けていたなかで、かろうじて口にしたのは栄養ドリンクのみ。

　帰りに何か食べて帰ろう。

　そんなことを考えながら歩きだそうとした足が、すぐに止まった。

「……何よ」

「露ろ骨こつに嫌いやな顔をしないでほしいですね。人がわざわざ現状確かく認にんに来たというのに」

　銀髪をなびかせた、制服姿の長身少女。

　エリス・アーセナル──学園研究機関アカデミーにただ一人の無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターにして、暴イ君ドの輸送計画における総指揮者でもあった少女。

「現状確認てなによ」

「見み舞まい、という表現も今さらかと思いましたので」

　目鼻立ちの整った面おも立だちで、いつもと変わらぬ無表情でそう告げる義姉。

「しかし勝手な真ま似ねをしてくれました。妾わたしがあれほど一人で動くなと言ったのに。暴イ君ドを相手にするにはまだ力量不足だと警告したにもかかわらず」

「…………」

「臨界突破試薬ブーストまで使用したそうですね。短くても一週間、あなたは可逆生成パラダイムも重反応加速アクセルも使えない一いつ般ぱん人も同然。身体からだもズタズタでしょうに」

「いいのよそれで」

「？」

　エリスの灰色の双そう眸ぼうがいぶかしげに歪ゆがむ。

「理解できませんね。何がいいのですか」

「守りたかった子を暴イ君ドから守れたの。理装執行者シミユレーターとして、こんなに嬉うれしいことはないでしょう？　臨界突破試薬ブーストの使用も、これくらいのケガも安いもんよ」

　胸を張って。

　不出来な義妹いもうとは、優秀すぎる義あ姉ねに堂々とそう口にした。

「愚おろかな。その程度で満足するから──」

「でも、一つ謝るわ」

「…………？」

「ごめんなさい。私の独断で現場を飛びだしたことだけは、総指揮官のあなたに迷めい惑わくをかけたって自分でも思ってる。功を焦あせったのは、私に至らない点があったから。少なくとも、あんなことはもう二度としないって約束します」

　深々と頭こうべを垂れる。

　──きっと、数日前までの自分なら絶対に認められなかったことだろう。

　──だけど今なら。

　義姉に対するものより、大事なものを見つけることができたから。

「顔を上げなさい、京きよう花か」

　言われるまま顔を上げる。

　真っ先に視界に映ったのはエリス本人でなく、彼女の投げた小さなビニール袋ぶくろだった。

「わっ!?」

　反射的に受けとめる。

　途と端たん、ふわりと香こうばしい香かおりが袋の中からただよってきた。

「反省ならずして成長はありません。その点を評価し、妾わたしからの褒ほう美びです」

「……これ、購こう買ばいの？」

　ビニール袋の中身は、学園研究機関アカデミーの名物でもある朝限定の焼きカレーパンだった。

　毎朝、限定三十個。昨日から病院で手当てを受けていた自分は、当然に今日の分を買い損そこねてしまっていた。それが三つも。

「まさか私の見舞いのために……？」

「断じて違います」

　それだけ妙みようにかたくなに、首を横にふって否定する義姉エリス。

「ですから、貴女の反省心を評価しての褒美です。そして暴イ君ドへの健けん闘とう。正直よくぞ一人であれだけ長時間、あのバイオテスタと戦えたものです。腕うでを上げたこと以上に、貴女の気き迫はくと意地がそれを可能にさせたのでしょうね」

「…………」

「とはいえ、慢まん心しんしないことです。では──」

　あくまで優ゆう雅がな仕草で背を向ける無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーター。

　その背中が遠ざかり、やがて見えなくなって。

「こんなにたくさん、お腹なかすいてたって一人じゃ食べきれないわよ」

　ビニール袋の中身を見下ろして京花は小さく苦く笑しようした。

「フィアは甘い物しか食べなかったはずだし……しょうがないわね。特別に、今回だけはミソラに恵めぐんであげようかしら。アイツいつもお腹すかせてるし」

　結局、あの少年に最後は何から何まで任せてしまった。

　それは事実だ。

「でも負けないし。次こそ、レイ様のパートナーの座は私がもらうんだから！」

　拳こぶしを握にぎりしめ、京花はふたたび歩きだした。
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　第三衛星都市・第９区画──

　放課後をしらせる鐘かねが鳴りひびく学園研究機関アカデミー。

　そこからほど近い公園でミソラを待っていたのは、皺しわ一つないスーツを着こなしたネオリエだった。

「や、昨日はどうも」

「……ビックリした。いきなり呼びだされるから」

　つい一時間ほど前。今日一日フィアの容態を看みるため家にいたところを、いきなり認証ライセンス宛あてに彼女からの通信が入ったのだ。

「でもまあ、退院できたようで何より」

「失敬だね。あんなのちょっと毒ガス吸っちゃっただけだし。救急医療施設メデイカルセンターだっけ？　あそこに運ばれた時にはもう回復してたよ」

　外側に撥はねた髪かみを手でなでつけながら、彼女。

　けれどその表情はどこか気き恥はずかしげで。

「……なんてね。とはいえ情けない姿を見せちゃったようで。正直、やっぱりウチはまだバイオテスタというものを理解しきれてなかった。幻げん獣じゆうとしての三頭獣キマイラの特性は知ってたけど、まさかバイオテスタにあんな能力があるだなんて。まいったね。もうその一言だよ。それにキミの強さにも驚おどろいた。あの福音機関と一戦交えて無事だったわけだ」

「いや、でも俺も正直ほっとしてるから。そこはお互たがい様さまってことで」

「圧勝のように見えたけど？」

「憑ひよう依いの解除のこと」

「ああ、ソッチね」

　思いだしたように手を打つネオリエ。

　憑依の解けた暴イ君ド。今までが噓うそのように穏おだやかになり、第３区画の研究所に輸送された後もまったく暴れる気配もないという。

「とにかく、これで暴イ君ドが破は壊かいされることはないんだろ？」

「そういうことだね。あとはしばらく様子見で、再調整された後、大陸に戻もどされるかＳＩＲＥＮサイレンに残るかってところだと思う。でも気になるのはソッチより、むしろ……」

「なんすか、そんな人のことジロジロ見て」

「いやぁ。どうやってあの幻獣の憑依を解いたのかなってさ。キミ、昨日はどんなに聞いても教えてくれなかったじゃない」

　好こう奇き心しん旺おう盛せいそうな赤みを帯びた黄の双眸。

　互いの前まえ髪がみが触ふれそうになるくらいまで顔を近づけてくるネオリエから後ずさって、ミソラはぼんやりと宙を見ながら。

「さあ？」

「あ。まだ空とぼける気？　つれないなぁ。キミとウチの仲じゃない」

　腰こしに手をあてて笑えむ彼女。

「……ま。いいや。今回助けられたのはウチの方だし、とにかくキミにそういう力があるってことだけはわかった。ただの逆召しよう喚かんよりはるかに強力な幻獣への干かん渉しよう能力」

「言いふらされるとコッチが困るんだけど」

「言わないよ。言いふらしてキミに嫌きらわれるより、秘密を共有したままキミと今後も手を組んだ方が後々便利そうだからね」

　知的というべきか計算高いというべきか。

　そんな彼女だからこそ説得力のある言葉ではある。

「とにかくウチは任務達成だし。ひとまず『あっち側』に戻るとするよ。もしかしたらまた同じような事件を依い頼らいするかもしれないけど。その時はよろしく」

「バイト代払はらえよ？　俺だって暇ひまじゃないんだから」

「いいけど、あいにくこっちの世界の貨か幣へいってほとんど持ってないんだよね。だから今回のお礼は……そうだね。こんなのは？」

　ふっ、と妖よう艶えんな表情になる彼女。

　前まえ屈かがみになって、大きく開いた胸の谷間を見せつけるようにして。

「任務一回につきデート一回。何なら今からでも──」

「無理」

「断るの早っ！　傷つくなぁ。こう見えてウチ、気に入った男の子にしかこういうの誘さそわないってのに」

「あいにく、こっちも面めん倒どう見みなきゃいけないのがいるんで」

　頰ほおをふくらませるネオリエに手をふって、ミソラは彼女に背を向けた。
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　エプロン姿で洗せん濯たく中の水精霊ウンデイーネに、部屋を飛び回る花精フエアリー二体。

　ベランダで日光浴の踊花アルラウネに、バサバサと翼つばさを羽ばたかせてリハビリ中の金翅鳥ガルーダ。通路でうとうとと微睡まどろんでいるのは妖精猫ケツト・シー。

　ミソラ家の部屋は、あいかわらずバイオテスタたちの楽園で──

　そんな中。

「……へえ、大変だったね。それで京花ってば今日一日ガッコ休みだったんだ」

「はい。でもミソラが平気だろうって言ってました」

　薬箱を開けて消毒薬をとりだす奈な々な。

　その少女の前で、ソファーベッドに腰かけながらフィアはうなずいた。

「あの、それでですね、わたしその京花さんとお友だちになれたんです。学園研究機関アカデミーの食堂で、今度一いつ緒しよにランチしよって誘ってくれました」

「じゃあよかったね。ケガも、そんなに大きくなかったし」

「学園研究機関アカデミーに行くの楽しみです」

　手の甲こうにできた小さな火傷やけど。

　暴イ君ドの炎ほのおが飛び火した時にできた傷だが、その治ち療りようのためにわざわざ家に来てくれたのがこの三み咲さき奈々だ。

「奈々さんも、わざわざありがとうございます」

「ううん平気。ていうかあたしも勉強になるし」

　バイオテスタ獣じゆう医いを目指す奈々にとって、バイオテスタの看病は経験の下積みになる。自分の正体を隠かくしたいフィアも、奈々に看病してもらえるなら安心できる。

「背中の火傷も消毒しておこっか。フィアちゃん、そんな無茶しちゃダメだよ？　たぶん、バイオテスタの中だと天使型って頑がん丈じようじゃない方なんだから」

「……気をつけます」

　純白のワンピースを脱ぬぎさる金きん髪ぱつの少女。

　一いつ糸しまとわぬ上半身があらわになって──

「わぁ、やっぱりフィアちゃんの肌はだキレイ。赤ちゃんの肌みたいにスベスベ」

「あぅ……ちょっと奈々さん!?　そ、そんなとこ触さわったらくすぐったいですってば！」

　少女二人の笑い声。

　そんなリビングで、扉とびらが前ぶれなく開いたのはその時だった。

「よぉ奈々。悪いなフィアのこと任せっきりで。商店街でシュークリーム買ってきたから三人で一緒…………に…………？」

　お菓か子しの箱を掲かかげて無造作に入ってくる少年。

　そんな彼の表情が、目の前で裸ら身しんをさらしているフィアの姿を見た途端に硬こう直ちよくして。

「きゃっ!?」

「だ、ダメだってばミソラ！　家に入ってくる時はインターホン鳴らしてよ！　あたしがいいっていうまで入ってきちゃだめなんだから！」

「なんで家主の俺が家に入るのにインターホン鳴らすんだよ!?」

　包帯を投げつけられてリビングから逃にげていくミソラ。

　そんな少年の光景に溜ため息いきをつくのは奈々だ。

「まったくもう。フィアちゃんもこんなに恥はずかしがってるのに。デリカシー無いなぁ。ねえフィアちゃん？」

「え？　あ、は……はい」

　反射的にそう返事したものの。

　…………あれ？

　……恥ずかしがってる？　わたしが？

　奈々に言われて初めて意識した。

　自分が、裸はだかを人間に見られて恥ずかしがっていることに。

　最初の頃ころはこんなの平気だったのに。シャワー上がりでバスタオル一枚でミソラの前に出て行った時だってまったく動じなかったのに。

　……わたしバイオテスタ……だよね？

　……人間ミソラに見られたって恥ずかしくないはずなのに……？

　気づいた時には、赤面して上半身をシーツで隠している自分がいた。

　顔が熱い。

　それに、この胸の動どう悸きはなに？　いったいどこからやってきたの？

「…………」

　胸の高鳴りを鎮しずめるつもりで、胸むな元もとにそっと手をそえる。

　その感情の正体にいまだ気づかぬまま──

　天使型バイオテスタは、奈々の手当てを無言で受けるのだった。







　あとがき







　お久しぶりです。細さざ音ねです。

『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン２』、一巻から二か月ぶりになりますが、無事に書き上げることができましてほっとしています。

　幻げん獣じゆうと次世代生物。この２つの対照的な「生き物」がテーマとなる本シリーズですが、２巻では生物学における「反応と認にん識しき」という小ネタを交えながら、お話そのものは、前巻にも登場していた理装執行者シミユレーターを中心に構成してみました。

　単ひとえに暴走バイオテスタを鎮ちん圧あつするといっても理装執行者それぞれに動機や目的があるのですが、今回は特に、京きよう花かという少女の悩なやみと奮ふん闘とう、そして心の成長が垣かい間ま見みえる。そんな物語になっていれば幸いです。

　また、その上で、今回も沢たく山さんの方にお力をお借りしました。

　１巻から変わらず多大なご指導・ご助力を頂いた編集Ｈ様、そして美び麗れいなイラストで引き続き本作を彩いろどってくださった蒼あお崎ざき律りつ先生。今回も本当にありがとうございます。

　そして何より、拙せつ書を手にとってくださった貴方あなた。

　本当にありがとうございます。自分にできるかぎり頑がん張ばっていきたいと思いますので、どうか今後とも、ミソラやフィアの道行きを見守って頂ければ幸いです。




◆お知らせ

　実は『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン』と並行して、あと一つ物語を書かせて頂くことになりました。

　２０１４年７月25日（金）刊行

『世界の終わりの世界録アンコール』　イラスト：ふゆの春はる秋あき先生

　出版：ＭＦ文庫Ｊ（メディアファクトリー）様




　ファンタジア文庫様と同じく、ＫＡＤＯＫＡＷＡのＢＣブランドカンパニーにあたるライトノベルレーベルになります。

　拙せつ作さくの、特にファンタジー世界観に目をかけてくださって、ＭＦ文庫Ｊ編集部様からお話を頂いたのが一年ほど前。ちょうど細音の中でも構想を温めていた物語があって、満を持してという表現が適切かはさておき、デビュー作『黄昏たそがれ色の詠うた使い』以来の純じゆん粋すいなハイファンタジーとなる世界観の物語になります。

　主人公の少年が、ヒロインである竜りゆうの少女に導かれ、広大な幻げん想そう世界をどこまでも共に巡めぐり、強敵と対たい峙じしつつも未知の地平を目指し、成長していく物語。

　世界の広がりと神秘感、そして少年少女の幻想的な冒ぼう険けん世界を描えがければいいなと。

　ふゆの春秋先生の繊せん細さいなイラストも相まって、男性はもちろん女性の方も気き兼がねなく読んでいただける内容だと思いますし、ハイファンタジーが苦手な方にも楽しんで頂けるよう、配はい慮りよと推すい敲こうを重ねた物語にできたと思います。

　それがちょうどもうすぐ、７月25日（金）に刊行予定です。

『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン』とあわせて、こちらも手にとって頂ければ幸いです。




　もちろん、『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン３』もお待たせしません。

　次は初秋頃ごろになると思いますが、『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン』という物語で何より描きたかったエピソードの一つの予定ですので、こちらもご期待頂ければ幸いです。

　それでは、７月の『世界の終わりの世界録アンコール』、そして初秋の『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン３』でお会いできることを願いつつ。




　２０１４年５月　暖かな陽気となった日の明け方に


細音　啓けい　　　












Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．２




─次じ世せ代だい新しん生せい物ぶつ統とう合ごう研けん究きゆう特とつ区く─








細さざ音ね　啓けい
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